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令和８年第３回国見町議会定例会３月会議議事日程（第１号） 

 

                    令和８年３月２日（月曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会議期間決定（１５日間） 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 請願・陳情の付託 

     請願第 ３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の請 

            願について 

     陳情第 ９号 補聴器の購入費助成を求める陳情書 

 第 ５ 議案第 ４号 第６次国見町総合計画の改訂について 

 第 ６ 議案第 ５号 国見町過疎地域持続的発展計画の策定について 

 第 ７ 議案第 ６号 国見町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め 

            る条例 

 第 ８ 議案第 ７号 国見町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条 

            例 

 第 ９ 議案第 ８号 国見町上下水道事業経営審議会条例 

 第１０ 議案第 ９号 国見町行政手続条例の一部を改正する条例 

 第１１ 議案第１０号 国見町個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例 

 第１２ 議案第１１号 国見町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 第１３ 議案第１２号 国見町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例 

 第１４ 議案第１３号 国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 第１５ 議案第１４号 国見町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

 第１６ 議案第１５号 国見町営住宅条例の一部を改正する条例 

 第１７ 議案第１６号 町道路線の認定及び廃止について 

 第１８ 議案第１７号 工事請負契約の変更について 

 第１９ 議案第１８号 工事請負契約の変更について 

 第２０ 議案第１９号 動産の取得について 

 第２１ 議案第２０号 令和７年度国見町一般会計補正予算（第７号） 

 第２２ 議案第２１号 令和７年度国見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 第２３ 議案第２２号 令和７年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 第２４ 議案第２３号 令和７年度国見町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 第２５ 議案第２４号 令和７年度国見町渇水対策施設特別会計補正予算（第１号） 

 第２６ 議案第２５号 令和７年度国見町水道事業会計補正予算（第３号） 

 第２７ 議案第２６号 令和８年度国見町一般会計予算 

 第２８ 議案第２７号 令和８年度国見町大木戸財産区特別会計予算 

 第２９ 議案第２８号 令和８年度国見町入山財産区特別会計予算 
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 第３０ 議案第２９号 令和８年度国見町石母田財産区特別会計予算 

 第３１ 議案第３０号 令和８年度国見町後期高齢者医療特別会計予算 

 第３２ 議案第３１号 令和８年度国見町国民健康保険特別会計予算 

 第３３ 議案第３２号 令和８年度国見町介護保険特別会計予算 

 第３４ 議案第３３号 令和８年度国見町土地開発事業特別会計予算 

 第３５ 議案第３４号 令和８年度国見町渇水対策施設特別会計予算 

 第３６ 議案第３５号 令和８年度国見町水道事業会計予算 
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 ・出席議員（１１名） 

   １番 斎 藤   樹 君   ２番 佐 藤 多 真 恵 君   ３番 （ 欠 番 ） 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 佐 藤   孝 君   ６番 蒲 倉   孝 君 

   ７番 八 巻 喜 治 郎 君   ８番 宍 戸 武 志 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 小 林 聖 治 君  １１番 佐 藤 定 男 君  １２番 渡 辺 勝 弘 君 

  １３番 松 浦 常 雄 君  １４番 山 崎 健 吉 君 

 ・欠席議員（なし） 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 村 上 利 通 君 副 町 長 鈴 木 伴 承 君 

教 育 長 石 幡 良 子 君 総 務 課 長 村 上 幸 平 君 

企画調整課長 佐 藤 智 昭 君 税 務 課 長 安 藤 充 輝 君 

住民防災課長 榊  英 則 君 ほ け ん 課 長 大 勝 晴 美 君 

福 祉 課 長 黒 田 典 子 君 
産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

大 勝 宏 二 君 

建 設 課 長 中 條 伸 喜 君 上下水道課長 佐 藤 温 史 君 

会計管理者兼 
会 計 課 長 渡 邊 和 巳 君 

教 育 次 長 兼 
教育総務課長 宍 戸 浩 寿 君 

教育施設課長 佐 藤 智 宏 君 生涯学習課長 小 野 笑 子 君 

農業委員会会長 八 島 富 一 君 代表監査委員 佐 藤 徳 正 君 

 ・本会議に職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 実 沢 隆 之 君 書 記 豊 野 好 洋 君 

書 記 野 村 康 宏 君 書 記 村 上 正 幸 君 

書 記 石 澤  廣 君   
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◇開会の宣告 

議長（山崎健吉君） おはようございます。ただいまの出席議員は１１名です。定足数に

達しておりますので、これより令和８年第３回国見町議会定例会３月会議を開会いた

します。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇開議の宣告 

議長（山崎健吉君） 直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議録署名議員の指名 

議長（山崎健吉君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番佐藤 孝君及び６番蒲

倉 孝君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議期間の決定 

議長（山崎健吉君） 日程第２、会議期間決定の件を議題とします。 

   おはかりします。 

   本定例会の会議期間は、本日から３月１６日までの１５日間といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会議期間は本日から３月１６日までの１５日間と決定いたしました。 

   なお、本定例会にあたり、町長、農業委員会会長、監査委員及び関係職員に対し、

説明のため、あらかじめ出席を求めておりますので、ご了承願います。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告 

議長（山崎健吉君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   初めに、議会関係について事務局長から報告させます。事務局長。 

議会事務局長（実沢隆之君） 議会関係についてご報告いたします。 

   令和８年第２回議会臨時会以降、現在までの議会活動は、お手許に配付の議員活動

報告書のとおりであります。 

   本定例会に、町長より別紙議案提出書のとおり条例１０件、一般議案６件、補正予

算６件、新年度予算１１件が提出され、受理いたしました。 

   本定例会までに受理した請願・陳情は、請願１件、陳情１件であります。 

   一般質問の通告は６議員で、お手許に配付の一般質問通告一覧表のとおりでありま

す。 

   例月出納検査の結果について監査委員から報告があり、その写しを配付しておりま



 

‐5‐ 

 

す。 

   以上、ご報告いたします。 

議長（山崎健吉君） 次に、一部事務組合関係について報告します。 

   最初に、伊達地方消防組合議会について、５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 伊達地方消防組合議会について私から報告いたします。 

   令和７年１２月２２日、小林聖治議員と共に伊達地方消防組合議会臨時会に出席を

してまいりました。 

   午後３時より伊達地方消防組合会議室において全員協議会が開会され、提出議案に

ついて協議をいたしました。 

   続く午後３時３０分より令和７年第５回伊達地方消防組合議会臨時会が開かれ、ま

ず管理者から消防組合の諸般の報告並びに提案理由の説明があり、直ちに議案審議に

入りました。提出された議案は、報告１件、議案２件であります。 

   報告第５号は、専決処分の報告についてです。 

   この件は、令和７年１０月４日に川俣町地内で発生しました伊達地方消防組合所有

の水槽付消防ポンプ自動車による民地内敷設の浄化槽蓋破損に関わる損害賠償額と和

解についての報告であります。 

   和解金額は７万５９００円であります。 

   次に、議案第８号は、伊達地方消防組合火災予防条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

   これは、昨年２月に発生した岩手県大船渡市における大規模林野火災を受け、総務

省消防庁内に設置された大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する

検討会の提言を踏まえ、林野火災警報、林野火災注意報などを発令し、林野火災予防

の実効を高めるため、関係規定について整備する内容であります。 

   また、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関す

る条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正により、火気を使用する設備に簡

易サウナ設備を追加し、管理に関する基準を定めるものであります。 

   ３点目は、地震発生時の電気火災リスクを低減し、住宅火災予防の推進を図るため、

その普及促進対象機器に感震ブレーカーを追加する改正です。 

   次に、議案第９号は、令和７年度伊達地方消防組合一般会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 

   県の人事委員会勧告を踏まえ、職員の給料月額及び期末手当などの引上げにより、

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１８９０万８０００円を追加し、歳入歳出総額

それぞれ２４億７１８３万８０００円とするものであります。 

   以上の２議案は、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決されました。 

   なお、詳細につきましては、お手許のタブレットＰＣに議案書の写しを掲載してお

りますので、ご覧いただきたいと思います。 

   以上で伊達地方消防組合臨時会の報告を終わります。 

議長（山崎健吉君） 次に、公立藤田病院組合議会について報告します。７番八巻喜治郎
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君。 

７番（八巻喜治郎君） 公立藤田病院組合議会について報告いたします。 

   令和７年第３回公立藤田病院組合議会臨時会は、令和７年１２月２５日午後３時よ

り同病院会議室において開催されました。 

   山崎、蒲倉、松浦議員と共に出席いたしました。 

   会期は１日に決定されました。 

   会議には、条例制定議案１件、条例改正議案１件、令和７年度病院事業会計補正予

算の案件が提案されました。 

   初めに、議案第７号、公立藤田病院組合の条例を左横書きに改める条例は、組合条

例の形式を左横書きに改めることに関し、必要な事項を定めるものであります。 

   議案第８号は、公立藤田総合病院職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例は、令和７年１０月１０日に行われました福島県人事委員

会の勧告に基づき、職員の給料月額及び諸手当の額を改定するための所要の改正をす

るものです。 

   次に、議案第９号は、令和７年度公立藤田病院組合病院事業会計補正予算（第１号）

は、医業収益は患者数が増加していることに伴い収入が増収になっているものの、給

与費の増加及び物価上昇で費用が収益以上に増えているため、医療体制を維持する資

金が不足する見込みとなっている状況を踏まえ、令和７年度に新たに創設された病院

事業債（経営改善推進事業）を活用し、資本的収入の企業債を２億５０００万円増額

補正するものです。 

   以上が提案された議案ですが、これらは全て可決されました。 

   なお、詳しくは、お手許に配付の議案書の写しをご覧願いたいと思います。 

   以上で公立藤田病院議会の報告を終わります。 

議長（山崎健吉君） 次に、伊達地方衛生処理組合議会について報告します。１２番渡辺

勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 私から報告させていただきます。 

   伊達地方衛生処理組合議会の報告についてであります。 

   令和７年１２月２６日、令和７年第７回伊達地方衛生処理組合臨時会に出席いたし

ました。 

   ２時３０分より伊達地方衛生処理組合会議室において全員協議会が開かれ、提出議

案について協議した結果、３時３０分より臨時会が開かれました。 

   管理者から提案理由の説明があった後、議案審議に入りました。 

   提出された案件は、専決処分の報告１件、条例の一部改正２件、各会計補正予算

３件の計６件であります。 

   報告第２号は、専決処分の報告については、ごみ焼却施設内における組合車両にお

ける物件損害事故の損害賠償額の決定及び和解することについての報告であります。 

   議案第２４号、伊達地方衛生処理組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例については、福島県人事委員会の勧告による給料表の改定に伴い、等級別基準職務
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表に新たに職名を追加するため、条例の一部を改正するものです。 

   議案第２５号、伊達地方衛生処理組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例については、福島県人事委員会の勧告を踏まえ、給料月

額の引上げ並びに期末手当の引上げを行うもので、条例の一部を改正するものです。 

   議案第２７号、令和７年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別会計補正予算に

ついては、歳入歳出予算それぞれ２２８万５０００円を減額、予算総額を２億

３９３４万１０００円にしたいとするものであります。 

   次に、議案第２８号、令和７年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計補正

予算については、歳入歳出それぞれ１２７６万７０００円を減額し、予算総額７億

４０３８万円にするものであります。 

   給与改定に伴う人件費を増加するが、薬品購入及び清掃センターの年間電気料の見

込みを踏まえて施設管理委託料の事務費確定に伴う委託料の減額であります。 

   これらの案件は、採決の結果、原案のとおり可決されました。 

   なお、タブレットに議案書の写しを配付しておりますので、ご覧いただきたいと思

います。 

   これで令和７年第７回伊達地方衛生処理組合臨時会の報告を終わります。 

議長（山崎健吉君） 最後に、私より本席から福島地方水道用水供給企業団議会定例会に

ついて報告します。 

   令和８年２月２５日午後２時から水企業団定例会において実施されました。 

   提出された議案は、議案２件であります。 

   議案第１号は、令和７年度事業会計補正予算についてであります。 

   人件費に係る補正で、収益的収入及び支出について、企業団職員の給与等改定に伴

う補正増にするものであります。補正額１７６万５０００円を増額とし、補正額

４０億６９８３万２０００円とするものであります。 

   議案第２号は、令和８年度事業会計予算についてであります。 

   令和８年度の給水量は３市３町で１日平均１０万２０００立方メートルで、年間給

水量は３７４７万４０００立方メートルを見込んでおります。 

   収益的収入及び支出については、収益的収支の収入については４４億３３００万円

余りを予定しております。また、収益的収支の支出については４１億２００万円余り

を計上し、資本的支出については１２億９６００万円余りを計上しております。 

   主な事業としましては３つほどあります。 

   １つ目としては、安心して飲める水の確保について。 

   令和８年４月よりＰＦＯＳ及びＰＦＯＡが水質検査基準によることに合わせ、構成

団体と連携し、共同水質検査体制の増強を図ってまいります。 

   ２つ目には、災害に強い確実な供給の確保についてであります。 

   令和６年１月に発生した能登半島地震において甚大な被害が発生したことから、企

業団として新たに水道施設５７か所について耐震補強工事と備蓄資材の増強を行いま

す。 
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   ３つ目で、健全で安定的な事業運営の確保についてであります。 

   主要国道や軌道を横断する８か所に遠隔漏水監視を設置し、ＩＣＴを活用したシス

テムにより常時監視し、地上漏水に至らない時点から早期発見を可能とし、被害を最

小限にしていくシステムを構築してまいります。 

   また、電気設備の更新及び修繕と水道施設や塗装修繕工事などを行っております。 

   また、現在、西日本や東日本地区を中心に水不足が懸念されております。現在、皆

さんの供給となっている摺上川ダム水量は、現在約７５％前後の水量となっており、

今後、暖かくなるとともに雪解けにより貯水量の増加が期待され、当水企業団を利用

している住民の皆さんには安心して水道水を利用していただけるものと考えておりま

す。 

   以上、提出された案件は、全て原案のとおり可決されました。 

   詳細については、お手許に配付しました資料をご覧いただきたいと思います。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇請願・陳情の付託 

議長（山崎健吉君） 日程第４、請願・陳情の付託について。 

   本日までに受理した請願・陳情は、請願１件、陳情１件であり、お手許に配付した

請願文書表及び陳情文書表のとおりであります。 

   請願第３号は産業建設常任委員会に付託しましたので、報告いたします。 

   陳情第９号は総務文教常任委員会に付託しましたので、ご報告いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案の上程（議案第４号～議案第３６号） 

議長（山崎健吉君） 日程第５、議案第４号から日程第３７、議案第３６号までの議案

３３件を一括上程いたします。 

   なお、この３３件については本日提案理由の説明を受け、うち議案第４号から議案

第２５号までの２２件については、５日に議案説明、質疑、採決を行い、議案第

２６号から議案第３６号までの各新年度予算については、最終日の１６日に議案説明、

質疑、採決を行いますので、ご了承ください。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

◇          ◇          ◇ 

◇町長施政方針並びに提案理由の説明 

議長（山崎健吉君） 町長より施政方針並びに提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（村上利通君） 令和８年第３回国見町議会定例会３月会議の開催にあたり、議員の

皆様には出席いただき、ありがとうございます。 

   本定例会には、条例制定や改正などの一般議案１６件、補正予算の議案６件、当初

予算の議案１１件の計３３件の当面する緊急で重要な議案を提出いたしました。 

   それでは、令和８年度の施政方針とその所信を申し上げます。 
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   私は、国見町長という重責を担うこととなってから、はや１年余り経過をいたして

おりますが、改めてその責任の重さを実感しているところであります。 

   町民の皆様の気持ちをしっかりと受け止め、地域の誇りと未来を共にみんなが主役

の地域づくりを基本理念に、まちづくりの５つの目標実現のため、前例に拘泥せず、

勇猛果敢に挑戦する強い決意を持って取り組んでまいります。 

   まず１つ目、住民主役の信頼される自治体づくりです。 

   住民ニーズに基づいた効果的な施策を展開するため、町民の皆様の声を政策に反映

します。また、失われた信頼を取り戻すため、町民、議会、職員が一体となって、

国・県、関係市町村、関係機関と交流連携を引き続き進めます。公正かつ透明な行政

運営を目指し、引き続き効率的な予算執行を図り、持続可能な財政基盤を強化します。 

   ２つ目、安全安心でいつまでも住み続けられるまちづくりです。 

   地震や洪水などの災害に備えるため、消防施設の充実等により、防災・減災対策を

引き続き強化し、町民の安全を確保します。また、医療・福祉・介護従事者の確保と

新たな医療サービスの提供を行うとともに、交通弱者が利用しやすい生活交通の拡充

を図ります。美しい自然環境を守るとともに、再生可能エネルギーの活用など地球環

境に配慮した取組を推進します。 

   ３つ目、互いに支え合い助け合える思いやりのある地域づくりです。 

   高齢者の健康増進プログラムや活動プログラムを充実することにより、健康長寿を

進めます。また、小中学校、幼稚園、保育所や子どもの遊び場などの子育て環境を維

持拡充するとともに、認定こども園の整備を進め、給食費無償化の堅持と保育料の完

全無償化により、若い世代の育児負担を軽減します。こども家庭センターの機能強化

を図るとともに、子どもたちの学習、スポーツ環境を充実し、健やかな成長をサポー

トします。 

   ４つ目、誰もがイキイキと活躍できる地域づくりです。 

   農業者や新規就農者への支援を充実するとともに、スマート農業の導入を支援し、

稼げる農業を目指します。道の駅などを活用し、農産物の販売支援、地域産業６次化

による農産加工品開発支援、特産品のプロモーションを積極的に行い、地域内事業者

による農商工連携により地域経済の発展を促進します。商工業への支援や起業への支

援を充実するとともに、商店街の活性化を図るため、まちの駅の整備を進めます。企

業誘致のさらなる推進と観光誘客を積極的に行い、地域経済の活性化と雇用の確保を

図ります。 

   ５つ目に、住んでよかった選んでよかったと実感できる地域づくりです。 

   住民同士が交流できる趣味・教養活動やスポーツ活動への支援を拡充し、地域コミ

ュニティーの活性化を図り、災害対応機能を併せ持った多目的施設の整備を進めます。

地域の宝を大切にし、歴史、伝統、文化を継承していく取組を進めます。地域の立地

環境、特性を生かした地域整備を進めるとともに、地域ブランドイメージの向上を図

りながら、人口減少に歯止めをかけます。 

   以上、所信の一端を申し上げました。 
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   それでは、令和８年度一般会計当初予算の概要について申し上げます。 

   国見町の新年度予算は、厳しい財政状況の中にあっても、第６次国見町総合後期計

画に掲げた基本理念の下、まちづくりの５つの目標の具現化に向け、国・県の補助事

業などを十分に調査研究し、編成しました。 

   また、厳しい状況にあっても積極果敢に、みんなが真ん中新しい国見のまちづくり

予算として、総額は過疎対策分、地方創生分を含め、６６億５０００万円としました。 

   歳入は、税収の増、地方交付税の増、基金繰入金の増を見込みました。 

   一方、歳出は、第６次国見町総合後期計画の実現に向けた政策に重点配分するなど、

まちづくりの５つの目標の早期達成のための経費を計上しました。 

   １つ目は、「いきいき健康のまちづくり」予算です。 

   インフルエンザ高用量ワクチンとＲＳウイルスワクチンを定期予防接種に新たに追

加するとともに、おたふく風邪ワクチンについても任意接種として対象に加え、集団

検診事業と併せて、町民の健康管理を充実させました。さらに、自宅にいながら医師

の診察を受けられるオンライン診療を新設し、新たな医療サービスの提供に取り組み

ます。 

   ２つ目は、「安全・安心で住みやすいまちづくり」予算です。 

   子育て世帯向けの地域優良賃貸住宅建設のための調査設計を行い、住宅環境の整備

を進めます。また、継続して消防施設整備を進め、藤田駅前ロータリー整備事業につ

いては、新年度工事に着手します。 

   ３つ目は、「学びと育みのまちづくり」予算です。 

   小中学校のネットワーク環境を安定的に運用し、ＩＣＴ機器を活用した授業改善と

学習の質の向上を図るとともに、就学前の子どもに対する教育と保育の総合的な提供

を行うため、認定こども園設置検討委員会を設置し、基本構想の策定を行います。さ

らに、保育料を半額から完全無償化し、子育て世帯の支援の充実を図ります。 

   ４つ目は、「活力あふれるまちづくり」予算です。 

   町の基幹産業の農業振興のため、繁忙期の労働力確保や果樹の病害虫防除等の支援

及び鳥獣被害防止対策の強化を行い、持続可能な農業経営を支援します。また、企業

誘致を推進するため、関係機関と協議、調整しながら、企業誘致推進計画を策定しま

す。まちの駅については、事業推進のため、検討会や先進事例の調査等を行います。 

   ５つ目は、「信頼と協働のまちづくり」予算です。 

   多目的施設整備事業推進のため検討委員会を設置し、施設の整備について検討しま

す。また、首都圏など町外からの移住定住、二地域居住を促進し、人口減少に歯止め

をかけ、あわせて、国見町が持つ食、歴史、文化などの魅力を県内外問わず幅広く発

信し、関係人口の増加を図ります。 

   次に、令和７年１２月第４回議会定例会以降の町政執行の主なものについて申し上

げます。 

   初めに、健やかに暮らせるまちづくりについて申し上げます。 

   まず、地域医療連携の推進についてです。 
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   本年度より新たに開始した６５歳から５歳刻みで対象となる帯状疱疹の定期予防接

種について、本年１月末現在、１７５人、対象者の約２３.６％の方が接種していま

す。 

   また、任意接種として、５０歳以上対象の帯状疱疹のワクチン接種助成については、

１月末現在、延べ１１９人の申請があり、さらに７５歳から７９歳までの方を対象と

した後期高齢者人間ドックについては、６１人の方が受診され、疾病の早期発見、早

期治療につなげているところです。 

   次に、百歳県知事賀寿と敬老祝金の贈呈についてです。 

   １００歳を迎えた本田キミイさん、中村ハツヱさんに県知事の賀寿と町の敬老祝金

を贈り、家族と共に長寿を祝しました。 

   ２つ目、安全・安心な優しいまちづくりについて申し上げます。 

   まず、災害協定についてです。 

   １２月２３日、災害発生時の被害拡大防止や早期復旧を円滑かつ迅速に行うため、

国見地区建築業組合、国見町管工事組合と３者による災害時における応急対策業務の

支援に関する協定を締結しました。 

   次に、消防活動についてです。 

   １月４日に国見町消防団出初式を、１月２５日には文化財防火デーに合わせた放水

訓練を町内５か所で実施しました。 

   ２月１６日、機能別消防団の設置に向け、国見町消防団員の定年制審議会条例に基

づき審議会を開催いたしました。 

   また、機能別消防団員を導入するため、今定例会に条例の一部を改正する議案を提

出しています。 

   次に、防犯・交通安全事業についてです。 

   １２月１１日、年末年始における事件事故防止を呼びかける県民総ぐるみ運動の出

動式を桑折町イコーゼで行い、街頭キャンペーンを道の駅で実施し、来場された方に

交通安全の啓発運動を行いました。 

   また、１月２０日で交通事故死者ゼロ１,０００日を達成し、１月２９日に県北地

方振興局長から福島県交通対策協議会長表彰伝達がありました。 

   次に、国・県による工事の進捗状況についてです。 

   国が実施している国道４号付加車線工事は、順調に進捗しているとの報告を受けて

おり、年度内に完成、供用開始となる予定です。 

   また、県が実施している滝川、滑川築堤の河川改修工事は、２月末に工事完了し、

今後、県の完了検査を経て、滑川築堤に関する工事書類の引渡しを行う予定です。 

   次に、藤田駅ロータリー整備についてです。 

   １月２４日、事業説明会を開催し、安全対策などの意見を参考に実施設計を進めて

まいります。 

   次に、立地適正化計画についてです。 

   計画素案に関するパブリックコメント実施後、１２月１５日に第３回都市計画審議
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会で審議し、１月５日に策定、公表するとともに、２月に概要版を各戸配布しました。 

   次に、空き家等対策についてです。 

   計画素案のパブリックコメントを実施し、計画最終案の作成を進め、今後は、３月

２４日の第３回空家等対策協議会で協議し、年度内の計画策定、公表を目指します。 

   ３つ目、未来につながるまちづくりについて申し上げます。 

   まず、出産・子育て応援事業についてです。 

   妊娠、出産を応援、支援するため、妊娠した際の１回目の妊婦支援給付金５万円を

５人に、妊娠８か月以降の２回目の妊娠支援給付金５万円を４人に給付しました。ま

た、町独自の出産後の祝い金として、すくすくももさぽ祝金５万円を３人に給付しま

した。物価高対応子育て応援手当については、子ども１人当たり２万円を４２７人の

保護者に対して支給しています。 

   次に、教育ビジョン２０２１改定についてです。 

   １月１４日、第４回の教育ビジョン検討委員会を開催し、教育ビジョン案について

協議を行いました。その後、町民の意見を反映させるため、１月２３日から２月

１１日までパブリックコメントを実施し、４人から９件の意見がありました。２月

２７日には第５回教育ビジョン検討委員会を開催し、町民の意見を反映させた教育ビ

ジョン（案）を作成しました。３月１８日開催予定の３月教育委員会定例会において

決定する予定です。 

   次に、教育支援センター事業についてです。 

   不登校の児童生徒等の居場所として令和４年に開設した教育支援センターステップ

は、今年度、２月末までに１８９日開設し、延べ４７６人の児童生徒が利用しました。

オンラインでの学習なども随時取り入れながら、学校と連携しながら進めています。 

   次に、通学路合同点検についてです。 

   １２月１９日、通学路の危険箇所等について、桑折分庁舎、土木事務所、交通安全

協会の協力を得ながら合同点検を行いました。引き続き、児童生徒の通学における安

全性の確保に努めます。 

   次に、地域学校協働本部事業についてです。 

   今年度も、少年仲間づくり教室、国見っ子わんぱく広場、子育てリフレッシュ教室

など、それぞれ多くの子どもたちが参加し、学びを深めました。中学３年生の高校入

試対策講座を通年で開催し、志望校合格に向けた支援を行いました。また、２月

１５日に落合真理さんによる家庭教育講演会を開催し、失敗を恐れず挑戦し続けるこ

との大切さを学びました。 

   さらに、放課後塾ハルでは、１２月２１日にクニミクラウドを実施し、学びを深め、

３月８日には活動のまとめとしてクニミノホマレを実施します。 

   次に、はたちの成人のつどいについてです。 

   １月１１日、実行委員の企画により開催され、５８人が式典と記念レセプションに

参加しました。 

   次に、公民館事業についてです。 
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   くにみ観月台カレッジは、個々の興味関心に応じた学習に年間を通して取り組み、

１月２３日の学習発表会でその成果を披露し、２月２７日には閉講式を迎えました。 

   次に、芸術文化事業についてです。 

   ２月１日、町長杯新春囲碁将棋大会には２２人が参加し、熱戦を繰り広げました。

ホールでは、１月２５日に菊池亮太ピアノリサイタル、２月２８日に仙台フィルハー

モニー管弦楽団による九重奏とソプラノの調べを開催し、多くの方が音楽で心を豊か

にしました。 

   次に、スポーツ事業についてです。 

   １月１８日、こどもスキー教室を開催し、６人の児童が講師からスキーを学びまし

た。 

   次に、歴史を生かしたまちづくりについてです。 

   ３月１日、あつかし歴史館でひな祭りを開催しました。化石発掘体験、ひな祭りリ

ース作り、ちらしずし販売などを行い、多くの子ども連れでにぎわいました。 

   ４つ目、恵まれた資源を活かしたまちづくりについて申し上げます。 

   まず、農業委員会からの意見書についてです。 

   １２月１６日、農業委員会から農業施策の改善に関する意見書が提出され、町はこ

れを受理し、必要な支援策を令和８年度当初予算に計上しました。 

   次に、新規就農希望者の研修についてです。 

   令和８年度の研修生希望者は、現時点で訓練所が２名、地域おこし協力隊農業部門

が３人を予定しております。 

   次に、新規就農後の支援についてです。 

   １２月９日、あつかし農友会主催で営農報告会と研修会を開催し、新規就農者が今

年度の振り返りと今後の展望について意見交換を行いました。 

   次に、あんぽ柿についてです。 

   １２月１８日、伊達地域農業振興協議会主催のあんぽ柿トップセールスを東京都内

で実施し、市場関係者に希望価格での買入れを申入れしました。 

   また、令和８年２月２１日、福島県知事やＪＡふくしま未来代表理事組合長などと

共に首相官邸を表敬訪問し、高市首相にあんぽ柿のＰＲを行いました。 

   なお、あんぽ柿の全量放射能検査は順調に進み、今年度は３月１０日に終了予定で

す。 

   次に、農産物のＰＲ販売についてです。 

   ２月２１日、宮城県石巻合同庁舎であんぽ柿や加工品のＰＲ販売を行いました。ま

た、２月２２日、道の駅国見あつかしの郷で、あつかし農友会及び国見キラキラ収穫

隊合同の冬マルシェを開催し、新規就農者たちが丹精込めて生産した新鮮な野菜や

６次化商品などを対面販売しました。 

   次に、豊かな村づくり顕彰の表彰についてです。 

   ２月３日、貝田地区のコネクトファーム貝田が、農業に意欲的に取り組み、産地形

成や生産性の向上など、地域農業の発展に寄与する豊かなむらづくり顕彰農業生産部
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門で表彰を受けました。今後ますますのご活躍を大いに期待しております。 

   次に、木育の推進についてです。 

   １月３１日、木と触れ合い、木に学び、木と生きることの大切さを身近に感じても

らう木育事業として、木工技術を学ぶ大人向けのＤＩＹ教室を開催しました。 

   次に、国見町を巡る観光ツアーについてです。 

   １２月１３日、クリスマス飾りとアフタヌーンティーをテーマとした今年度４回目

のツアーを開催し、奥山家住宅でのパーティー、クリスマス飾りのワークショップな

どを行い、１５組２２名が参加しました。 

   ５つ目、相互理解と共感のあるまちづくりについて申し上げます。 

   まず、第６次国見町総合計画の中間見直しと次期国見町過疎地域持続的発展計画の

策定についてです。 

   １２月２３日から１月２２日までパブリックコメントを募集し、総合計画が３人か

ら１９件、過疎計画が１人から７件の意見をいただき、両計画に反映し、２月５日開

催の第４回総合計画審議会で町に答申があり、今定例会に両計画の策定に関する議案

を提出しております。 

   次に、標準準拠システムについてです。 

   １月２６日から標準化法に基づくおおむねの業務が標準準拠システムに切り替わり

ました。 

   次に、所得税・住民税の申告相談会について申し上げます。 

   令和７年分所得税と令和８年度町県民税の申告相談は、３月１７日まで観月台文化

センターで受付を行っています。また、今年度は、３月８日の日曜日にも完全予約制

の申告相談日を設けるなど、きめ細かい対応を図っています。 

   最後に、町として生きるまちづくりについて申し上げます。 

   まず、地域おこし協力隊についてです。 

   ３月で卒隊する２人については、４月以降も国見町で事業を継続するため、現在、

法人設立に向けた準備を進めています。残りの隊員も精力的にそれぞれの活動を行っ

ています。 

   次に、あつかし山ビッグツリーについてです。 

   １２月２１日、冬の風物詩として３３回目を迎えたあつかし山ビッグツリーの点灯

式が実行委員会主催で道の駅国見あつかしの郷で行われ、商工会青年部が子どもたち

にクリスマスプレゼントを贈りました。 

   それでは、本定例会に提案した各議案について、その概要を申し上げます。 

   議案第４号「第６次国見町総合計画の改訂について」は、計画期間の前期が終了す

るため、中間見直しを行い、計画を改訂するものです。 

   議案第５号「国見町過疎地域持続的発展計画の策定について」は、現在の計画終了

に伴い、次期計画を策定するものです。 

   議案第６号「国見町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」

及び議案第７号「国見町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例」
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は、法改正に伴い、乳児等通園支援事業実施及び運営について必要な基準を定めるも

のです。 

   議案第８号「国見町上下水道事業経営審議会条例」は、下水道事業の企業会計適用

に伴い、新たに上下水道事業一体の審議会を設置するものです。 

   議案第９号「国見町行政手続条例の一部を改正する条例」及び議案第１０号「国見

町個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例」は、法改正に伴い、所要の改正を

行うものです。 

   議案第１１号「国見町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」は、県条例

に準拠し、改正を行うものです。 

   議案第１２号「国見町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例」は、消防

団員に機能別消防団員を新たに加えるものです。 

   議案第１３号「国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」及び議案第

１４号「国見町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例」は、法改正に伴い、所要

の改正を行うものです。 

   議案第１５号「国見町営住宅条例の一部を改正する条例」は、町営住宅の管理戸数

の変更により、所要の改正を行うものです。 

   議案第１６号「町道路線の認定及び廃止について」は、町道９号路線変更に伴い、

町道路線の認定及び廃止するものです。 

   議案第１７号及び議案第１８号「工事請負契約の変更について」は、条例に基づき

議会の議決を受け締結した工事請負契約の一部を変更するものです。 

   議案第１９号「動産の取得について」は、消防ポンプ車取得に伴い、地方自治法の

規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

   続いて、補正予算でございます。 

   議案第２０号「令和７年度国見町一般会計補正予算（第７号）」から議案第２５号

「令和７年度国見町水道事業会計補正予算（第３号）」までの議案は、いずれも実績

を踏まえた予算の整理が主なものです。 

   なお、一般会計はじめ各特別会計は、いずれも黒字となる見込みです。 

   議案第２６号「令和８年度国見町一般会計予算」は、予算の概要で申し上げたとお

りです。 

   議案第２７号「令和８年度国見町大木戸財産区特別会計予算」から議案第３６号

「令和８年度国見町下水道事業会計予算」までの議案は、それぞれの設置目的による

事務事業を推進するため、一般会計の予算編成方針に準じて、効率的な執行と採算性

の維持、経営の健全化などを念頭に、一層の経費節減と効率化を図ることを旨として、

所要の経費を計上いたしました。 

   また、特別会計のうち、管理会や審議会、運営協議会が設置されているものは、補

正予算も含め、それぞれに同意を得ています。 

   以上、本定例会に提案しました各議案について、一括して提案理由の趣旨を申し上

げましたが、各議案の内容、係数等については、審議に先立ち、関係課長がそれぞれ
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説明しますので、慎重審議の上、速やかな議決を賜りますようお願いしまして、提案

理由の説明といたします。 

議長（山崎健吉君） 以上で町長施政方針並びに提案理由の説明が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇協議会関係の報告 

議長（山崎健吉君） 続いて、協議会関係について、担当課長の報告を求めます。 

   伊達市桑折町国見町火葬場協議会について、住民防災課長から報告を求めます。住

民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） 伊達市桑折町国見町火葬場協議会についてご報告申し上げ

ます。 

   去る２月４日、桑折町役場会議室におきまして、令和８年第１回伊達市桑折町国見

町火葬場協議会が開催されました。 

   提出されました案件は１件で、議案第１号、令和８年度伊達市桑折町国見町火葬場

協議会会計予算についてです。 

   歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９８０万円と定めるものです。 

   歳入の主なものは、分担金及び負担金の１５７５万９０００円であり、そのうち国

見町分は、負担率２８.５％の４４９万１０００円が主なものです。 

   歳出の主なものは、火葬場の施設費における需用費の９５２万３０００円、委託料

の７８１万２０００円であり、需用費では、燃料費３４４万９０００円、１号炉及び

２号炉耐火台車上部交換、１号炉排気筒下段交換の修繕料４５５万３０００円、委託

料では、火葬業務の委託料５８２万２０００円が主なものです。 

   なお、火葬件数については前年と比較し増加傾向にあり、国見町分では、令和６年

が１３１件に対し令和７年は１３３件と横ばい状況にあります。町負担金は、令和

７年度と比較して１０万７０００円の減となっております。 

   以上により、提出された議案１件は、原案のとおり可決されました。 

   なお、詳細につきましては、配付されております写しをご覧ください。 

   以上、伊達市桑折町国見町火葬場協議会の報告といたします。 

議長（山崎健吉君） 以上で協議会関係の報告は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（山崎健吉君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

   明日は、午前１０時から本会議を開きます。 

   なお、本日午前１１時１５分より、総務文教常任委員会を委員会室で、産業建設常

任委員会を中会議室北側でそれぞれ開催し、終了しましたら全員協議会を開催します

ので、ご参集願いたいと思います。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   本日はご苦労さまでした。 

（午前１１時０７分） 



 
 
 

第  ２  日 
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◇開議の宣告 

議長（山崎健吉君） おはようございます。ただいまの出席議員は１１名です。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 日程第１、一般質問を行います。 

   通告順に発言を許します。質問及び答弁は簡潔かつ要領よく発言を願います。 

   なお、この際申し上げます。 

   各議員の発言は答弁も含めて６０分までは認めることといたします。 

   最初に、１３番松浦常雄君。 

   松浦常雄君。 

（１３番松浦常雄君 登壇） 

１３番（松浦常雄君） さきに通告しておきました２点について質問します。 

   １つは、農業の現状と課題に対する対策についてです。 

   町の基幹産業である農業は、就農者の高齢化とか就農者の数の減少により、年々衰

退しているのではないかと思われます。そこで、農作物の生産高や就農者の数から現

状を把握し、その対策の一つとしての新規就農者への支援について伺います。 

   過去３年間の米、モモ、リンゴ、あんぽ、プラムなどの農作物の生産高はいくらで

しょうか。また、これらは前年度と比較してどうなのか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） １３番松浦常雄議員のご質問にお答えいたします。 

   売上高と生産高ということですので、市場に出荷された分で把握している分につい

てご説明させていただきます。 

   まず、米についてです。 

   令和５年度につきましては１,２０１トン、売上は約２億７０００万円程度となっ

ております。令和６年度は９９１トン、売上が２億７０００万円程度。令和７年度は

８８０トン、売上は３億２０００万円程度となっております。 

   続きまして、モモでございます。 

   モモにつきましては、令和５年度は２,２２５トンで１３億円程度となっておりま

す。令和６年度は２,２７８トンで１４億６０００万円程度でございます。令和７年

度は１,８３５トンで、売上げは１２億５０００万円程度となっております。 

   あんぽ柿です。 

   あんぽ柿は、令和５年度が１３７トンで、売上げは２億１０００万円程度となって

います。令和６年度は１４３トンで、売上げは２億４６００万円程度となっています。

令和７年度につきましては集計中の部分がございます。今、把握している部分でござ

いますが、８３トンで約１億４０００万円程度ということになっております。 

   続きまして、リンゴでございます。 

   リンゴにつきましては、令和５年度は１１トンで、売上は３４０万円程度、令和
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６年度は１７トンで５５０万円程度、令和７年度は１３トンで４００万円程度となっ

ています。 

   プラムにつきましては、令和５年度は７０トンで、売上げは４,２００万円程度と

なっています。令和６年度は３８トンで２,６００万円程度、令和７年度は４３トン

で３,２００万円程度となっています。 

   なお、今年度は、高値がつきまして全体的に売上げが多くなっております。 

   また、令和７年度はモモの生産が豪雨の影響を受けまして上がったということにな

りましたが、単価は例年並みということになっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） ３年間ぐらいでは、いろんな事情があって、大きく衰退している

とは見られません。１０年くらいの単位で見たときにはどうなのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   １０年前と比べますと、生産者、いわゆる農業従事者については減少傾向となって

います。生産量もやや減というふうになりますが、農家の皆さんのご尽力によりまし

て、売上げはさほど変わりません。むしろモモ等については売上げが伸びている状況

です。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よく分かりました。 

   次に、米及び果樹の栽培面積は現在どのくらいなのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   令和７年４月１日現在、田んぼの作付面積が４５７ヘクタールとなっております。

また、果樹面積、畑ですけれども、３７３ヘクタールとなっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 前年度と比較した場合はどのようなことになっていますか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   田んぼにつきましては、昨年度と比べましてほとんど変わりがない状況でございま

す。 

   畑につきましても、１年程度の差異でございますと減少傾向というのはないという

ことになっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 農業従事者の数についてはどのくらいでしょうか。 



 

‐21‐ 

 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   令和７年４月１日現在、基幹的農業従事者については８７４人ということになって

おります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 前年度と比較して減っているのかどうか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   農業従事者は、昨年度と比べますとほぼ横ばいという状況になっております。ただ、

長いスパンで見ますと、１０年単位で見ますと減少傾向にあるということでございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 就農者が減少する傾向の中で、１人でも新規就農者が増えるとい

うことは大変喜ばしいことだと思います。そこで、来年度の新規就農者は何人くらい

予定されているか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   来年度の新規就農者の予定でございます。現状で把握している分でございますが、

３名程度と見込んでいるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 新しく農業を始めるということはなかなか大変なことだと思いま

す。その道に明るい人の手助けがぜひとも必要なのではないかと思うのですが、新規

就農者への技術面の指導はどのようになっているのか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   新規就農者への技術的な支援につきましては、県や町、ＪＡふくしま未来が連携し

て現在実施しています。 

   町では、新規就農者の組織を創設いたしまして、恒常的に先進技術の習得のため、

研修会や販路拡大のためのマルシェなどを実施しております。 

   また、くにみ農業ビジネス訓練所におきましても、地元農家さんや農業専門員によ

る農業技術指導の研修などを、県やＪＡふくしま未来と連携して実施しております。 

   今後も、関係機関や地元農家の皆さんと連携を強化しまして、新規就農者の技術向

上に努めてまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 
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１３番（松浦常雄君） 新規就農者への支援というのはいろんな形で行われていることが

分かりました。 

   財政的な支援はどのようになっているのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   町では、新規就農者への財政的な支援につきましては、新規就農者へ３年にわたり

資金補助を行う新規就農者育成補助金、また、農業経営開始時に資金提供を行い、

５年間引き続き農業に従事した場合は、返済を免除する経営開始資金の貸付金制度な

どを実施しております。 

   また、くにみ農業ビジネス訓練所で長期研修を受ける場合、家賃を補助する長期研

修生家賃補助制度なども実施しております。加えて、新規就農者に限らず、農業用機

械購入の補助、防除費用や大型機械の免許の取得の補助等も実施しております。 

   今後も、新規就農者の確保を最優先の課題と捉えまして関係機関と連携し、新規就

農者の確保と育成に努めてまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 新規就農者への財政的な支援、町も頑張っているなと感じますが、

これには国とか県の支援もあると思うのですが、その辺はどうでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   国や県においても、新規就農者、また、農業従事者に対する様々な補助事業ござい

ます。特に、今、農薬や農業用資材の高騰が続いています。そちらへの補助、あと、

大型機械、個人ではどうしても買えないような機械、そういうものに対して県と国、

町が一体となって支援を行うという補助メニューがございます。そのような制度を総

合的に利用して、新規就農者や農業経営者の支援をしてまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 国や県のいろいろな制度も紹介しながら、ぜひ支援をお願いした

いと思います。 

   ところで、耕作放棄地が増えています。これを新規就農者への支援とか規模拡大を

望む農業経営者のために生かすことができないのかと思うのですが、いかがでしょう

か。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   町では、耕作放棄地を減少させるために、農業委員会や農地利用最適化推進委員の

協力により、農地の集積や担い手の確保を進めているという状況でございます。 

   お質しの耕作放棄地を新規就農者の支援や規模拡大に利用することにつきましては、
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放棄地となった農地の状況を見極める必要があるのではと考えているところでござい

ます。新規就農者が営農しやすい環境づくりと、新規就農者が持続的に農業を経営で

きるよう、地域の農業委員や農地利用最適化推進委員の協力によりまして、適正な農

地の確保に取り組んでいきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄議員。 

１３番（松浦常雄君） 耕作放棄地の集約については、ＮＨＫで前に放送していたことが

ありました。自治体の職員が間に入って、そして農地の集約の仕方に支援をしてうま

くいっているという例でした。だから、大変な面もあると思いますけれども、集約化

がうまく進むような方向で、ぜひご協力をお願いしたいと思います。 

   次の質問に入ります。 

   町の観光資源の開発、整備とＰＲについて伺います。 

   観光資源と大きく述べましたけれども、内容は町の史跡等の観光スポットの整備と

ＰＲについて伺うものです。 

   我が町は、国の歴史まちづくりの指定を受けて、阿津賀志山防塁を中心とした整備

を行ってきました。その大きな成果があつかし千年公園だと思っています。しかし、

下二重堀のほかに、国道４号の上の部分の防塁や４号線の下についても、まだ貴重な

史跡が残っています。以前、説明を受けたのですが、４号線から上の部分についても

整備をすると。４号線の下の部分については、藤原軍が陣を敷いた跡とか、あと、堀

の深さの原型をとどめているようなところもあって、今も車が何台か駐車できるスペ

ースが設けてある、これは大変いいことだなと思っていますが、そういうところにつ

いても、ゆくゆくは整備して観光スポットにするのだという説明を受けたことがあり

ます。私が町のボランティアをやっている時代でした。今からはちょっと前の話にな

りますけれども。そういうまだ未整備のところもあるのですけれども、それらについ

て整備する考えはあるのか伺います。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えします。 

   阿津賀志山中腹の二重堀の始点地区、スタート地点につきましては、平成３０年度

に公有地化が済んでおります。令和６年度から令和７年度の２か年間で、その土地の

支障木伐採、搬出を実施してございます。今後は、国道４号の北側地区と併せて草刈

りなど適正な管理に努めてまいります。 

   また、国道４号の南側にはなりますが、良好な形で防塁が残っている森山の西国見

地区につきましては、今年度に実施しました発掘調査の成果に基づき、今後、史跡の

追加指定と公有地化を進めていく計画となってございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 大変明快な心強いご説明をいただきました。 

   将来、ここが観光スポットとして脚光を浴びるようなことになればいいなと思って
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います。 

   下二重堀の防塁については千年公園で整備されているのですが、大分土砂が埋まっ

て堀が浅くなっていますよね。あれについてはあのままで保つしかないのかなと思い

ますけれども、何かさらに整備する考えはあるのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えします。 

   阿津賀志山防塁の下二重堀地区につきましては、防塁と中尊寺蓮を一体的に整備し、

令和３年７月にあつかし千年公園として開園しました。管理団体となります一般社団

法人二重堀サポートネットワークの献身的な維持管理により、蓮の開花期には町内外

から１万人程度が来園するまで認知度が向上してまいりました。 

   今後のあつかし千年公園の整備計画としましては、令和８年度に夏場の熱中症対策

の工事を予定してございます。また、駐車場とあつかし千年公園の接続を改善するこ

とで利便性の向上を図る対策工事も今後検討してまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 千年公園の蓮については、すばらしい蓮池だと思います。平泉に

も蓮池はあるのですが、ほんの小さなもので、蓮を絶やさないようにしているのかな

というふうに感じましたが、こちらは本当に見る人を満足させるようなすばらしい蓮

池だと思います。私も蓮池を見に行ったときに若い男女に会いました。どちらからい

らっしゃいましたかと聞きましたら、広島県から来たとのことでした。平泉を見て、

そのついでにここに寄ったとのことでしたが、そんなにも遠くから来てくれるという

のは大変うれしいことだなと思いました。 

   蓮池のトイレについては、蓮池の紹介が詳しく載っていて、あれも大変すばらしい

ことだなというふうに私は思っています。このすばらしい公園を紹介している者とし

ては、国見町で作っているこういうマップがあるわけですが、これはこれで至れり尽

くせりというかすばらしいものなんです。国見ってどんなところとか、見どころとか

歴史スポット、それから食べ物の案内とかグルメ、それから道の駅の紹介、それから

マップもあります。大変すばらしいものですが、国見の歴史スポットを簡単にたどっ

て歩くような、裏表簡単な冊子というのもあればいいのかなと、私欲張りなのでそん

なこと思ったのですが、こういうことについてはどのようにお考えでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   歴史に特化したチラシも幾つかございます。 

   中には、今、ご紹介いただいたマップにつきましてはどうしても字が小さくて地図

が見づらいといったようなお話も幾つかいただいておりますので、歴史探検のために

特化したマップなどについても、今後、作成を検討していければと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 
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１３番（松浦常雄君） 分かりました。 

   国見町の観光を紹介するコーナー、これ以前、道の駅にもちょっとあったような気

がするんですが、今は何かちょっと見当たらない感じしました。これも私、道の駅で

もらってきたんですけれども、冊数が十分いっぱいあるといいのではないかなという

ふうに思ったんですが、それを紹介するコーナーについては、道の駅のほかに文化セ

ンターなんかにもあればいいかなと思ったんですが、その点についてはいかがでしょ

うか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   両施設も町の観光パンフレットやチラシを設置する場所を確保し、インフォメーシ

ョン等に置いています。また、デジタルサイネージ等の情報発信も可能な施設で、加

えて職員も常駐していますので、問合せ等についても適時対応できると考えています。 

   特別なイベント等がある場合は、特設コーナーなどを設置して対応していきたいと

考えているところです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 分かりました。 

   町の観光案内人は現在何人くらいいるんでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えします。 

   阿津賀志山防塁、奥山家住宅などの歴史、文化財、全国に誇る特産品のモモ、あん

ぽ柿などの魅力を学び、教え、発信活動する方をくにみ案内人設置要綱に基づき、く

にみ案内人として登録してございます。現在の登録者数については１２人となってご

ざいます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 以前、私も案内人を務めていたことがあるんですが、その頃

３０人くらいいたんですよ。やっぱり年々高齢化が進んで少なくなってきたのかなと

思うんですが、今後、養成して増やしていくことが必要ではないかと思うんですが、

いかがでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   直近では、令和６年度に全６回の講座を開催し、令和７年度から新たに２人の方が

登録になって、現在１２人になってございます。今後につきましても必要に応じて講

座を開催し、案内人の確保に努めてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よろしくお願いしたいと思います。 
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   以前、平泉に行ったときは案内人がマイクを持ってやってくれたんですが、すばら

しい説明でした。やはり相当訓練も経験も必要なのかなと思ったんですが、そういう

案内をいただくと国見の魅力というのもさらに高まっていくのかなというふうに思い

ます。 

   この観光案内のパンフレットですけれども、これすばらしいものですが、これはど

ういうところに配っているんでしょうか。観月台と道の駅のほかにです。学校とかそ

ういうところはどうなっているか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   観光マップは、福島県のＤＣのプレキャンペーンに合わせまして、令和６年に観光

ガイドマップ「まっぷる国見町」を作成しました。この観光ガイドマップにつきまし

ては、国見町の歴史文化、食、特産品、店舗などを総合的に網羅しまして、国見町の

ガイドマップの決定版と言えるような内容になっております。ガイドブックにつきま

しては、町内の店舗、県内外の道の駅、県外の関係機関、移住・定住相談の窓口へ配

布いたしまして、誘客の契機と情報発信に貢献していると考えております。 

   また、視察や研修の受入れ等があった場合についても説明資料等利用しているとい

うことです。今後も積極的に活用していきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よく分かりました。 

   観光は町の交流人口を増やし、にぎわいをもたらし、経済効果をもたらす重要なも

のですから、来た人によい印象を持ってもらうことが大切だと思います。 

   観光地に行って必ず必要なのがトイレです。トイレの印象が悪ければ、せっかくの

観光も大きなマイナスイメージを持たれてしまいます。そこで伺います。観光スポッ

トのトイレについて、清掃などはどのように行っているのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   企画調整課から一括して、トイレ３つについてお答えさせていただければと思いま

す。 

   まず、１点目、阿津賀志山山頂のトイレにつきましては、町が年１回くみ取りを行

ってございます。また、掃除などについても適宜行っております。 

   ２点目については、御滝神社のトイレになりますが、維持管理経費のうち、光熱水

費や浄化槽検査料の手数料については町が負担をしておりますが、掃除などの日常的

な維持管理は地元の町内会が実施してございます。 

   最後に、３つ目としまして、あつかし千年公園のトイレにつきましては、一般社団

法人二重堀サポートネットワークに管理を委託してございます。シーズン期の７月に

つきましては毎日、６月と８月については２日に１回、それ以外の月については１週

間に１回程度の掃除を行ってございます。 
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   なお、あつかし千年公園のトイレについては、１２月下旬から２月下旬につきまし

ては凍結防止などの観点から閉鎖してございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 光明寺の御滝神社とかニュータウンの古墳のトイレとか、あとは

そういうところは電熱線がちゃんと巻いてあって、冬も凍結防止が行われて使える状

態です。千年公園のトイレについては凍結防止ということで鍵がかかって使えない状

態だったんですが、冬期間は訪れる人も少ないと思うんですけれども、私この間行っ

たときは、ちょうど散歩に来ていた人がいて、毎日ここに来ているんですという話で

した。御滝神社の場合も子どもを連れたおじいちゃんが散歩に行っていました。そう

いうところはよく掃除もされているしいいんですけれども、阿津賀志山山頂近くのト

イレは、以前、私行ったときはとても使いにくいという、あまり掃除はされていない

なという印象を受けたんですが、そこについてはもう少し今後考える必要があるのか

なと思いました。いかがでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   阿津賀志山のトイレの関係でございますので、産業振興課からお答えいたします。 

   阿津賀志山頂上のトイレでございますが、展望台が昭和４９年、その後併せてトイ

レも造られたと見込まれ、昭和５０年頃に造った、今から約５０年ぐらい前に造った

というようなトイレで考えています。トイレといいましても非常に簡易的なものでご

ざいまして、なかなか今から見るとちょっと使いづらいところがございます。 

   このトイレと展望台、いわゆる阿津賀志山頂上付近の公益施設につきましては、一

体的に今後検討していきたいと考えています。更新するかそのまま造り直すかどうか

は、今後検討させていただければと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よく分かりました。 

   観光スポットのトイレについては、外のトイレです、今取り上げたほかに、観月台

文化センターのトイレもあります。こういうところのトイレ、それから観月台のトイ

レ、御滝神社のトイレも、多目的トイレは全て洋式になっているんです。そのほかは

全部和式でした。やはり学校も全て洋式になっておりますし、家庭でもほとんど洋式

だと思うんです。そういう時代にあって、和式のままでいいのかなという印象を受け

たものですから、それについては将来改善されると思いますけれども、どのようなお

考えか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   観光地のトイレの和式か洋式かということでお答えさせていただければと思います。 

   まず、このトイレにつきましては、維持管理するにあたりまして町から経費を出し
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ている状況です。今後、利用頻度や費用対効果も含めて検討しながら、今、洋式がほ

とんどですので、洋式に改修していくことを検討していければと考えていたところで

ございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よく分かりました。 

   町の観光を統括する部署というのは国見町ではどこなのかなと、私あまり分からな

いものですから、例えば、大きなところ、福島市とか伊達市とかは観光課というのも

見られるんですよ。伊達市の場合は商工観光課というふうな名前だそうですが、町単

位で観光課を設けることは難しいと思うんですけれども、観光はどこで扱っているの

ということが分かるような、そういう仕方も明示することが必要ではないかと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   現在、国見町の観光部門につきましては、産業振興課の商工観光係が担当しており

ます。パンフレットやノベルティグッズ等に担当課の名前を記載しお知らせをしてい

る状況でございます。観光につきましては、関係課と連携しながら、引き続き分かり

やすい情報発信とＰＲの強化に努めてまいりたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） よく分かりました。 

   以上で私の質問を終わります。 

議長（山崎健吉君） 次に、１１番佐藤定男君。 

   佐藤定男君。 

（１１番佐藤定男君 登壇） 

１１番（佐藤定男君） さきに通告いたしました内容について一般質問を行います。 

   高齢者福祉政策の内容と適切な利用について質問をいたします。 

   国見町では、「命を大切に誰もが幸せに暮らすまちくにみ」を基本理念に第９次国

見町高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画を策定し、サービスが切れ目なく提

供されるよう、地域包括ケアシステムの構築、深化に向けた取組を進めてまいりまし

た。また、地域包括支援センターはケアシステムの中核をなす機関であり、これらを

理解することは高齢者の福祉向上を目指す上で不可欠であると考えております。 

   最初の質問ですけれども、この地域包括ケアシステム及び地域包括支援センター、

言葉のイメージからはどのようなことなのか分からないところがあるかと思うんです

が、改めて地域包括ケアシステム、支援センターの役割とは何かお聞かせください。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） １１番佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 
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   初めに、地域包括ケアシステムとは、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らし

を続けられるよう、医療、介護、予防、生活支援を一体的に提供する体制であり、そ

のような暮らしを送るために地域住民の相談に乗るのが地域包括支援センターとなり

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 高齢者が生活上のいろんな問題を解決するためのシステムという

ことかと思いますが、いろんな生活上の問題があるかと思います。そうしますと、今

の答弁からしますと、高齢者が生活上の問題を相談するときに最初に相談する部署、

これはどちらになるんですか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   生活上の問題を最初に相談する窓口は地域包括支援センターや福祉課となります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 今の答弁からいきますと、最初の窓口は地域包括支援センター及

び福祉センターですね、高齢者に関しては。そういうことかと思います。そうすると、

この健康上の相談もここに相談してよろしいということになるんですか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   健康上の相談につきましても、福祉課にご相談いただければ担当部署等にこちらか

らお声がけさせていただきます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 今の答弁をちょっとまとめてみますと、様々な問題を抱えた方が、

包括支援センター及び福祉課に相談して、各機関が連携を取って進めていく、それが

包括ケアシステム、そういう理解でよろしいですか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおりです。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） そうしますと、包括支援センター、その言葉の響きのイメージが、

地域を包括するって何をやるのかっていうのがちょっと具体的なイメージが湧かなか

ったものですから、お聞きいたしました。 

   分かりやすく言えば、町民の、特に高齢者に関して何でも相談してください、受け

付けしますよ、支援センターにお声がけください、簡単にそういう理解でよろしいで

すか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 
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福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおりです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 分かりました。 

   高齢者福祉の政策につきましては、いろいろな各種事業、通いの場、いきいきサロ

ン、認知症カフェ、高齢者等各種事業があります。これらの事業を町民にはどのよう

に周知しているのかお伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   いきいきサロンは広報くにみのくにみカレンダー、認知症カフェは広報くにみお知

らせ版やＬＩＮＥでお知らせしています。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 基本的に広報くにみの媒介を使ってお知らせしているということ

なんですが、そうしますと、いろんな事業がばらばらに載ってくるわけです。今月は

こういうのがありますとか、ここでこういう内容の事業を開催しますとか、それはそ

れでいいんですが、何か高齢者向けにそういう事業を一覧票にして、この先はどこに

あるかな、こんな場合はどのような事業を使ったらいいのかな、どのような集まりに

行ったらと、そういう一覧票にして作成していただければ大変町民も助かると思うん

ですが、そのようなことはお願いできないでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   新年度事業分から前向きに検討させていただきます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） ありがとうございます。ぜひお願いいたします。 

   次の質問にまいります。 

   高齢者の方がいろんな事情で独り暮らしを余儀なくされている方がいらっしゃると

思います。国見町内で独り暮らしの老人がどのぐらいいらっしゃるのか、その数を把

握していますか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   福祉課では、７５歳以上の独り暮らし、８０歳以上の２人暮らしの世帯について把

握しています。人数につきましては、７５歳以上の独り暮らしが４２７人、８０歳以

上の２人暮らしの世帯が１２０世帯、２４０人となります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 
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１１番（佐藤定男君） ７５歳以上の独り暮らしが４２７世帯、２人暮らし８０歳以上、

１２０世帯ということで、私は正直自分の想像をはるかに超えている方がお独り暮ら

しというかそういう生活をしているということを感じました。 

   そこで、特に独り暮らしの方はいろんなご苦労があるかと思うんですが、その中で、

人知れず孤独死とか、いろんな報道や何かで目にすることがありますが、そのような

ことを防ぐためには、独り暮らしの老人の安否確認、緊急時の連絡方法とかどのよう

になっているのかお聞きしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   高齢者の安否確認として、配食サービス、緊急通報サービス等があります。緊急時

の連絡方法としては、緊急通報サービス、緊急避難行動に登録されている方は、事前

に、どこにどの順番で連絡するかが登録されています。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 安否確認は配食サービスとかに確認をすると。緊急通報装置によ

ってお知らせするということなんですが、これは例えば、そのことによって漏れるこ

とはないのかということをちょっと考えますと、配食サービスというのは利用してい

る方もしない方もいらっしゃるかと、その辺はどのように把握しているんですか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   町内７５歳以上の独り暮らし、８０歳以上の２人暮らしの方につきましては、避難

行動登録において登録をされています。しかし、ご本人様が登録について前向きにな

らない方もいます。登録されていない方は町内会長にはお知らせはしていませんが、

町で、緊急連絡先ということで息子さんだったり親族の方の登録は受けております。

緊急時は、町で連絡します。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 今、緊急通報装置、お聞きしましたけれども、これはその装置の

使用料といいますか、貸与料といいますか、それはどのぐらい、幾らになっているの

でしょうか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   緊急通報サービスの月額使用料は３,８５０円です。現在５５名の方は自己負担無

し、住民税所得割課税者４名の方は１,９００円をご負担いただきご利用いただいて

います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 負担１,９００円ということですが、これらの緊急通報装置、先
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ほどちょっとお話しいただいたかと思うんですが、これは全員、独り暮らし、あるい

は２人暮らし、これ全戸、お住まいの方全員、その戸数全部が装置を使っているとい

うことでよろしいですか。それともそうではないということですか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   現在５９人の方にご利用いただいており、７５歳以上の方全員ではありません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） ５９人ということですと、それ以外の連絡方法となりますが、先

ほど言った配食サービス、あるいは新聞をお取りになっていれば新聞、あるいは郵便

配達によってたまっているかどうかとか、そういう関係で知ることができるかと思う

んですけれども、そういう連絡の連携みたいな、そういうのは各機関との申合せとか

提携とか協定みたいなのは結んでいるんでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   配食サービスであれば、訪問時、応答がなかったり新聞がたまっていたということ

であれば、配食サービス事業所から町のほうに連絡がきます。町で保健師等が家庭訪

問させていただきまして、ご本人様の安否確認等行わせていただいております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 先ほど緊急通報装置の貸与料が１,９００円とお聞きしました。

これは全員ということになればそれなりの金額にはなるかと思うんですが、この金額、

福祉政策の一つとして全額もしくは一部補助をするとか、私は何とかそのくらい考え

ていただきたいと思うんですが、その考えについてお伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   現在５９名の方が希望され、緊急通報サービスをご利用いただいております。その

うち５５名の方につきましては自己負担ゼロで利用いただき、４名の方につきまして

は自己負担１,９００円で利用いただいております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 各種高齢者福祉政策についてお伺いいたしました。 

   今後、日本社会全体が高齢者ますます増加していくわけですけれども、老後も安心

にして過ごしていきたい、安心できる環境で過ごしていきたいというのを誰もが望む

ところであります。個人はもとよりこれには行政の支援、社会の協力が必要になって

きます。ぜひともきめ細かいサポートをよろしくお願いしたいと思います。 

   以上で私の質問を終わります。 

   ありがとうございました。 
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議長（山崎健吉君） 次に、１番斎藤 樹君。 

   斎藤 樹君。 

（１番斎藤 樹君 登壇） 

１番（斎藤 樹君） まず最初に、町長にお伺いします。 

   町は職員の採用試験は会計年度任用職員を含めてどのような考えを持っているかお

聞きしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） １番斎藤 樹議員のご質問にお答えいたします。 

   お質しの職員採用につきましては、意欲と能力を重視し、広く優秀な人材を確保す

ることが重要であると考えております。特に、専門的知識を有し、多様な経験を有す

る人材の確保のため、会計年度任用職員を含め、柔軟かつ適切な採用を進めていると

ころでございます。 

   いずれにしましても、会計年度任用職員を含め、多様な人材の確保に努めながら、

住民の福祉の向上に資する職員採用に努めていきたいと考えているところでございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 私は総務課長に聞いているのではないんです。町長に聞いているん

です。町長の意見をお聞きしたい。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） １番斎藤 樹議員のご質問にお答えをいたします。 

   職員の採用については、町の内外にかかわらず、意欲と能力を持った人材を広く確

保していくことが基本であると考えております。特に、専門的な知識を持った多様な

経験を有する人材確保のために、会計年度任用職員を含め、柔軟かつ適切な採用を進

めてまいります。 

   いずれにいたしましても、会計年度任用職員を含め、多様な人材の確保に努めなが

ら、住民福祉の向上に資する職員採用に努めていきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 採用を町内外問わず、採用するということでなく、採用試験はこれ

から３年も待てば、今の中学生も高校終わるんです。だから、最初から、ここに教育

長もいるけれども、中学校に行って町の職員になるように、町長はじめ、教育長もお

願いをすると。そして、地元で働くと、町の職員にならないかというような説得をし

てもらいたい。そうすれば、３年か４年たてば、いずれは町の職員になるということ

は確実に分かるんです。そして少しずつ少しずつ教えながら、そして採用していけば

必ずいい人材が生まれると。そして地元の人間だから、いずれあれやれこれやれと言

わなくても、採用していけば必ずいい結果が生まれると思うんですが、町長の考えは

どのように考えているかお聞きしたい。 
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議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えします。 

   議員のおっしゃる内容、地元の人材を採用することにつきまして、中学校に町の職

員の仕事について理解してもらうことは必要なことだと考えております。そういった

ことに関して、やり方につきましては様々な情報を収集しながら検討していきたいと

考えております。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 水かけ論になるからあまり長くは言わないけれども、それでは令和

５年、令和６年、令和７年度の職員数を教えていただきたい。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   各年度４月１日時点での人数を申し上げます。 

   令和５年度、正職員１２３人、会計年度任用職員１１９人、合計２４２人。 

   続いて令和６年度でございます。正職員１２３人、会計年度任用職員１２４人、計

２４７人。 

   続いて令和７年度でございます。正職員が１２１人、会計年度任用職員が１２７人、

合計２４８人となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 分かりました。 

   ただ、それは職員数がさっぱり減っていないということですね。横並び。それは今

の町長が採用したのではないから私はどうのこうの言いませんが、やっぱり少しずつ

職員を減らしていくという、そういう気持ちがあるのかないのかをお聞きしたいです。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   職員数につきましては、行政サービスの維持向上と業務上の実態を踏まえ、適正な

配置に努めることが重要であると考えております。会計年度任用職員を含め、業務の

効率化や見直しを進める中で、必要に応じて適正化をしっかりと図ってまいります。 

   一方で、災害時の対応、社会インフラの維持、そして住民サービスの低下を招くこ

とのないよう、職員数の削減については慎重に対応すべきとも考えております。 

   いずれにしましても、今後の町の状況を踏まえて、持続可能な行政運営に資する職

員体制の確保をしっかりと図ってまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 削減することに前向きでいくというのであれば分かりますが、町全

体としても今後人口減少に伴い、いろんなこと減ってくるから、その中で行政の効率

化を含めて組織の再編を行う、また、職員の研修、それは町長の公約にあるはずだか

ら、そこをよく理解して、私が言っているのではない、それは町長が言っていること
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だから、前向きに職員、会計年度任用職員合わせて減らすということをお聞きしたく

て私は質問に立っているんです。 

   だから、ぜひ職員が皆全員で、この職場あの職場ではなく、みんなして町の財政を

少しでもよくするという気持ちで取り組んでもらいたい。 

   以上でこれは終わりますが、次の質問をします。 

   次は、令和７年２回定例会で一般質問した下水道に関する問題の状況について伺い

ます。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹議員、マイクをもうちょっと前でしゃべってください。ち

ょっと聞きづらいので。 

１番（斎藤 樹君） 町道４号線のアスファルトひび割れについて建設課に質問します。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   町道４号線の舗装改良工事につきましては、令和５年度から着手し、年次計画に沿

い現在も継続している事業でございます。この工事は、従前の表層と上層の一部を破

砕しセメントなどを混ぜ合わせ、新たに路盤を構築した上で表層を施工したものでご

ざいます。 

   お質しの亀裂につきましては、令和５年度に施工した区間のうち、観音寺先のカー

ブの途中から県北浄化センター交差点付近までの約９０メートルの範囲内において発

生しているものでございます。この間、この亀裂の原因を探るため、設計業者や施工

業者に確認を行ってきましたが、ほかの箇所では同様の亀裂は見られないといったこ

とから、設計や施工に明らかな不具合があったものとは考えにくく、原因の特定には

至りませんでした。 

   このことから、亀裂の入った道路部分について、地下埋設物や空洞、地下水位の状

況を把握するため、地中調査を行うことといたしました。２月中旬に現地調査を行い

まして、調査結果は３月中に出る予定となっております。今回の地中調査によりまし

て原因の特定に至るかは分かりませんが、この結果を踏まえ、対策を検討してまいり

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 同じ質問で、上下水道課にお願いします。 

議長（山崎健吉君） 上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） お答えします。 

   初めに、この箇所の下水道管渠のルートにつきましては、流域下水道で県が管理し

ております。県が所有する台帳によると、森江野町民センターの交差点から町道４号

線の地下を右カーブの先まで直進し、町道から外れてから右に屈折しています。 

   このことから、議員がお質しの町道４号線のひび割れ箇所の地下を通っていないこ

とが確認できます。また、町道４号線のひび割れ箇所に最も近いマンホール部分の管

渠の埋設方向からも、ひび割れ箇所直下に下水道管渠が通っていないことが確認でき



 

‐36‐ 

 

ます。 

   なお、下水道管渠を管理する県が、今年１月にこの区間の管渠内部のテレビカメラ

調査を行いました。この結果、管内部の腐食は確認できるが、管の構造に影響するよ

うなものではないとの報告です。これらのことから、下水道管渠と道路上の亀裂との

関係は極めて低いと考えられます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 斎藤 樹君。 

１番（斎藤 樹君） 私が考えるには、下水道管にカメラを入れて調査したと言うんだけ

れども、カメラで見た写真を私は見ていないんです、まだ。下水道事務所に行って、

緩やかなカーブになっているか、折れているかは私だって見れば分かるんです。まだ

見ていないということは、下水道をここは大丈夫だと言うけれども、この赤いところ

が埋設物だと言うんだけれども、私が思うには、この赤いところではなく青いところ

に、これに推測でカーブに沿って出たのではないかと、当時は技術力もないから、今

から５０年も前の設計でやっているやつだから、直角に曲げるということはまず不可

能なんです。当時の技術では。これは前原まで掘った流域下水道の図面です。これも

必ず真っすぐで、下水は真っすぐこういうふうに曲がっていかないんです。こんなふ

うに曲がったりしないんですから。だから、これは曲がっているとおかしいというこ

とは、下水道事務所では大丈夫だろうというだけであって、やっぱりこれは再度もう

一回調査してもらって、この場合、私は下水道事務所に行ったとき、下水を埋設した

管の中に入って、上に測量の目印を出すと、こう言ったんですね。出していないんで

す。何でかって、下水が多いから中に入られないって言うんです。 

議長（山崎健吉君） 斎藤君、端的に分かりやすく……。 

１番（斎藤 樹君） これは、私は、短く言うけれども、これはとにかく調査をお願いし

て、あとは建設課も前の調査した結果が出るまでもう少し様子を見て、そして私も見

ようかなと思っています。これ、誰が悪いとかではなくて、道路が悪い場合は町の負

担になる。だから私は強く言うんだけれども、これなるべく調査がスムーズにいくよ

うに上下水道課、建設課にお願いをして私の質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） ちょっと１０分くらい休憩しますので、すみません。１１時２０分

まで。 

（午前１１時１２分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 一般質問を再開します。 

（午前１１時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） １２番渡辺勝弘君。 
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   渡辺勝弘君。 

（１２番渡辺勝弘君 登壇） 

１２番（渡辺勝弘君） 令和８年国見町３月議会にあたり、さきに通告しておりました質

問をさせていただきます。 

   平成３１年３月議会において、市街化調整区域における住宅建築及び土地利用計画

についての質問及び令和４年１２月議会において、移住定住の促進に向けた方策と、

駅前の町有地を宅地に開発すべきではないかと質問を行い、藤田駅周辺の整備事業と

して一体的な開発を検討するとの答弁をいただきました。その後の事業進捗と今後の

住宅施策について町の考えをお尋ねします。 

   そこで、質問です。 

   令和４年１２月議会の一般質問において、宅地開発できる可能性がある山崎字南町

田地内、株式会社国見メディアデバイスの駐車場と隣接する応急仮設住宅跡地であっ

た町有地について、民間事業者との連携も視野に、藤田駅周辺整備事業として一体的

に検討を進めると答弁がありまして、藤田駅前ロータリー整備事業については先日住

民説明会を行ったようでありますが、宅地開発について、その後の検討状況及び事業

の進捗状況はどのようになっているのかお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） １２番渡辺勝弘議員のご質問にお答えいたします。 

   お質しにありました藤田駅ロータリー整備事業も住宅施策となる地域優良賃貸住宅

整備事業も今年度策定いたしました立地適正化計画、この中で駅周辺の都市機能を維

持、誘導するために必要な事業として位置づけ、それぞれ財源の確保に努めながら進

めてきたところでございます。 

   ロータリー整備につきましては、今年度実施計画に取り組んでおりまして、先日は

住民説明会を開催したところです。今後は、実施設計を取りまとめ、令和８年度に工

事着手し、約２か年をかけて整備をしたいと考えております。 

   一方、お質しの宅地開発につきましては、子育て世帯を対象とした賃貸住宅を整備

したいと考えてございます。候補地として、山崎字南町田地内の町有地を想定してお

りますが、民間企業との連携も視野に検討を進めるため、調査業務を行っているとこ

ろでございます。この調査では、山崎字南町田地内の町有地のほか、官民連携の面で

有利な候補地の調査に加え、子育て世代や若者のニーズ調査も併せて行うこととして

おります。公設にしても官民連携にしても質の高い賃貸住宅を整備したいと考えてい

るところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 答弁ありがとうございます。 

   今、答弁の中に、子育て世帯のために重点的にやるということで、その中で今まで

私だけが聞いていないかなと思うんですけれども、地域優良賃貸住宅という言葉があ

りましたけれども、どのような住宅なのか、その中身をお知らせください。 
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議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   地域優良賃貸住宅につきましては、従来の町営住宅と比較いたしまして、収入の高

い方でも入居できる住宅でございます。さらに、居住の安定に配慮が必要な子育て世

帯や高齢者など、入居対象者の要件を自治体の裁量で設定できる住宅となります。 

   以前から、子育て世帯の方などから、国見町で賃貸住宅を探しているんだけれども、

なかなか難しい、やむを得ず町外に出てしまったといった声をお寄せいただくことが

ございました。こうしたことから、今回整備する賃貸住宅につきましては、子育て世

帯を対象としたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） ありがとうございます。 

   子育て世帯の方を中心にやっていくということが分かりました。そして、やはり、

今までの町の住宅ですと、収入が高くなればなるほど家賃が高くなっていくという、

懸念ではないですけれども、それが当たり前だったんですけれども、今の説明の中で

は、収入が高くても子育て世帯の方々が入れる住宅であるということは理解いたしま

した。 

   それでは、先ほどの答弁で、民間連携を検討するために調査業務を行っているとい

うことでしたが、この調査内容はどのようなものだったのか、また、山崎字南町田地

内の町有地に関してもどのような調査を行っていたのか、その点についてお答えお願

いしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   現在行っております調査業務については、大きく６つの成果を求めています。 

   １つは、候補地の選定となります。南町田の町有地における事業性を調査するとと

もに、それ以外に賃貸住宅建設に適する候補地、これを洗い出し調査するものでござ

います。 

   ２つ目は、ニーズを把握するためのアンケート調査を集約することです。若者や子

育て世帯を中心に、町内１,０００世帯を対象に行う予定となってございます。 

   ３つ目は、民間事業者への意向調査となります。町内外の建設業者等への意向調査

を行う予定でございます。 

   そのほか、事業方式の検討と選定、そして、概略事業費の算定、さらに、基本計画

の提案、これが求めている成果となります。 

   これらの成果を基に町といたしまして、公設公営型の賃貸住宅とするか、官民連携

型の賃貸住宅とするか判断してまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 説明ありがとうございます。 
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   いろいろな方式、いろいろなやり方があると思います。その中でどの方法が一番こ

の町に適しているのか、どの方法がいいのか、町の調査を基にしてこれから決まって

いくのかなと思っております。 

   それでは次の質問に移ります。 

   地域優良賃貸住宅の建設に今は向けているということですけれども、この建設に向

けて進めるように思われますが、先ほども答弁がありましたように、町民からは、家

を建てる土地がないという声を聞くが、山崎南町田地内の町有地を宅地分譲する考え

はないのか、その点についてお伺いしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   町といたしましては、より多くの子育て世帯の定住を促進したい、そういった思い

から、南町田地内の町有地につきましては、敷地の規模からも宅地分譲ではなく賃貸

住宅の整備を進めたいと考え、これまで整備方針や財源の検討をしてきたところでご

ざいます。その上で、民間との連携についても十分に検討するため、先ほど答弁いた

しました調査業務を現在行っているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 南町田の町有地ということで、この住宅はどのくらいの規模とい

うか大きさなのか、まだ決まってもいないし大きさも分からないとは思うんですけれ

ども、そうした場合に、今、病院の寮がありますけれども、あの辺を利用するという

ことになれば、公営住宅と分譲地を併設するという考えはないのか、それはできない

のか、その辺をもう一度聞きたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   南町田地内の町有地の面積は、１,７５０平米ほどとなってございます。さらに、

隣接地につきましては民有地となっており、それぞれ利用されている、または利用意

思があって所有されている土地というふうに認識してございます。こうした状況を踏

まえますと、今、町が所有している南町田の敷地内において併設は難しいと考えてい

るところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 町では賃貸住宅を進めると。今の時点ではその方向に向かってい

るということは理解できました。 

   では、現在行っている調査業務の完了後の事業スケジュールはどのようになってい

るのか、ご説明いただきたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   現在進めている調査業務につきましては、年度内の完了が難しいといった見込みか
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ら、繰越事業としてお認めいただければ、令和８年度上半期に完成させたいと考えて

おります。その調査結果に基づきまして、事業手法を検討した上で設計等の業務を進

めていきたいと考えておりまして、この経費を令和８年度当初予算に計上させていた

だいているところでございます。公設公営なのか官民連携なのかといった事業手法が

決まっていない中でスケジュールを示すことは難しいところではございますが、設計

から建設、供用開始できるまでの期間として、目安としては４年から５年ほどを見込

んでいるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 説明ありがとうございます。 

   今、課長からご説明いただきました。当然、ここで聞いている私も、当然、ネット

で聞いている方も分かるというか理解したかなという部分はあると思います。しかし、

駅前の周辺の整備事業と一緒にやりますよというふうな状況の中から、ここも一緒に

やってくるんだろうなと、間違った方向ではないですけれども、違った感じで理解を

している町民の方がいらっしゃるということは間違いないと思います。 

   であれば、やっぱりこのような動き、これからの動き、今、課長が言われた今後の

動きなんかを町民にお知らせするべきではないかなと。そして、こんな感じであそこ

は変わるんだよと、そして駅前周辺と一緒にこの開発が変わっていくんだよというよ

うなことを知らせるべきだと考えるのですが、町の考えとしてはどういう考えをして

いるのかお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   今後、先ほども答弁いたしました地域優良賃貸住宅の整備に向けたアンケート調査、

これを実施する予定でございます。３月下旬の広報お知らせ版でお知らせをする予定

となってございます。しかしながら、このアンケートは抽出方式の１,０００世帯を

対象としておりまして、皆さんに届くわけではございませんが、届いた方については

ご協力を賜ればというふうに思います。 

   また、今後整備を進めていく中にありましては、折々に広報やホームページなどを

通してお知らせをしたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 答弁ありがとうございます。 

   やはり、いろんな方法であり、今までと違った方向で、今こういう動きがあります

よというような町の考えを町民に知ってもらう、町民に理解をしてもらうということ

でありますので、ホームページ、あるいは広報で逐一、これだけではなくていろいろ

な部分でいろいろなものがあった場合にはお知らせするべきではないかなと思います

ので、ぜひよろしくお願いしたいと思っております。 

   では、次の質問に移らせていただきます。 
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   第６次国見町総合計画が改定され、町の方向性が示されました。先ほども申し上げ

ましたとおり、住宅を建てたいが住宅用地がなくて困っているという町民の意見は私

も何人かから聞いております。そして、最悪の場合、近隣の市町村に土地を買って家

を建てていますという悲しい声というか、親としては自分の家の近くに建ててもらい

たかったんですけれども、建てることができなかったというような声を聞いておりま

す。 

   私としては、市街化区域においても住宅ができるように、土地は点在しております、

それらの土地を住宅用地として有効活用できないものかと考えております。町では、

そうした住宅施策に対してどのように考えているのか町長の考えをお尋ねしたいと思

います。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおり、住宅用地を見つけにくいといった声があることは承知してお

りますし、市街化区域の中にも宅地として活用できそうな土地は点在していると認識

しております。このことから、住宅用地の確保、土地の有効利用については、都市計

画マスタープランをベースとし、移住定住政策、空き家対策と関連させながら推進し

ていくべき重要な課題と考えています。 

   次年度以降、都市計画マスタープランの見直しに着手しながら、住宅政策のマスタ

ープランとなる住生活基本計画の策定を視野に入れていきたいと思います。 

   これらの計画を練る中で、町民や商工業者、企業など、皆様のご意見をお伺いしな

がら具体的な政策を検討していきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 町長の答弁ありがとうございます。 

   やはり、今、町が進めていくのは賃貸住宅も必要だと思います。確かに、先ほどの

答弁にもありましたように、若い世代の方々が高い給料をいただいており、家賃も上

がらない、これは大変いいことだなと、大変喜ばしいなと、うれしいと思っておりま

す。しかし、マイホームを建てたい、その夢というものは誰でもが若い人だったら確

かにあるのではないかなと思っております。それを建てたいけれども国見町には土地

がない、土地はあるけれども建物を建てることができないと。そして、やむなく町外

に建てる、あるいは最悪の場合は県外です。ここでしたら宮城県ですよ。それでは話

にならないとは言いませんけれども、町外に出てしまうというのはもったいない、そ

れを食い止めなければならないと思っております。そのようなことから、町有地を宅

地として分譲することも方策の一つと考えるが、その考えはあるのか、もう一度お尋

ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   先ほども答弁しましたとおり、持ち家を建てるための住宅用地についてニーズがあ
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ることは認識しておりますし、具体的な住宅施策については計画策定に合わせ、皆様

のご意見を伺いながら検討してまいります。 

   また、お質しの町有地の利活用も一つの手法と考えます。まずは、既存の町有地の

現状や建築に関する条件など、これらについて調査してまいりたいと考えます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 町長ありがとうございます。 

   町の考えというか、今の方向性を若干見られたかなと思っております。 

   最後になりますけれども、やはり、若者がこの町に家を建てたいということは、私

はもう家を建てるということはないですけれども、父親の土地をもらってそこに家を

建てた人間と、新しい家を建てるということは土地もかかるわけです。土地と家を建

てるということは、私と違って２倍のお金を積んででもこの町に住みたい、この町に

骨をうずめたいという考えの表れだと思っています。公営住宅を造る、それはいいこ

とです。先ほども申しましたけれども、それは一時的かもしれませんけれども、では

やっぱり町外に行ってしまおうというよりも、私はここに根を下ろす、ここで家を建

てて、そして子どもを育てていくんだという若者の気持ちを十分に考えて今後進めて

いただきたいと思っております。 

   そのためには莫大なお金がかかる、いろいろなものがかかると思います。申し訳な

いですけれども、そういうお金を集めるのは行政の皆さんのお力だと思います。でも、

その力を私たち議員も応援します。一緒に県、国、両方に行くと言うなら喜んで行か

せていただきます。子育て世代の展開をしていくために様々な施策を期待しておりま

すので、今後ともよろしくお願い申し上げて私からの質問を終わらせていただきます。 

   どうもありがとうございました。 

◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） 午前の部の一般質問はこれで終わります。 

   午後１時まで休憩いたします。 

（午前１１時４６分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 午前に引き続き、一般質問を続けます。 

   次に、６番蒲倉 孝君。 

（６番蒲倉 孝君 登壇） 

６番（蒲倉 孝君） 令和８年第３回国見町議会定例会にあたり、さきに宣告いたしまし

た内容について質問させていただきます。 

   今回の質問内容は、令和７年第４回定例会１２月会議に質問いたしました、町長が
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１年前に掲げた公約の第２弾として、進捗状況をお伺いたします。 

   まず１つ目、まちの駅整備検討の進捗状況です。このまちの駅については、昨年議

会定例会６月会議にて、渡辺勝弘議員も質問しておりますが、新年度に向けて進捗状

況についてお伺いいたします。 

   １つ目が、第６次国見町総合計画（後期見直し案）との連携についてお伺いいたし

ます。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） ６番蒲倉 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   第６次国見町総合計画において、まちの駅整備事業につきましては、藤田地区の整

備計画として本文の１３３ページに、また、商業の活性化に関する施策として、後期

計画事業一覧表の４０ページにまちの駅整備に関する内容をそれぞれ記載し、事業推

進を図ってまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、申し訳ありませんが、今、ページ数は伺いましたけれども、

内容を簡単にですけれども、どういう内容が書いてあるか、説明いただけますか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   第６次総合計画につきましては、どちらかといいますと総論的な計画になりますの

で、まちの駅の整備に関する記載はしてございますが、具体的な内容までは記載して

ございません。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 分かりました。 

   では、２つ目ですけれども、２つ目が国見町過疎地域持続的発展計画（案）、こち

らの案との連携はどのようにしているのか、お伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   国見町過疎地域持続的発展計画において、まちの駅整備事業につきましては、コミ

ュニティー形成に向けた憩いの場として整備する計画を、３０ページから３１ページ

にかけて記載しています。この記載によりまして、まちの駅整備事業につきましては、

その必要な財源の一部として、過疎対策事業債を借入れすることができる内容になっ

てございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、こちらも総称としてですか、内容的には何も詳しくは入って

いないということで同じでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 
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企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   過疎計画の中でのまちの駅整備事業につきましても、先ほど答弁しましたコミュニ

ティー形成に向けた憩いの場として整備を進めたいということで、その計画ソフトと

ハードの２つの部分について記載している中身になってございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ありがとうございます。 

   ３０ページ３の２がソフト面、３１ページの３の３がハード面ということでよろし

いですね。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） お答えいたします。 

   お見込みのとおりでございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では３つ目です。 

   再度になりますが、空き家対策協議会について、計画（案）の概要を再度説明いた

だければと思います。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   今年度、策定を進めております空き家等対策計画につきましては、活用拡大、管理

の確保、特定空き家の除却等といった三本柱で対策を推進することを目的としており

ます。推進体制といたしましては、建設課が相談窓口となりまして、空き家調査や空

き家バンク運営など総括的な役割を果たすことといたします。そして、移住定住対策

や新規就農対策に資する事業については、各担当が推進することとしております。具

体的な取組方針や対策については、この間、関係各課とも横断的に協議を進めており、

その内容を計画に盛り込みたいと考えてございます。 

   お質しのまちの駅につきましては、活用拡大に関する取組方針の中に、まちの駅を

整備する際には、空き店舗などの利活用を検討するといった文言を本文中に明記した

いと考えてございます。 

   なお、本計画につきましては、３月２４日に開催予定の第３回空き家等対策協議会

で最終案をお示ししまして策定していきたいと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 確認ですが、この計画案の９ページに記載でよろしいですかね。そ

れと、総合計画案では６４ページと６５ページの記載でよろしいでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） すみません、ページについては今確認させてください。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 
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建設課長（中條伸喜君） 大変失礼いたしました。 

   総合計画におきましては、６４ページ、６５ページの部分となります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では、もう一度聞きますが、先ほど空き家等を利用するという話が

ありましたけれども、現在、運営している商店街のお店と、どのように融合していく

のか、何かお考えはあるのか伺います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   計画では、藤田商店街の空き店舗を利用して利活用するという記載がされておりま

す。議員の皆様に、去年、商店街のいわゆる空き店舗の調査をやった経過についてご

説明をさせていただきました。調査は商工会と連携して行ったということです。今後

の連携の仕方とか、そういうものについては今後、検討委員会とか有識者会議等で検

討していく形になりますが、いずれにしましても商工会及び商店街の皆様とは連携し

ながら進めていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ありがとうございます。 

   ぜひ、連携して、いい結果を出していただきたいと思います。 

   次の質問です。 

   それでは、町では整備検討するために、実施している自治体等のどこかへ視察等は

行っているか、お伺いします。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   事務局では、近隣の施設の視察といたしまして、まちの駅やながわへの視察を行っ

たところです。まちの駅の職員や、伊達市の職員からも設置からの流れや運営方法な

どについて、様々なことについてご教示をいただいております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 後でもまちの駅やながわの話をさせていただきますが、そのほか、

令和８年度にはどこか視察に行く予定とかはございますか。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   現在のところ、まちの駅やながわに行った際に、ここを見てくるといいよとご教示

いただいたのが、新潟県の見附市、あと茨城県の鹿沼市、このところが、ちょっと大

きいんですけれども参考になるかもしれませんよとご教示いただいたところです。遠

いところになりますので、時間的に難しいかなと考えているところでございますが、

電話等で情報交換をさせていただければなと考えていたところでございます。 



 

‐46‐ 

 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ぜひ、いろいろ見ていただいていいところをまねしていただいて、

いいものを造っていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

   次の５つ目になります。 

   テナントなど小規模店舗の展開の、企業誘致なども行えると思いますけれども、そ

の件についてお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   全国的にはお質しのとおり、店舗の誘致等も行ってまちの駅もございます。まちの

駅を今後どのような形にするのかにつきましては、今後の検討委員会等で議論をして

いきたいと考えているところです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 分かりました。 

   次の６番目になります。 

   ご提案も含めまして質問させていただきますが、まちの駅は全国で１３７８か所、

福島県で９３か所、福島市２２カ所、伊達市１３カ所で登録をされております。ネッ

トワークも充実しており、行政、民間を問わない設置運営形態であり、自由な工夫が

許されているのがこのまちの駅のようでございます。先ほど出ました、近くではまち

の駅やながわもあり、連携した運営も可能と考えますが、この全国まちの駅協議会へ

の加盟検討についてお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   まちの駅を設置する場合につきましては、加入が必要と考えていたところでござい

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ぜひ検討していただきたいんですが、年会費６万円、施設が新規

１か所につき２,０００円の費用はかかるようですけれども、ぜひ検討していただき

たいのを含めまして町長にお伺いします。 

   今、梁川町の話が出ましたけれども、梁川町は数年かけてあのメインストリートの

開発を行っております。道路の拡張も行っています。電柱も地下に埋めて、その上で

今のまちの駅を建設しております。町長が公約に掲げたまちの駅というのは、どのよ

うな絵を描いているのかお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えします。 

   私にとってまちの駅を整備する目的は、国見町のにぎわいを創出することです。そ
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のためには、町民の皆さんの憩いの場となる交流機能、また、町外の方へ観光案内、

情報発信する機能が必要と考えております。ただ、自治体の事例では、観光案内や物

販、飲食等の機能を持ち合わせた公共施設の活用や、民間の既存店舗による加盟など

様々な整備手法がございます。 

   整備を検討するにあたって町内の状況を見ますと、藤田商店街をはじめ空き店舗や

空き家が増加傾向にございます。このため、空き店舗等の利活用を第一の手段とする

のが最適であると考えております。空き店舗等の調査結果や、利活用の可能性を検討

しながら、新年度には先進自治体の視察や有識者との議論等を行い、必要な機能や整

備手法をさらに具体化いたします。まちの駅の整備に向け、町民の皆様の期待に応え

られるように取り組んでまいります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 今、町長に答弁いただきましたが、今までの伺っている内容とあま

り変わりないというふうに感じたのは私だけかなと思うんですけれども、私がお伺い

したいのは、町長はどういうふうにまちの駅を造りたいかというのを聞きたいんです。

今の商店街の、あのメインストリートにどういうふうに使う絵、イメージ、そこをお

聞きしたいんです。そのために、ではどうするかというのが出てくると思うんです。

その辺いかがですか、町長。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   まちの駅の整備については、空き家、空き店舗を使って町民の皆さんが集うことの

できる、そこで休憩することができる、そういった交流の場を創出したいということ

であります。町外の方へは来ていただいて、町の観光について名所案内とか、町の情

報について触れていただく場として、憩いの場として、休憩施設のような形の機能を

持った施設を商店街の中に設けたいと考えております。 

   詳細につきましては、今後の検討会で、様々なご意見を伺った上で詳細を検討して

いきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では町長、ご提案させていただいてよろしいですか。 

   空き店舗の調査、いろいろ進んでいますし、いろいろ話は進んでいます。視察もこ

れから行うということもありますし、近くに梁川町もあります。まず１か所、まちの

駅を空き店舗を活用しても結構なので、まず立ち上げて、すぐにです。この協会に登

録１か所だけして、その後ひもづけにつけてという方法もあると思いますので、その

辺も含めて今後検討していただきまして、いつ頃までに原案を作成して、いつ頃まで

このまちの駅を造ろうと考えているのか、最後にお聞きします。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えします。 
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   まちの駅のスケジュールにつきましては、全体のスケジュールについて、今後検討

をしてまいります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では、次の質問に移ります。 

   ２つ目の、藤田駅前ロータリー整備事業についてですが、こちらは午前中、こちら

も渡辺議員から質問がありましたが、私のほうは安全確保について特化してご質問を

させていただきます。 

   これは、令和７年度当初予算５,０００万円、都市再生整備計画推進事業で進めら

れていた事業だと思いますが、先ほども話ありましたとおり、１月２４日、住民説明

会でこの藤田駅前ロータリー整備平面図（案）が示されましたが、利用者の利便性と

安全確保についてお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えします。 

   藤田駅ロータリー整備につきましては、朝夕のピーク時などに乗降スペースの不足

から、送迎車両が車道に停車せざるを得ないといった状況もございます。そうしたこ

とから、歩行者や送迎車両、さらには通過車両等が混在をいたしまして、危険性が指

摘されてきたところでございます。こうした課題を解決するため、乗降スペースを確

保できるロータリーの形状や、通過車両と送迎車両を分離できるような町道の形状、

さらには歩行者や駅利用者が安全に利用できるような空間整備、これらについて検討

を進め、先日の住民説明会において平面図やパース図をお示しさせていただいたとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 今お話が出た平面図というのはこちらでよろしいですね。これが示

されました。その前に去年の３月、提示されましたけれども表には出てこなかったこ

の袋型のロータリー、完全に町道を寸断する、ただ、ロータリーになっていますね、

一番安全かなと思いますけれども。この一番安全と思われる袋型ロータリーがなぜ駄

目になって今回示されたこの案になったのか、理由をお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   町といたしましても、様々な形状を検討する中で、今お質しにありました袋路地型

のロータリーについても検討し、警察とも協議をしてきました。そうした中で、前面

町道の通過が寸断される、このことについて指摘をされたところでございます。こう

した経過もございまして、歩行者の安全を最優先としつつ、駅利用者の利便性向上を

目的とした線形の検討を進め、さきの説明会において平面図のほうを提示させていた

だいたところです。 

   その中では、様々なご意見をいただきました。特に、町道を曲線の形とすることに
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関しまして、スピード抑制になるのでよいといった肯定的な意見がある一方で、曲線

の形状は危険ではないかといった意見や、大型車両がその曲線部を走行する際に、車

体の一部がラインをはみ出すのではないかといった意見もあったところです。このほ

か、速度規制を強化すべきといった意見であったり、横断歩道以外の部分を横断でき

ないような対策が必要ではないかといった歩行者の安全確保についても意見をいただ

いたところです。町といたしましては、こうした意見も踏まえ歩行者の安全を最優先

に考えるとともに、送迎や駅利用者の利便性を確保できるよう検討を進め、設計を取

りまとめていきたいと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、もう一回はっきり返答をいただきたい。なぜ、これが駄目に

なったのか、もう一回はっきり言ってください。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 袋路型のロータリーの形状にした場合、前面を走る町道の行き

来が寸断されることになり、それを確保するためには、ロータリーの一部において抜

け道を造るということにもなります。そうした場合にロータリー内は一方通行になり

ますので、コントロールがなかなか難しいのではないかというふうに考えたところで

す。 

   さらに、前面町道の行き来を寸断することによりまして、これまでそこを行き来し

ていた車両がどういったルートをたどるのか改めて内部で検討しました。赤井畑国見

線の一部を通過するようになり、そうした場合に、単純に交差点が１か所増えること

になります。さらには、県道赤井畑国見線の一部のカーブの部分について、著しく狭

い場所がございます。そこを大型車両も普通車両も、そして近くには保育所もござい

ますので、朝の送迎車両などが、そういった狭い場所において交錯するということは、

交通安全上危険性を伴うというふうに判断をいたしまして、前面町道の通過について

は維持する形としながら、ロータリーにおける乗降スペースを確保するような形状を

検討してきたところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では、百歩譲って安全対策について、ご提案をさせていただきたい

と思います。 

   これ、２枚のパースがあるんですね。これ上から見たパース、これ南側から見たパ

ース。この南側のパース、こっちのほうがちょっと分かりやすいんですけれども、ま

ず１つが、これ、ご提案ですよ、あくまで。ここ、こんなに歩道広くなくてよくない

ですか。もっとこっちに道路持ってこられないですか、できるだけこれ真っすぐのほ

うがいいので。一番怖いのがここです。通行車両と待機車両、１車線ずつしかないん

です。この止まっている車両、いつ動くか分からないんです。車道に出ますよね、そ

したら。今のこの待機所って、車２台通れるんです。だから止まっていようと車は前
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に行けるんです。もっとこっちに引っ張って、ここに２車線でちゃんと通れるように

するというのが安全対策かなと思うんです。 

   あとはもう一つ、この車道と待機の車の間にポール立ててください。オレンジのポ

ール。よくありますよね、一般の道路でも。倒れるようになっているプラスチックの

やつ。それで抑止効果を図ってください。それと、このパースだと、体の不自由な方、

身障者用って１台しかない。ここを全部、身障者用にしてもいいのではないんですか。 

   という、全部で４つご提案申し上げて安全対策をしていただきたいので、ご検討い

ただいて、先ほど答弁ありましたが、令和８年度着工で２年かけて開発したいという

答弁ありましたが、今回のこの図面、基本設計というんでしたっけ、それはいつまで

に確定して、いつから再度動くのか、今、私もご提案させていただいたり、皆様から

ご意見いただいているものを加味して、再度検討するんでしょうけれども、いつまで

検討するかお聞かせください。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   現在は具体的な数量をつかむために、実施設計を実施してございます。これについ

ては、今年度末までの計画で進めておりましたが、先ほど答弁させていただいたよう

に、関係機関等との協議の中で形状が少し変わっていったりとかといったことがござ

いまして、作業としては遅れ気味でございます。さきの説明会においても様々なご意

見を頂戴しました。今、議員からもご提案のあった安全対策といった部分についても

検討していくといった形になりますと、設計業務につきましても年度内に完了が難し

いということになれば、事故繰越といったことで年度をまたいで設計を取りまとめて

いくということになろうかと思います。 

   ただ、いずれにしましても、夏場ぐらいまでにはきちんと成果品として納品される

ように進めていきたいと思いますし、そうでないとその後の工事のほうにも影響が出

てきます。あわせて今回、国庫補助事業として取り組む部分もございますので、そち

らの調整等も発生してきますので、なるべく早い段階で設計のほうは完了させ、発注

の段取りを進めていきたいというように考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、ありがとうございました。 

   ぜひその予定で進めていただきまして、私の質問を終わります。 

   ありがとうございました。 

議長（山崎健吉君） 最後に、佐藤 孝君。 

（５番佐藤 孝君 登壇） 

５番（佐藤 孝君） 通告によって２点質問いたします。 

   まず、職員採用についてであります。今日の質問は、専門職の採用計画、採用をめ

ぐっての質問に絞っていきます。専門職といっても、幅が広いわけでありますが、現

在、専門職として採用されている職種、幼稚園の先生とか保育士さんとかいらっしゃ
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ると思います。まず聞きたいのは、全体の職員定数です。町長部局、それから教育長

部局、それぞれ定数の現状を教えてください。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） ５番佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   定数につきましては、町長部局部の定数が９５人、教育長部局定数につきましては

３６人となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 町長部局、議会とか監査委員会とか選管とか、あるいは水道、公営

企業も含めての数字だと思います。これ、最終改定いつですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   定数条例の最終改定でございますが、令和３年４月でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 間もなく５年を経過するということになろうと思います。問題の配

置状況、充足状況ですね。今ほどあった町長、教育長部局、それぞれの充足状況をお

答えください。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   令和７年４月現在の職員の定数、配置状況の順でそれぞれ申し上げたいと思います。 

   まず、町長部局につきましては定数が９５人、実配置につきましては８５人。次に

教育長部局につきましては定数３６人、実配置が３５人となっているところでござい

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 昨年４月現在の状況ですね。それで、定数外、先ほど斎藤 樹議員

の答弁にもありましたように、定数外、つまり短時間の再任用職員と会計年度任用職

員、これ１２９人ということだと思います。 

   そこで、町長部局に配置されている、最初に私申し上げた専門職、定数内、定数外

含めてどのような職種になりますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   専門職、どのような専門職があるかというお質しでございますが、保健師、管理栄

養士、あとは社会福祉士でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） その３つの職種のうち、保健師についてお聞きいたします。 
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   現在６名が採用されて、福祉課２名、それからほけん課に４名配置をされていると

思っています。育児休暇等で現在勤務されているのは６名中４名、ただ、今年の３月

３１日で退職される方がいらっしゃるということを巷間に伝えられておりますけれど

も、そうしますと４月１日以降、ほけん課、福祉課、いわゆる定数内職員、俗っぽく

言えば正規職員、これどんな形で配置されるのか非常に心配をしています。いつの時

点で退職される方が発生したか、私、分かりませんし、町のほうでもいつの時点で把

握したか承知をしておりませんが、正規職員で補充できない現状になっていると思い

ますが、これどういう形で４月１日以降配置されるんですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   専門職員退職により欠員が出る見込みとなっているところでございますが、正職員

募集のいとまがないところでございまして、新年度は業務に支障がないよう、会計年

度任用職員の活用を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 昨年９月の決算議会で、私、今度の４月１日に保健師を採用する予

定はありますかという質問をしたんです。そのときの総務課長の答弁は、その時点で

予定していないと答弁いたしました。この時点では退職されると言われている方は把

握していなかったと、こういう理解でよろしいですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   議員お見込みのとおりでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 保健師業務、この重要性、今さら私がここで申し上げる必要もない

と思います。病気にかからないためのいわゆる予防医療、それの指導とか相談、それ

から早期発見、早期治療のための健診受診の動機づけ、健診後の医療機関へかかって

くださいと誘導、促すこと、最も大事だと言われているのが、直接それぞれの町民の

自宅へ訪問しての指導と、非常に多岐にわたっているのが保健師の業務です。まして、

乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の健康サポートをする必要がありますし、高齢者、

あるいは障害者の生活環境の整備等も含まれると、こういうことであります。 

   こども家庭センターが発足をして、これが今まで以上に機能してくるとなれば、大

変な業務になってくるだろうとも予測をしています。新年度、具体的にどういう形で

補充するのか、お答えしていただけますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   保健師業務の重要性につきましては、議員ご指摘のとおりと考えているところでご

ざいます。ただ、新年度におきましては、保健師の職員を増やす予定はございません。
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しかしながら、今後、業務量の増加が見込まれる場合におきましては、その業務量に

見合った適正な職員の配置に努めていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 大きな問題は今度の４月ではなくてそれ以降なんですね。令和９年

以降の中期的な配置計画、これどうするかが問題になってくるわけです。一般論を聞

きます、まずは。職員採用、これは専門職とか行政職かかわりなく、職員採用する際

の基本計画、基本的なスパンは何年ですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えします。 

   一般論で申し上げます。一般的には３年から５年であると認識しているところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 私はちょっと違っていて、１０年が一つのスパンだろうと、こう思

っています。つまり、簡単に言えば、来年退職者が出るから、では２名取りましょう

かと。来年は退職者がいないから誰も取らないと、こういう場当たり的な採用ではし

っかりとした退職管理、職員管理ができないだろうと、私はそう思っています。 

   そこで、先ほどの答弁でもありましたが、定数に対して１０名が今いわゆる正規職

員の配置がなされていないという答弁がありましたけれども、保健師の職員採用計画、

実際退職者が出てくるわけですから、３年から５年という総務課長のご答弁ですが、

どういう形で方針定めるつもりですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   この採用計画でございますが、公務員の定年延長というのもございまして、なかな

か将来の退職の動向というのを的確に見通すことが困難な状況にございまして、中期

的な採用計画の策定には至っていないというところでございます。しかしながら、毎

年度の年齢構成、業務量、退職見込みなど総合的に判断しながら必要な人材確保に努

めていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） もうちょっと違う回答を期待をしているんですが、具体的に採用計

画が仮にできなくても、採用方針、それを聞きたいわけです。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   採用方針につきましても、先ほど答弁いたしました必要な人材を確保するために、

年齢構成、業務量、退職見込みを総合的に判断して、人材確保に努めていきたいと考

えているところでございます。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） これ以上言ってもまた同じ答弁しか返ってこないと思いますから、

ちょっと別の視点で申し上げますと、医療費を取り巻く環境、非常に厳しくなってお

ります。さらに言えば、国民健康保険の税率が、令和１１年４月から県内統一、財政

が県内統一になりますから必然的に税率も県内統一になると。したがって、今まで安

かった国見町の国民健康保険税が間違いなく上がります。この議論はもう既にやって

いますから今日申し上げませんが、町民の健康維持、それから病気にかからないため

の施策、これいろんな意味で急を有すると、こういう問題ですから、繰り返しますけ

れども中期計画、採用計画ないとしても、しっかりとした方針はぜひ確立していただ

きたいと、あえて申し上げたいと思います。 

   そこで、今回のように予測しなかった退職者が出た場合の対応策として提案したい

のが、保健師さんの登録制度です。これをつくってはどうか。厚労省のデータですと、

令和６年５月ですから約２年前、これのデータあるんですけれども、３万

９,２０５名の保健師さんが行政機関に常勤で働いているという数字です。そこにリ

タイアされた方、それから様々な事情で勤務されていない方、いらっしゃいますから

相当数いるだろうと思います。私の周りにも数名のリタイアされている方がいらっし

ゃいます。町でこれらの方々、どの程度保健師さんの資格を持っている方いらっしゃ

るか、把握していますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   町におきましては、把握する手段がございません。また、その権限も持ち合わせて

いないところでございます。そのため、在宅保健師が登録されている既存の団体、看

護協会などに確認しながら把握していくものと考えているところでございます。 

   なお、ほけん課と福祉課におきましては、保健師の資格を持つ在宅の方５名の方に

スポット的な業務支援をいただいているという状況でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 看護協会とか在宅保健師協会からの情報提供で対応できると、こう

いうご答弁ですが、保健師にかかる業務が過重になってきていることは先ほど私も、

繰り返しませんけれども、誰しもが分かっていることなわけです。機動的に対処でき

ると、そのためにはこの有資格者の調査をぜひ年内中にいただきたいのですが、調査

を行う予定もありませんか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   事業所等に現在勤務されている方につきましては、隔年で調査届は必要となってい

るため、把握はできるというような状況でございますが、その他の在宅の方々を特定

するための調査につきましては困難であると考えているところでございます。しかし
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ながら、現時点におきまして登録制度の導入は予定していないところでございますが、

今後の採用環境や、本町の人員体制の状況を踏まえながら他の自治体の取組も参考と

しながら、制度導入の必要性について検討してまいりたいと考えているところでござ

います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 現状対応で何とかなるのではないかという現状認識なのでしょうけ

れども、それは一つの考え方として理解をいたしますが、やはりこの間、ここ十何年

の間に大きな地震が３回来ております。それから、２０１９年には台風災害が１０月

に起こったと、こういう事実経過もありますので、いつ何どき大規模災害が発生する

か分からないと、その意味でも私が先ほどから申し上げているようなことを、ぜひホ

ームページ等を通じて把握をしていくと、有資格者の。そのことをぜひとも取り組ん

でいただきたいことを重ねて要請をしたいと思います。 

   土木技術者についてお聞きをさせてください。 

   町内会要望等たくさんありまして、町で行っている土木工事等についても相当数あ

ると理解をしています。事業を行う部局、３課ほどあると認識していますけれども、

町の財務規則上、いわゆる設計書を作成しなければならない金額は１０万円ではない

かと思っています、間違っていたら指摘してください。設計書作成を必要とした件数、

令和７年度は今進行中ですから、令和６年度の実績をお答えください。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   工事件数につきましては、２１６件となっているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 工事件数２１６、工事をする業者、これは当たり前の話ですが専門

家、プロです。一方、役場側は専門職で採用している方はいないと記憶していますが、

専門職の職員採用された方いらっしゃいますか、土木の部署で。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   土木専門職としての採用実績というのはございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 専門職としての採用はないと。それで、１級土木施工管理士、それ

から２級の資格を持った方、正規職員の中にいないと、こういうお答えなのか、それ

とも私の認識では１級あるいは２級の資格を持っている職員がいると思っていますけ

れども、現状どうなっていますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 
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   現在、把握しています有資格者につきましては、１級土木施工管理技士が１人、

２級土木施工管理技士が１人でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 採用したわけではないが、その後資格を取ったということだと思い

ます。町の工事、当然、大きな工事から小さな工事あるわけですけれども、業者側で

１級施工管理技士の配置が義務づけられているのが、請負額が４,５００万円以上だ

と思います。これもちょっと数字間違っていれば指摘してください。管理技術者です

よね、１級は。一方、町側は施工計画づくりとか施工進捗状況の把握、それから品質

管理、安全管理、これは町が直接チェックするための配置が必要だと思います。ただ、

現状では先ほどでは１級１名、２級１名。 

   先ほどの答弁で、２１６件ってありましたよね。設計書が必要だった工事。１級、

２級の方が設計しているんですか、それともそのほかの方も設計されているんですか。

お答えください。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   大規模な土木、建築工事、さらには特殊な技術を要する橋梁工事等除いた簡易的な

工事の設計でございますが、各担当の職員が担っているというところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 資格を持たない職員に以前聞いたことがあります。かなり前、

１０年近く前ですけれども。大変苦労して覚えたということの答えでした、当然だと

思います。実際、現場で業者と対等に話ができるまでは相当時間がかかったんだと、

これ行政職の方ですけれども、こういう話です。やっぱり専門的資格を有する方、技

術系の高校とか、専門学校とか大学とかを卒業された方をしっかり採用しないと、な

かなか業者と対等に、言葉は悪いんですけれども、渡り合うことは難しいだろうと思

っていますし、今後の行政に非常に必要な人材だと私はこう思いますが、この有資格

者の中期的な、さっきの保健師さんと同じように採用方針ありますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   土木工事の監督員等を担当する職員につきましては、資格要件というのはございま

せんので、現時点での採用方針というのはございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） しつこく聞くのは訳があって、実は有資格者を条件とした採用、募

集をして応募された歴史があるんですけれども、昭和５３年、１９７８年です。これ

が最後だと私記憶しておりますけれども、４８年前、間違いないですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 
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総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   議員お見込みのとおりでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 有資格者の採用は、実に４８年、半世紀前です。当然、この職員は

退職されています、というか亡くなっています、もう。専門職の採用、これは役場の

労働組合の方も相当昔から長年要求し、求めてきている職種なはずなんです。町が責

任を持って一定の管理、監督ができる体制をつくっていくことは、税金を使う側とし

て必要があるから求めているということになると思います。 

   先ほどの保健師の採用計画、採用方針、表現はどちらでもいいんですけれども、や

っぱり具体的な方向性をしっかりとつくってもらわないと、何回も申し上げますが場

当たり的な職員採用、あるいは職員管理、定員管理にならざるを得ないと私はこのよ

うに思いますが、先ほどの町の答弁で、有資格者の方が、土木に関して１級１名、

２級１名いるという答弁でした。これはいつ取ったんですか、あるいはどういう形で

取得されたんですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   職員として採用後に、自発的に取得されたと認識しております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） この方のように、職員になられてから町が資格を取ってもらうとい

う方法、これは当然あると思います。代表的なあれが自衛隊の方なんか、自衛隊に入

隊してからいろんな資格を取ると、こういう方もいらっしゃいますので、町でもこう

いう資格を取る方、取らせ方といったら表現悪いんですけれども、方法としてはある

と思います。当然、本人の同意、合意が必要なのは当然のことです。実際に、新規募

集をかけても、応募する方がいなければどうしようもないわけですよね。先ほどの斎

藤議員の質問のように、町民の方を採用して欲しいけど、町民の方が応募しなければ

話にならないわけですよ。一般行政職で例えば採用した後で、建設課とか産業振興課

に何年か勤務した後、人材確保をするという意味で、本人同意を前提にした資格を取

得していただくと、こういう方法は考えられませんかね。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   現時点での採用計画というのはございませんが、今後インフラの老朽化、また災害

復旧等の対応、そして公共事業の適正な発注、監督に専門的な知識が求められている

ことを踏まえますと、土木技術職員の必要性というのは増していくものと考えている

ところでございます。そのため、現在、市町村に対して技術的に支援するふくしま市

町村支援機構等の活用も踏まえながら、その必要性について検討を進めてまいりたい

と考えているところでございます。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 支援機構の活用は理解いたしております。しかし、町として公募し

ても応募がない専門職がおりますから、現実的対応を迫られる場合、職務を通じて資

格を取得させる、取得していただく、繰り返しますが、これは有力な選択肢だと私は

思っています。もちろん、一定のルールをつくって運用していく、このことがいずれ

マンパワーの充実につながっていくと考えますが、採用後の資格取得、町長、こうい

う方式、お気持ちありませんか。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   現時点においては資格の取得を促す方針はございませんが、先ほど課長が答弁した

とおり、専門的知識を有する職員の必要性は十分認識をしております。そのため、議

員のご指摘を踏まえ、土木に精通した人材育成と併せて類似自治体等を参考としなが

ら今後調査研究していきたいと考えています。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今、町長から類似自治体を参考にしながら協議を進めるということ

でありますから、ぜひ内部検討の俎上に早急に上げて検討を進めていただきたいと思

います。 

   アピランスケアについてお聞きをします。 

   条例とか規則等で制度化している県内の自治体あったら教えてください。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えします。 

   県内でアピアランスケアに関する助成制度を実施している自治体につきましては、

白河市、西会津町、西郷村、福島県です。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 県と３自治体と４つですね。 

   アピアランスケア、私もこれ昔から知っているわけではなくて、何年か前に初めて

聞いた言葉でございます。まだまだ浸透されていないということもありますので、ど

ういう意味なのか、課長、簡単に説明していただけますか。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えします。 

   アピアランスケアにつきましては、がんやその治療に伴う外形変化に起因する身体

的、心理的、社会的な困難に直面している患者と、その家族に対して診断時からの包

括的なアセスメントに基づき、多職種で支援する医療者のアプローチであると定義さ

れています。広く一般的には、医学的、整容的、心理社会的支援を用いて外見の変化

に起因するがん患者の苦痛を軽減するケアとされております。 
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   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今、アピアランスケアの概略を説明していただきましたが、町長、

これに対する認識、理解等あれば、当然あると思いますがお答えしていただけますか。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   アピアランスケアにつきましては、がん治療等に伴う外見の変化による身体的負担、

心理的負担を軽減し、安心して日常生活や社会参加を続けられるよう支援する取組で

あると認識をしております。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ２人から答弁あったように、がん、あるいはその治療に伴う外見の

変化に起因する、原因とする身体、心理、心ですね、それから社会的な困難への支援、

これは難しい表現で提言されていますが、簡単に言うと、がんなどによって生じた見

た目、外見、見た目の変化に伴う患者さんや家族の精神的、経済的苦痛を軽減する制

度のことを、簡単に言えばこういう制度なわけです。 

   これ、全体を議論するととんでもない時間がかかりますから、今日は抗がん剤によ

る脱毛、それに伴ったウイッグ、かつらの使用、それから乳がんによって生じた、結

果として乳房を取った、切除したと。それ以降の補助用具問題。それに、目、義眼、

これに絞って簡潔に聞きたいと思います。 

   抗がん剤を投与すると、誰しもがありますが、全てではありませんよ。抗がん剤に

よって副作用で全身の毛が抜け落ちるというケースが非常に多い。先ほどのアピアラ

ンスケアの支援制度を導入している自治体、４つお答えしていただきましたが、脱毛

によってウイッグ、かつらを購入した方への助成、これはあると思いますが、福島県

だけで結構ですから、県の助成制度、教えていただけますか。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えします。 

   福島県におけるアピアランスケア助成制度につきましては、議員お質しのとおりが

ん治療に伴う外見の変化による心理的、経済的負担の軽減を目的として実施をされて

おります。具体的には、抗がん剤治療による脱毛に対応する医療用ウイッグ、かつら

の購入費について、上限２万円の補助が行われております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ２万円の補助が福島県で行われていると。もう一つの柱、２つしか

福島県にはありません。ウイッグともう一つ乳がんですね。乳がんによって切除した

乳房への着脱式の人工乳房、整形ではなくて形成ですか、乳房をつけるのではなくて、

簡単に言えば取り外すというやつですね。着脱式の人工乳房、それから下着、ブラジ

ャーとかそういう下着などの補正具の購入の助成です。これも福島県で制度化されて
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いるはずですが、この内容もちょっと教えていただけますか。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えします。 

   福島県では、乳がん治療による外見の変化に対応する乳房補正具の購入についても

助成をしております。補正パッドや装着型の人工乳房の購入について、上限１万円の

補助が行われております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今日はこれ以上細かく言いませんが、ほかの３つの自治体も同じよ

うな内容です。ちょっと長くなってすみません。全国でも、相当数自治体で制度化さ

れています。お隣の七ヶ宿、それから白石、丸森、近隣の市町村ですね。これも制度

化されておりますし、宮城県のほとんどの自治体でこれはもう制度化されています。 

   問題は、先ほど２万円だ１万円だとお話ありましたが、金額ではなくてウイッグ、

かつらですね、それから、乳房の補正具、これを着用する方に何で公費を投入するん

ですかと、こういうことなんですよ。私のように高齢で、毛が抜け落ちてはげていて

もあんまり気にしていませんけれども、抗がん剤投与で毛が抜けることは、特に若い

方、それから女性の方、これは相当の精神的苦痛です。メンタルがやられて、鬱にな

る方も少なくないと聞いています。それ以上に、女性が乳房を失う、これは女性の象

徴だなんて方もおりますけれども、年齢にかかわらず、我々男では想像もできないほ

どの精神的苦痛だと、そのように言われております。私もそう思います。 

   私の知人、友人にも何名かいらっしゃいまして、つい最近、去年の１２月に私の親

戚も乳がんで右側の乳房を切除しました。まさにこういう方々の精神的苦痛を緩和す

るのがアピアランスケアです。そして、このケアに対して自治体がお金を出す、税金

を投入すると。その一つがウイッグ、かつらの購入助成であって、進んでいる自治体

ではウイッグに加えて帽子、脱毛を隠す帽子も補助対象にしています。 

   東京のある自治体では、がん以外、例えば事故とかほかの病気で体の一部をなくし

た場合の補正用人工物も補助対象にしています。鼻がなくなったり、耳がなくなった

りした場合、手がなくなったり、いろいろありますけれども、これエピテーゼといい

ますが、課長、簡潔にエピテーゼの定義を教えていただけますか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   エピテーゼは、事故や病気、先天性疾患などによって失われた体の一部を、本物さ

ながらに再現する人工装具です。一人一人の身体的特徴に合わせて自然な見た目を再

現する点が大きな特徴であり、体の一部を失った方の中には見た目へのコンプレック

スを抱え、人と関わることが苦手になってしまう方もいます。そうした方々の見た目

と心の回復を支えるのがエピテーゼです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 
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５番（佐藤 孝君） 事故とか病気で失った体の一部を外見上補正する。つまり、補う、

整えるという意味ですね、補正する。つまり、人工的な補助用具などで再現すること

を言うわけですよね、エピテーゼというわけです。当然、手とか足とか、あるいはや

けどの痕の皮膚とか、もっと簡単に言えば、装着する、つまり取り外しが可能だとい

うことだと私勝手に想像しているんです。 

   福祉課長に聞きますけれども、手や足などが欠損すれば、なくなれば、これは身体

障害者の認定が受けられるはずです。それでは、耳とか鼻とか皮膚が事故ややけどに

よって欠損、なくなった場合、これは身体障害者に認定されますか。お答えください。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   鼻はもともと身体障害者に該当がなく、耳は聴力によって判定のため、見た目の欠

損では身体障害者に認定はされません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 体の一部が欠損しても、ちょっとこういう言い方乱暴かもしれませ

んが、命に別状はない、支障はない、先ほど申し上げたように抗がん剤で抜け落ちた

毛、脱毛、あるいは乳房切除、これは乳がんによっても同じことになると思います。

それを装着しなくても、別に命にかかわらない、影響しない。したがって障害認定に

もならない。しかし、病気やけが、あるいは医療行為によって体の一部を失うことの

精神的なダメージ、苦痛は、なかなか本人、当事者以外は理解されないのが私は現状

だと思います。 

   そこで関連して、義眼を聞きます、目ですね、義眼。病気などで眼球、目玉を除去

された方がおりますけれども、義眼を入れないと眼球を取った後、空洞のままですか

ら、目の周りの組織が萎縮してくぼみが強くなったり、まぶたが垂れるなどの症状が

出てきます。これをどう判断して、これらで悩み苦しんでいる方々にどう寄り添うか

が今回の私の質問の大きな趣旨なんです。 

   今日は簡単に３つのことを聞いていますけれども、近隣の動向、それから財政的な

見地、考慮しないと考えた場合に、補助用具、あるいはエピテーゼ、人工物、用具に

対する助成、これ必要性感じませんか、全国的な状況などを含めて。町長、いかがで

すか。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えします。 

   補助用具やエピテーゼは、身体、心に傷を負った方に対しては有効と考えておりま

す。助成の必要性について、他自治体の事例等を調査研究してまいります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今日の質問で、はい、分かりました、すぐ制度化しますということ

はならないのは、ほかの政策とのバランスの問題、それから政策の優先順位から考え
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ればこれは当然のことだと思います。仕方がないと理解します。しかし、社会的弱者

と言われております障害者、あるいは病気の方、あるいは障害に認められないレベル

の方々も含めて、何らかの身体的欠損、それから不自由を持つ方々に行政の手を差し

伸べる、これは極めて重要だと私は認識をします。 

   そこで、義眼についてもうちょっとだけ聞きます。福祉課長、もう一回聞きますけ

れども、一般論で身体障害者認定、視覚障害ですね、目、この基準、教えていただけ

ますか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   視覚障害者の基準は、主に身体障害者福祉法に基づいて定められており、視力と視

野の状態によって１級から６級までの等級が決まります。また、認定基準が

２０１８年に改正され、現在は両目の視力の和ではなく、良い方の目の視力を重視す

る基準となっています。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 参考までに、自動車運転免許で片方の目が義眼、あるいは矯正視力、

いわゆる眼鏡をかけて測る場合、この視力がない方、私もそうなんですけれども、こ

れらの方々に免許取得の制限ありますか。免許の制限。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   片目の方は、大型、二種およびけん引は取得することができません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 当然制限があるということなんですよ。このほかにも取得できない

資格があったり、免許以外に。それから、詳しく言いませんが、就職できない職種も

あるんですよ、要するに片目が見えない場合に。つまり、いろんな意味で制限が加え

られていると。これも参考までに聞きます。自動車損害賠償責任保険、これいわゆる

自賠責ですね、自賠責で後遺認定障害、１４級あります。事故があって後遺症が残っ

た、１４級あります。片目の視力を失った場合、事故でですよ、失った場合、自賠責

の認定されますか。されている人は何級から。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   自賠責保険の後遺障害等級、片目を失った方の場合につきましては、８級に認定さ

れます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 片目が０.０２以下になれば自賠責では後遺障害の認定がされます。

厚労省所管の身体障害者の認定はされませんが、国交省と金融庁所管の自賠責では後
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遺障害に認定されると。国はダブルスタンダードです。ここではそんな議論してもし

ようがないですが、しませんが、目の障害は一部限定的に身体障害者認定者同様の公

的 が一部あるんですけれども、極めて不十分な制度です。私はその社会的公平性が

確保されていないということを指摘をしているわけなんですが、話戻します。 

   義眼は保険対象と対象外があります。医師の指示で作成した場合は保険対象です。

それ以外は保険対象外です。義眼でも、小さい子どもさんと大人では更新の間隔が全

く違います。更新の時期が。大人は２年程度で入替え、更新。子どもさんは成長期で

すから、二、三か月に１回です。当然、オーダーですから高いです。義眼の標準的な

値段、役場のほうで把握していれば教えていただけませんか。把握していなければい

いですけれども。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   既製品では１万７,９００円、耐用年数２年。オーダーメイド品につきましては

８万６,９００円、耐用年数２年になります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ほとんどオーダーですから高いんですよ。今の答弁は９万円以下と

いう表現ですが、実際は我々の調査では１５万円します。先ほどから出ていますよう

に、ウイッグ、かつら、それから人工乳房、それから乳房補正具も義眼も健常者、一

般の健康な方には理解しにくいほどの高値がついています。保険が利くのは乳房の再

生手術、かなり前に言った再生手術とか、医者から指定をされた義眼以外はほとんど

保険外です。ほとんどというか、保険外です。一々これ以外のこと説明しませんけれ

ども、相当の経済的負担なんですよ。保険が利かないものですから、精神的苦痛に加

えて経済的な苦痛、負担がのしかかっているわけですよね。これを放置するわけにい

かない。 

   参考までに、難聴者の方、耳の悪い方、これは身体障害者にならない、至らない、

７０デシベル以下の方の１８歳以上の方々、補聴器購入の補助が町で制度化されてい

ます。これは身体障害者にならない方です。 

   冒頭申し上げたように、アピアランスケア支援制度は県内でも４つの自治体が制度

化されています。全国でも相当数が制度化されていることは私が先ほど申し上げたと

おりなんです。この新設を、新たな制度化を見据えて早急な調査をしていただきたい

んですよ。いろんな不合理がありますから。町長、お答えしていただけますか、課長

でもいいですよ。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   県内の市町村でどのような支援を行っているのか、金額、基準等も調査してまいり

ます。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） もちろん対象となる方々の把握も必要でしょう。今年の１２月まで

に調査の開始をお約束していただきたいんですが、それはできませんか。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   対象者を把握することは、個人情報の問題もありできません。今後、町で調査し、

どのような支援できるか検討いたします。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 私もこれ以上答弁求めませんが、県内４つの自治体、それから全国

で相当数、制度化されていまして、調べれば必要性はすぐ分かると思うんですよ。県

でウイッグ助成と、福島県であるのはかつらの助成と、人工乳房、あるいは乳房の補

正、ブラジャーとか下着類の助成があるんですけれども、多分、福祉課では県の実情

は把握しているはずです。私はもちろん知っています。国見町にも既に利用された方

がおります。数は言いませんが、おります。それに義眼の方もいらっしゃいますから、

やっぱり社会的弱者と言われている方々に手を差し伸べるということが大事だから福

島県も、あるいはほかの自治体も、全国の多くの自治体でも制度化されているわけで

す。 

   対象者の把握は非常に難しいと思います。ただ、統計学的にがん患者何人いて、乳

がん患者何人いるはずだと、これは厚労省のデータもありますし、乳がん学会のデー

タもあるんです。福島県のがん患者のデータもあります。そういうふうに媒介してい

けば、国見町は大体このぐらいいるのかなという数字は出てくるはずなんです。最初

から乳がん患者の乳房を取った人何人いますかなんて言ったって、分かるわけないん

だから。その統計学的に把握をできると私は思っていますから、繰り返しますが、早

急な調査を調べていただきたい。 

   やっぱり、肉体的にも精神的にも経済的にも苦労されている方々、ここに政治の温

かい手を差し伸べることは、私は地方政治の原点だと思っていますから、極めて高い

政策優先順位だと、そう私は理解しておりますから、そのことを最後に申し上げて質

問を終わります。 

   ありがとうございました。 

議長（山崎健吉君） これで一般質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（山崎健吉君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   明日４日、水曜日は、午前１０時より議案調査会を委員会室で行いますので、ご参

集ください。 

   ５日は午前１０時から本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 
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   皆様、長時間にわたり、ご苦労さまでした。 

（午後２時３０分） 

 



 
 
 

第  ３  日 
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◇開議の宣告 

議長（山崎健吉君） おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会

議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４号 第６次国見町総合計画の改訂について 

議長（山崎健吉君） 日程第１、議案第４号「第６次国見町総合計画の改訂について」の

件を議題といたします。 

   本案件について説明を求めます。 

   企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 議案第４号、第６次国見町総合計画の改訂についてご説明

いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 総合計画の改訂についてです。この概要版によりますと、第３章、

５つのまちづくりの中で、３－２－３、学習環境の充実、これ以前の計画ですと、幼

小中一体的に整備していくということ、この文言が削除されまして「認定こども園の

整備とあわせて教育施設の適正な維持管理に努める」云々とあります。そうしますと、

小中、義務教育という考えも前はあったかと思うんですが、これが削除されました。

今、これについては白紙状態だということで現状に合わせた文言になっているかと思

います。 

   ただ、この小中義務教育という考え方といいますか、これについては今後どのよう

な対応を図っていくのかお伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   義務教育学校につきましては、１２月の議会で蒲倉議員の一般質問において教育長

が答弁いたしましたが、令和９年度に学校の在り方検討委員会を立ち上げまして検討

していきたいと考えているところでございます。 

   小学校、中学校とも施設の老朽化が進んでおり、いずれは学校の改築あるいは長寿

命化が求められておりまして、生徒児童数の推移を参考にしながら小中学校の一本化

した併設型の義務教育学校にするのか、今までどおり連携型の小中一貫教育を引き続

き推進していくのか、今後検討していきたいと考えているところでございます。 

   現在、小中学校に加えまして、幼稚園、保育所を含めましたコミュニティ・スクー
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ルとしまして一貫教育を進めております。当面はコミュニティ・スクールを推進しま

して、連続性のある学びと切れ目のない支援体制を継続していきたいと考えていると

ころでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

   ５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 大分時間をかけて議論していただきました。分科会までつくってい

ただきまして、敬意を表したいと思います。 

   内容的に、私ども議会も、それから私もいろいろ言わせていただきましたので、今

日ここで発言する予定はありません。ただ、これから毎年１年ごとに見直しというか

検証していくわけですよね、進捗状況も含めて。 

   ここ数日イラン情勢も大きく変わって主権国家が侵害されるという事態も起きてい

ますから、どうなるか分からない状況になっているわけですよ。大きな転換期にある

というのは１つですし、二、三年前に、今、佐藤議員もおっしゃいましたが、教育環

境を、第６次総計をつくった当初からあまり議論がなくて、一貫校をつくると、認定

こども園から一貫校をつくるという方針に変わったわけですよね、計画変更したわけ

ですよ、議会開いて。そういうことを起きないように、毎年の検証も含めて、やはり

一回、分科会を開いて、その次に本体の、逆でもいいですけれども、本体やって分科

会をやってまた本体に戻すと。いずれにしても分科会、分散会、専門部会をしっかり

と開催した上で見直しをしていくと、こういう考えはないですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   今年度、中間見直しを行う際に５つの専門部会を設けて計３回ずつ開催し、様々な

ご意見を頂戴しました。委員会のメンバーも、各組織の委員長ではなく各組織の副委

員長ですとか、若い方々を中心に選出をして専門部会を開催させていただき、様々な

ご意見を頂戴しました。それを取りまとめたものを総合計画審議会で審議をいただく

流れを、今年度取らせていただきました。 

   貴重なご意見等々もいただきましたので、今後、毎年最低２回は総合計画審議会は

開催していく形になりますので、その審議会の前に専門部会の開催ができるかどうか、

十分検討して、前向きに検討してまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今、課長おっしゃったように各団体の長が役職だから出てきたとい

うことではなくて、実務者、ある程度と言ったら失礼ですけれども、より精通された

方が分科会に参加をして建設的に意見を述べると、これ貴重なことだと思うんです。 

   したがって、今、前向きというお答えありましたが、ぜひ、何回も繰り返す会議で

はないと思うんです、今回できましたから。毎年の検証の議論をぜひ各年度ごとに行

っていただきたい、重ねて要望しておきたいと思います。答弁は結構です。 
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議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案どおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５号 国見町過疎地域持続的発展計画の策定について 

議長（山崎健吉君） 日程第２、議案第５号「国見町過疎地域持続的発展計画の策定につ

いて」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 議案第５号、国見町過疎地域持続的発展計画の策定につい

てご説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立をお願いします。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 次に、おはかりします。 

   日程第３、議案第６号から日程第４、議案第７号は関連議案につき一括議題として

説明及び質疑、討論は一括して行い、その後の採決については１件ずつ行いたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（山崎健吉君） 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６号から議案第７号を一括議題として決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第６号 国見町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め 

       る条例 

◇議案第７号 国見町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条 

       例 

議長（山崎健吉君） 日程第３、議案第６号「国見町乳児等通園支援事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例」及び日程第４、議案第７号「国見町特定乳児等通園支援

事業の運営に関する基準を定める条例」の案を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） それでは、議案第６号、第７号についてご説明を申し上げ

ます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第６号及び７号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 議案第７号につきまして、質問をさせていただきます。 

   まず、乳幼児ということなんですけれども、この保育所に行くことができないとい

うか、そういうことが不可能だというお子さんを対象にしているのだと理解していま

すけれども、町にはそのようなお子さんがどのくらいいるのか、どのくらいの人数が

いるのか、その辺を把握しているのか、お尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   対象児童数の把握という質問でございますが、令和８年４月１日の見込みでござい

ますが、保育所等に通っていない児童数につきましては、ゼロ歳児が６人、１歳児が

７人、２歳児が４人を予定しております。 

   以上でございます、よろしくお願いします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 今、課長が言った中で、そうしますと、ここに入れる可能性があ

る子どもたちの人数は、今の中に入っていますか。可能性ある子どもが何人いるのか

お尋ねしたい。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   利用予定人数でございますが、町教育委員会で想定しているのは、約１割程度では

ないかと見込んでいるところでございます。そうしますと、各年代１人ずつというよ

うな想定でしているところでございます。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） そうしますと、可能性ですからはっきりした人数は分からないと

は思うんですけれども、この人数の子どもたちを受け入れる、そして当然その子たち

を見る職員の確保も必要だと思うんですけれども、子どもたちを受け入れる場所と、

職員の人員の確保という部分はどのように考えているのか、ちょっとお尋ねしたいと

思います。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   利用者数につきましては、現在、一時預かり保育事業が充実しておりまして、多数

の利用者が出ることはちょっと想定しにくいと思っております。現人数での十分な対

応できるというように見込んでいるところでございます。 

   ただし、今後想定以上に利用者があった場合につきましては、人員や施設の整備な

ど検討していかなければならないと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

   これから議案第７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第８号 国見町上下水道事業経営審議会条例 

議長（山崎健吉君） 日程第５、議案第８号「国見町上下水道事業経営審議会条例」の件

を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第８号、国見町上下水道事業経営審議会条例について
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説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第８号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第９号 国見町行政手続条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第６、議案第９号「国見町行政手続条例の一部を改正する条例」

の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 議案第９号、国見町行政手続条例の一部を改正する条例につき

ましてご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第９号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１０号 国見町個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第７、議案第１０号「国見町個人情報保護法施行条例の一部を
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改正する条例」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 議案第１０号、国見町個人情報保護法施行条例の一部を改正す

る条例についてご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１０号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１１号 国見町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第８、議案第１１号「国見町職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 議案第１１号、国見町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例についてご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１１号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 
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   したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１２号 国見町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第９、議案第１２号「国見町消防団設置等に関する条例の一部

を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） 議案第１２号、国見町消防団設置等に関する条例の一部を

改正する条例についてご説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１２号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １０番小林聖治君。 

１０番（小林聖治君） 今ほど説明された機能別消防団員の役割というか、位置づけはど

のようになっているのかお伺いします。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） １０番小林議員のご質問にお答えいたします。 

   機能別消防団員につきましては、火災及び災害対応のみでの活動で検討していると

ころでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 小林聖治君。 

１０番（小林聖治君） ありがとうございます。 

   もう一つ、この機能別消防団員の手当というか、報酬のほうはどのように、規定さ

れているのでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   報酬につきましては、１年を通じて活動する基本団員と、必要なときに必要な形で

活動する機能別団員では活動形態が異なることから、実働に応じた費用弁償を支給し、

報酬については活動実態、公平性などの観点から予定はしておりません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） その他、質疑ありませんか。 

   ５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 昨日の議案調査会で、定数２６６に対して２００名が充足というか

団員としてカウントされていると。今ほど課長が答弁されたように、機能別団員は火

災と災害に限定された団員だ、任務だとこういう答弁なんですが、新規団員を募集す

る際に、私勤めているので通常の基本団員は難しいと、これをしていたら逆に消防団

としての機能が果たせるのかどうかという疑問、不安が出てくるんですが、それらの

不安はないんですか。お答えください。 
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議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） ５番佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   今回、機能別消防団員の導入につきましては、消防団経験者といったことで予定し

てございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） どこに配属されるかも今聞きますので、答えてくださいね。 

   それで、配属された場合に、火災が起きた、災害が起きた、当然この行動について

は組織、グループ、チームでやるわけですよね、勝手にばらばらやるわけにいかない

ですから。指示命令系統、指揮命令系統がどういう形になるのか分からないので、そ

の点まずお答えしていただけますか。配属も含めて。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   まず、配属の部分について答弁したいと思います。 

   機能別団員については、火災、災害時において活動をお願いしたいと考えておりま

すので、これまでの知識、経験、また水位の位置を把握している地元の分団に加入す

ることが迅速に対応できるものと考えてございます。 

   指示命令系統についてですが、基本団員を補完する部分での位置づけで検討してお

りますので、指示については団長はじめ基本団員の幹部の指示で活動するということ

で検討しております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 重点は多分災害だとこう認識しています。ただ、災害においても火

災においても、私、今ほど申し上げたように、チーム、グループ、組織として行動す

ることになります。 

   そこで、実際に現場に行ったときに連携が取れるかどうか。ベテランでしょうから

心配ないと言えばそれまででしょうけれども、車の免許も我々３年に１回、５年に

１回かな、３年に一遍、座学で講習を受けます。それと同様に、こういう非常事態の

ときにしっかりとした訓練をしていないとなかなか機能しないと、こういうことも想

定されますので、この訓練、全くしないでいざ災害のとき、あるいは火災のときだけ

出動すると、これちょっと私、非常に不安を持っているんですけれども、そういう懸

念はありますか、ないんですか。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   今回の一部改正につきましては、国見町で初めて機能別消防団員の導入といったこ

とになります。議員お質しのとおり、災害、火災現場での対応といったこと、限定し

ての活動となりますので、命令系統等も含めて、まずはしっかりとやっていかなけれ

ばならないなと考えているところです。 
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   災害現場での基本団員との連携、車両やポンプなどの操作について、火災や災害現

場で基本団員と連携できるよう、基本団員との合同訓練の実施を消防団と検討してい

きたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） その他、質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１３号 国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第１０、議案第１３号「国見町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 議案第１３号、国見町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例について説明をいたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１３号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 
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議長（山崎健吉君） ここで、１１時１０分まで休憩といたします。 

（午前１０時５８分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 再開します。 

（午前１１時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１４号 国見町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 続いて、日程第１１、議案第１４号「国見町道路占用料徴収条例の

一部を改正する条例」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 議案第１４号、国見町道路占用料徴収条例の一部を改正する条

例について説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１４号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１５号 国見町営住宅条例の一部を改正する条例 

議長（山崎健吉君） 日程第１２、議案第１５号「国見町営住宅条例の一部を改正する条

例」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 議案第１５号、国見町営住宅条例の一部を改正する条例につい

てご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１５号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１６号 町道路線の認定及び廃止について 

議長（山崎健吉君） 日程第１３、議案第１６号「町道路線の認定及び廃止について」の

件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 議案第１６号、町道路線の認定及び廃止についてご説明申し上

げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１７号 工事請負契約の変更について 

議長（山崎健吉君） 日程第１４、議案第１７号「工事請負契約の変更について」の件を

議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 議案第１７号、工事請負契約の変更についてご説明します。 

  （以下議案書により説明） 
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議長（山崎健吉君） 議案第１７号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１８号 工事請負契約の変更について 

議長（山崎健吉君） 日程第１５、議案第１８号「工事請負契約の変更について」の件を

議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） 議案第１８号、工事請負契約の変更についてご説明します。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１８号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１９号 動産の取得について 

議長（山崎健吉君） 日程第１６、議案第１９号「動産の取得について」の件を議題とし

ます。 

   本議案について説明を求めます。 

   住民防災課長。 
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住民防災課長（榊 英則君） 議案第１９号、動産の取得についてご説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第１９号の説明が終わりました。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） ただいま課長から説明がありましたけれども、この車両を購入す

るということで当初予算に計上されていたと思うんですけれども、それが今になって

しまったという何か要因があると思うんですけれども、その点についてお尋ねしたい

と思います。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） １２番渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   消防ポンプ積載車のベースとなる車両がモデルチェンジしたことにより、国土交通

省の自動車排気ガス規制の認可が１月になったため、２月１６日の入札、本会議での

議案となりました。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） そうしますと、この車両はどちらの年になるか分からないですけ

れども、年度内に納車されるということになるんでしょうか。その点についてお尋ね

したいと思います。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   今年度の納車は難しいため、議案第２０号、一般会計補正予算の繰越明許費で令和

８年度に繰越しの承認をお願いするものです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２０号 令和７年度国見町一般会計補正予算（第７号） 

議長（山崎健吉君） 日程第１７、議案第２０号「令和７年度国見町一般会計補正予算
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（第７号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 議案第２０号、令和７年度国見町一般会計補正予算（第７号）

についてご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２０号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １１番佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 昨日の議案調査会で、公立藤田総合病院に対する支援金といいま

すか、その説明がありました。ただいまの説明には、それについての言及がなかった

のですが、再度説明していただけますか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） ただいまの説明におきまして、公立藤田病院組合の負担金とい

うことでもちょっとご説明したところではございます。 

   その負担金の中に、ページは３８ページでございます。４款衛生費の４目の病院費

の中の負担金の中に補正増として６５３６万７０００円補正増、うち１０００万円を

物価高騰対策の臨時交付金を活用して公立藤田病院組合への支援ということで、

６５３６万７０００円のうちの１０００万円を支援金として計上させていただいたと

ころでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） １０００万円を支援金として計上したということですが、これは

町としての一般財源からの支出ということでよろしいですか。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   この財源につきましては、国からの物価高騰対策の臨時交付金として、国の交付金

を財源としているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） そのほかありませんか。 

   ５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ２８ページなんですが、総務費の企画費の１８節負担金補助及び交

付金のところの生活バス路線の補助金です。これは赤字路線の補塡ということなんで

しょうけれども、確定額、教えていただけますか。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） ５番佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   ２８ページの補助金になります。路線バスの確定額については７８１万３９７１円

です。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 赤字路線に対して、それを維持するために町がお金を出すというこ

となんですが、当初予算で３００万円計上されております。単純に見ると３００万円

の赤字だったと想定したんだけれども、実際は７８１万３０００円何がしの金額だか

ら、その差額を穴埋めすると、言葉悪いですけれども。ということなのか、それとも

想定外に赤字が増えたという理解なのか。それとも当初予算で歳入歳出のバランスを

取らざるを得ないので、想定内だったのか、予算が組めなくて、当初予算の。どちら

なんですか。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   当初予算につきましては、予算の編成上、３００万円計上しまして、今議会におき

まして額が確定したことにより予算計上したところです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） もう一回聞きます。 

   想定された補助額を超えていますか、超えていませんか。それだけお答えください。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   超えておりません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

   １２番渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 同じく２８ページなんですけれども、１２節の委託料ということ

で、ふるさと納税業務委託ということなんですけれども２０６４万円、これは当初予

算から比べてそのぐらい増えたということだと思うのですけれども、ここの業務委託

でこれぐらいの金額ですから、納税金額はどのくらいになっていたのか、その点につ

いてまずはお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   ふるさと納税の増ですけれども、歳入におきまして６０００万円の補正増を見込ん

でいるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） そうしますと、６０００万円の補正を持っているということなの

でしょうけれども、そうするとこのように当初予算からこんなに増えたと、予算以上

のものが入ってくるということで大変喜ばしいことなんですけれども、この要因とな

るものがあるかと思うんですけれども、その辺はどのような要因を考えているのか、
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ちょっとお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   このふるさと納税が増額になった要因でございますが、推測でございます。１つに

つきましては、農産物、モモと、あとエアウィーヴです、マットについてはまだ根強

い人気があるのではないかということと、併せまして、昨年度のポイント制が廃止さ

れた制度変更があったということもございまして、駆け込み的な需要があったのでは

ないかと推測しているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 地域おこし協力隊の委託料が６００万円ほど減額されていますね。

これは突発的な事業が増えたり減ったりするのはまず考えられないんですけれども、

この要因は人件費ですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   補正予算書の２８ページになります。企画費の中で委託料として地域おこし協力隊

の委託料、６００万円の補正減になってございます。この内容につきましては、地域

おこし協力隊が活動する際の活動費が減したことになります。当初予算では地域おこ

し協力隊の採用人数を１０人で計上してございましたが、実績として今年度在籍して

いたのが企画調整課所管で７人でしたので、３人分の活動費分を３月の補正で減をさ

せていただいてく中身になってございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） そのほか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予定していた部分の、どこの部分が減ったのか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えします。 

   地域おこし協力隊の今年度の部門ですと、地域ブランド開発部門の人数が減ったこ

とになります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） そのほか。 

   ６番蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 議案調査会でもお聞きしましたが、６款１項６目１２節農業農村整

備事業（ため池六角地区）とあります。実施計画策定の委託料２１００万円、これ当

初予算でなくて、なぜ補正予算で増額で計上されているのかお聞きします。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 
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   本事業につきましては、国の令和７年度の補正予算におきまして、その補助枠が新

たに認められたものです。町としましては、この六角沼につきましては令和８年度に

事業を展開したいということで県のほうと協議してまいったわけなんですが、そうい

った国の補正の枠が新たに認められたといったことから、今回補正をお認めいただき

まして、さらには実際の事業としては令和８年度に実施するということで、繰越明許

費のほうにも計上させていただいているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ということは、令和８年度に計上するよりも令和７年度に計上した

ほうが、言葉悪いのかもしれませんが、お得ということで、今回補正で計上したとい

うことでよろしいですか。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えします。 

   補助金の内示率については、令和８年度当初で計上するよりも令和７年度の補正予

算で計上したほうが有利になると見込まれるためでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２１号 令和７年度国見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

議長（山崎健吉君） 日程第１８、議案第２１号「令和７年度国見町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 議案第２１号、令和７年度国見町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）について説明をいたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２１号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成する方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２２号 令和７年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議長（山崎健吉君） 日程第１９、議案第２２号「令和７年度国見町国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 議案第２２号、令和７年度国見町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）について説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２２号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２３号 令和７年度国見町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議長（山崎健吉君） 日程第２０、議案第２３号「令和７年度国見町介護保険特別会計補

正予算（第３号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） 議案第２３号、令和７年度国見町介護保険特別会計補正予算
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（第３号）についてご説明申し上げます。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２３号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２４号 令和７年度国見町渇水対策施設特別会計補正予算（第１号） 

議長（山崎健吉君） 日程第２１、議案第２４号「令和７年度国見町渇水対策施設特別会

計補正予算（第１号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第２４号、令和７年度国見町渇水対策施設特別会計補

正予算（第１号）について説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２４号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２５号 令和７年度国見町水道事業会計補正予算（第３号） 

議長（山崎健吉君） 日程第２２、議案第２５号「令和７年度国見町水道事業会計補正予
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算（第３号）」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第２５号、令和７年度国見町水道事業会計補正予算

（第３号）について説明いたします。 

  （以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２５号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   ６番蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、早速ありがとうございました。分かりやすい説明ですごくよ

かったと思いますので、できれば当初予算のときも同じような説明していただけると

すごく分かりやすいかなと思いますので、よろしくお願いします。 

   以上です。 

議長（山崎健吉君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（山崎健吉君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   明日６日は午前１０時から本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   大変ご苦労さまでした。 

（午後０時０４分） 

 

 



 
 
 

第  ４  日 
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◇開議の宣告 

議長（山崎健吉君） おはようございます。ただいまの出席議員は１１名です。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇施政方針に対する質問 

議長（山崎健吉君） 日程第１、「施政方針に対する質問」を行います。 

   期限までに申出があったのは、渡辺勝弘君、八巻喜治郎君、小林聖治君の３人であ

ります。 

   発言は１人１５分までは認めることとします。 

   なお、再質問については、１人全体で１回とします。 

   最初に、１２番渡辺勝弘君。 

   渡辺勝弘君。 

 

（１２番渡辺勝弘君 登壇） 

１２番（渡辺勝弘君） 施政方針につきまして質問させていただきます。 

   まず１つ目は、住民主体の信頼される自治体づくりについてであります。 

   町長は、令和６年１１月から町政を執行され、はや１年３ヵ月が過ぎています。就

任当時のビジョンは、「この町を住みやすく豊かに町にすること」とうたい、「国見

の誇りと未来を共にみんなが主役のまちづくり」をコンセプトに教育、福祉、経済の

各分野で具体的な政策を進めるために、５つの基本施策を掲げました。 

   本年度、第６次国見町総合計画の改定版が策定され、国見町の強靱化に向けた施策

を今後も展開するものだと考えております。 

   しかしながら、前任者とは違った新たな取組や、新たな仕組みづくりなど、目立っ

た行動が見えず、素早い判断力であったり強いリーダーシップがはっきり見えてこな

いとの町民からの意見が、声も出ています。 

   そこで、この１年３か月を通じて町執行を振り返り、町民の満足度を上げるための

基本施策はなんだったのか、総合計画にのっとって粛々と進めるだけではなく、これ

だけはほかの町に負けない施策を取っているんだということがあるなら、示していた

だければと思います。 

   前任者と違う考えで、期待と希望があるまちづくりをしたいとするならば、町民か

らの要望、苦情の声を聞き、全ての要望がかなうわけではありませんが、１つでもか

なうことができれば、町民の満足度を上げることになると思います。「国見の誇りと

未来を共にみんなが主役のまちづくり」をうたって始めたのであれば、町民の声は必

要であると考えます。町民の目線に立ち、町民説明会や座談会などで要望を聞き、併

せて町の考えも聞いてもらえることがあるのならば、企画を考えるべきだと思ってお

りますが、その町の考えをお聞きしたいと思います。 

   次に、当町は残念ながら全域過疎指定となりました。過疎化がもたらす問題として、
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急激な少子高齢化や、さらなる人口流出により、防災機能の低下をはじめ地域社会の

活力が低下し、商店街や空き家が増加の傾向にあります。基幹産業である農業の人材

不足による農業の衰退などがあります。当町では、国見町過疎地域維持発展計画を策

定し、様々な財政上の優遇措置がある過疎対策事業債を活用して、新たな事業や大き

な事業を実施することができるメリットがあります。過疎債を有効に活用することで、

今後も進めていく必要があると考えております。 

   当町も過疎化対策の１つとして行っている地域おこし協力隊の活動や、移住定住を

増やすために様々な施策を行い、脱却している自治体も存在しております。当町では

脱却するための方策はあるのか、町の考えをお聞きしたいと思います。 

   ２つ目は、安心安全でいつまでも住み続けられるまちづくりについてであります。 

   地域医療の要である武田胃腸科内科医院が、昨年１２月末をもって閉院されました。

５６年もの長きにわたり地域医療の安心を届けてくれましたことに、感謝を申し上げ

ます。そこで、かかりつけ医としてすぐにでも診ていただける病院がなくなり、今ま

で診てもらっていた町民は、ほかのかかりつけ医を探さなくてはいけません。町外医

療機関に頼らなければならない状況で、特に運転免許を持たない高齢者が移動する交

通手段と、それによる負担増をどのように考えているのかお伺いいたします。 

   最後に、地域の中核病院である公立藤田総合病院は、二次救急指定病院でもあり、

緊急時にも対応できる病院として、また、地域包括医療ケアを通じて住民が安心して

暮らせるように、長年地域に密着した病院としては、なくてはならない病院でありま

す。しかしながら、特に人口増加を図るため、安心して子どもを産むことができる施

設があったが、産婦人科の常勤医が不在となり、産婦人科の診療のみとなっている状

況で、やむなく福島医大で出産をしたという町民の声も聞いております。 

   以前、病院議員をやっていたときですけれども、医師不足の議論になった場合、福

島医大だけに頼るのではなく、山形大学医学部附属病院にも要請をしたいというよう

な話も出ておりました。公立藤田総合病院の管理者として、強く病院関係市町の副管

理者と協議を積極的に進めるべきであり、緊急の課題であると考えられますが、町長

の考えをお伺いします。このような過疎地域に、このような中核病院があるというこ

とは、国見町の最大の魅力であり、なくてはならないのです。 

   このようなことから、町長の考えをお聞きしたいと思います。 

   以上、５点についてよろしくお願い申し上げます。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） １２番渡辺勝弘議員のご質問にお答えします。 

   初めに、住民主体の信頼される自治体づくりについてです。 

   まず、町民の満足度を上げてきた事業と、これから実施したい事業につきましては、

私は「地域の誇りと未来を共にみんなが主役の地域づくり」を基本理念に、町民と約

束したまちづくりの５つの目標実現に向けて注力し、新規事業として後期高齢者人間

ドックの助成、保育料負担軽減、水田病害虫防除補助、農地渇水・高温対策補助制度

の導入や、福島民報社、みやぎ生協等との連携協定締結、あるいは災害応援協定を締
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結してまいりました。さらに、国見町総合計画改定、立地適正化計画策定など、これ

からのまちづくり計画の指針を定めるとともに、道の駅の慢性的な駐車場不足に対応

するため、駐車場増設に取り組んでまいりました。 

   新年度は、１年目の基礎づくりを基に、施政方針で述べた公約の実現に向けて、勇

猛果敢に取り組んでまいりたいと考えております。 

   次に、町民の声を直接聞く場につきましては、１年目には町民の皆さんの町政全般

にわたるご意見を伺い、町政に反映させるため意見箱を設置し、多くのご意見をいた

だいてまいりました。また、各種団体等との懇談会におきましては、懇談会において

の対話、さらには説明会開催時等に合わせた意見交換を随時実施してきました。新年

度においては、広く町民の皆様と行政が対等な立場で知恵を出し合い、共に課題解決

に取り組むための座談会を開催したいと考えております。いずれにしましても、議員

の皆様のご意見を踏まえ、町民の声を聞く機会を増やしてまいりたいと考えておりま

す。 

   次に、過疎指定から脱却する方策につきましては、国見町は令和２年に実施された

国勢調査の結果を受け、令和４年４月に町内全域が過疎地域に指定されたところでご

ざいます。今後、過疎地域の指定解除には、人口減少率を改善する必要がございます。

全国では想定を上回るスピードで人口減少が進むなど、人口減少社会に突入した中で、

この流れを覆すことは簡単なことではありませんが、昨日議決いただきました第６次

国見町総合計画と、国見町過疎地域持続的発展計画の推進を図ることで、町民の皆さ

んの満足度、幸福度を高め、人口減少の進行を穏やかにしてまいりたいと考えていま

す。 

   続きまして、安全安心でいつまでも住み続けられるまちづくりについてでございま

す。 

   まず、町外へ通院するための交通手段につきましては、町民の交通手段としまして、

路線バス、ＪＲのほか、まちなかタクシー、ももたんパスがございます。今般、町の

開業医の１つが閉院となったことにより、そのうちの約３割の方が家族の協力で交通

手段が確保できることから、町外への医療機関に紹介があったとお聞きしております。

地域医療が変化することで、日常生活に大きく影響し、移動にかかる時間や費用、さ

らには身体的な負担が大きいと考えており、重要な課題であると認識しております。

そのため、町民が利用する生活交通の見直し、拡充、補助など、関係機関と連携しな

がら慎重に検討し、町民が安心して利用しやすい、地域に合った生活交通の構築に取

り組んでいきたいと考えております。 

   次に、医師不足に対する関係市町との協議につきましては、藤田病院組合の構成市

町と十分連携をしながら、中核病院として地域の方々の医療、保健、福祉の向上のた

め、医師の確保に努めてまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 次に、７番八巻喜治郎君。 

   八巻喜治郎君。 
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（７番八巻喜治郎君 登壇） 

７番（八巻喜治郎君） さきに通告してあるとおり、町長の施政方針に対する質問を、町

民の代弁者の１人として質問をいたします。 

   村上利通町長が就任してから、約１年３か月を迎えようとしております。令和８年

度の当初予算は、村上町長が就任して２度目の予算編成となります。そこで、公約が

どのように実行されていくのかを、町民は期待しております。私は１２月議会で質問

しましたが、子育て世代に対する子育て支援策、ゼロ歳から２歳までの保育料が令和

７年度は半額負担でしたが、今年、令和８年度は全て無償化の予算が計上されており

ます。また、高齢者の健康支援策として、人間ドックの対象を７５歳から７９歳に引

き上げるなど、着実に公約を実現しております。我々町民にとりましてもうれしいこ

とであり、町長の施政方針を踏まえ私はこれから多目的施設の整備と、公立藤田総合

病院の看護師などの不足の改善の２点を中心にお伺いします。 

   ２０１１年３月１１日の東日本大震災が発生してから、今年の３月１１日で１５年

を迎えます。当時被害に遭われた被災町民が、一時的に約１,３００人もの方々が観

月台体育館に着の身着のままで身を寄せ合い、数日間過ごしました。役場庁舎は崩壊

して、観月台文化センターにその機能を移しました。仮設住宅で多くの方々が生活を

しました。私は昨日のことのように当時のことを思い出します。このような災害は再

び起きてはほしくない。現在住民が避難した観月台体育館は取り壊されて残っており

ません。この現状から、我が国見町で一番人口が多い藤田地区の住民の避難施設の整

備が急務であると考えます。国見小学校体育館を使用するとしていますが、災害はい

つ発生するか分かりません。学校の授業にも影響が出ます。だからこそ、備えが必要

なのです。 

   初めの質問になります。住んでよかった選んでよかったと実感できるまちづくりに

ついてであります。 

   町長は、観月台文化センター体育館跡地の整備については、町民の避難施設を兼ね

た多目的施設が望ましいとしていますが、どのように今後進めていくのかを伺います。 

   次に、２つ目。多目的施設の整備についてでありますが、平時は避難施設以外の活

用として、高齢者や若者、そして子どもが集える交流の場として利用したいと公約し

ております。具体的にはどのような施設なのかを伺います。 

   次に移ります。 

   町長の施政方針が示された中に「安全安心でいつまでも住み続けられるまちづくり」

とあります。私たちが住む国見町は、福島県の最北端にあり、田園風景が広がる美し

い町であります。国道沿いには道の駅国見あつかしの郷があり、そして公立藤田総合

病院があります。県北地区の拠点病院であります。地域住民の医療サービスと健康づ

くりへ大きな貢献をしております。また、従来より福島東稜高等学校の看護科の研修

実習をしている病院でもあります。現在、我が国では少子高齢化の社会が急速に進み、

特に地方においては医療従事者の不足などが懸念されております。中でも、看護師の

不足は大きな課題となっています。なぜなら、医療従事者の職場環境の悪化や、患者
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のサービスの低下、地域医療の質の低下につながるからです。これは深刻な問題であ

ります。 

   そこで、私は、看護師不足の対策として、福島東稜高等学校の看護科を国見町に誘

致することを強く要望し提案いたします。その効果は、地域医療の充実と質の向上に

つながります。また、専門性の高い看護師の育成がさらに期待されます。東稜高校の

看護科の学生にとりましても、研修実習などのために福島市から国見町に移動しなく

ても済みます。国見町に東稜高等学校の看護科を誘致することにより、国見町のみな

らず、福島県県北地域の住民の健康などにも大きく貢献をいたします。 

   では、質問に移ります。 

   １つ目。町長は、公立藤田総合病院の管理者として、看護師などの不足に対して、

どのように改善していくのかを伺います。 

   次ですが、先ほども申し上げましたが、２つ目。公立藤田総合病院は、県北地方の

中核病院でありますが、私も公立藤田病院の組合議会議員であります。医師不足とと

もに看護師の確保が困難な状況になっております。そこで、福島東稜高等学校の看護

科を公立藤田総合病院周辺に誘致することにより、看護師不足の対策ができます。そ

して、毎年、国見町には看護師の資格を取るために全国より若者が集まり、国見町の

活性化にもつながります。町長の考えを伺います。 

   結びになりましたが、誘致する校舎と教室は、小坂小学校跡もありますが、コンパ

クトな校舎や学生寮は藤田地区に建設が可能であります。国見町は自然環境がよく、

学生が日常生活するうえでも、近くにはＪＲ藤田駅があり、今後整備される公園があ

り、高速道路国見インターチェンジもあり、４号線が通り、そして徒歩圏内にはショ

ッピングセンターもあります。利便性は抜群であります。地の利を生かし、生かし、

生かし、生かし切るのです。誰もが生き生きとした健康的な国見町づくりに挑戦する

のです。挑戦して希望を生み出し、未来へつなげるのです。 

   以上で、私の質問を終わります。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） ７番八巻喜治郎議員のご質問にお答えします。 

   初めに、住んでよかった選んでよかったと実感できる地域づくりについてです。 

   まず、多目的施設の進め方につきましては、まずは令和８年度に検討委員会を設置

し、町民の意見等を集約するなど、議論を開始する予定としております。 

   次に、多目的施設の具体的な施設の内容につきましては、多目的施設を整備する目

的は施政方針でも述べましたとおり、通常は住民同士が交流できる教養活動や運動ス

ポーツなどの健康増進活動、さらには地域コミュニティーの活性化を図る機能、そし

て大規模な自然災害時は災害対応機能を併せ持った施設を想定しております。具体的

な施設内容については、町民の皆さんの意見も伺いながら、今後決定していく予定と

しております。 

   続きまして、安全安心でいつまでも住み続けられるまちづくりについてです。 

   まず、看護師等の不足に対する改善につきましては、中核病院として地域の方々の
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医療、保健、福祉の向上のため、藤田病院組合の構成市町と十分連携を取りながら、

看護師の確保について努めてまいりたいと考えております。 

   次に、若者が集まり活性化が期待できる、福島東稜高校看護科の誘致についてです

が、人口減少に歯止めをかけるための施策展開は極めて重要であり、八巻議員ご提案

の高校看護科の誘致は、若者が国見町に残るため、または若者に国見町で暮らしても

らうための施策展開として有効だと言えます。全国でも大学などの誘致で若者の移住

定住に一定の成果を上げている事例もあります。しかしながら、大学、専門学校、高

校等の誘致には、相手がいるため時間を要すること、また、土地の確保で多額の費用

がかかることなど、様々な課題もあります。すぐに実現することには難しいものと認

識をしております。 

   一方、総合計画後期計画の一覧表の中には、国見町を次の世代に引き継ぎ、さらに

魅力あふれるように、町としていくために、幅広い人たちからのアイデアの募集、学

生や官民の若手等によるワークショップを実施し、地方創生につなげるみんなでつく

るＫｕｎｉｍｉｒａｉ共創プロジェクト事業を記載しております。まずは、若者に選

ばれるまちづくりに向けたソフト事業から取組を進めてまいる考えでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 最後に、１０番小林聖治君。 

   小林聖治君。 

（１０番小林聖治君 登壇） 

１０番（小林聖治君） 町長は施政方針においてＪＲ藤田駅前ロータリー整備、多目的施

設整備、企業誘致の推進など、町の将来を形づくる施策を掲げられました。いずれも

町民の期待が大きい重要施策であります。 

   本日は、方向性の是非ではなく、その実現を確かなものとするための総額の見える

化、将来負担の管理について、確認の意味でお伺いいたします。 

   まず、ＪＲ藤田駅前ロータリー整備について。 

   駅前整備は町の顔づくりであり、将来世代に影響を及ぼす投資であります。町長は

施政方針の中で、事業説明会を開催し、実施設計の策定を進めていくとうことですが、

実施設計はいつごろまでに完了するのかお伺いいたします。 

   次に、現時点で想定している概算総事業費の見込みは幾らなのかお伺いします。本

事業は、複数年度にわたりますが、当初予算では継続費が設定されておりません。総

事業費の全体像を、どのように議会と共有、管理するのかお伺いします。 

   また、総額が当初想定を超えた場合の見直しはどうするのかお伺いします。 

   次に、災害対策機能を併せ持った多目的施設の整備を進めるとありますが、施設の

整備を検討する検討委員会の設置はいつ頃になるのかお伺いします。 

   また、理念だけでなく、実現具体性が求められている多目的施設ですが、現時点で

想定している総事業費の規模は幾らかお伺いします。 

   さらに、他の大型事業との優先順位はどのように整理しているのかお伺いします。 

   次に、企業誘致を推進するため、企業誘致推進計画を策定するとありますが、その



 

‐99‐ 

 

計画はいつ頃まで策定するのかお伺いします。 

   また、施政方針に掲げていることから、具体交渉段階にある案件は存在するのかお

伺いします。 

   関連して、数ある自治体の中で、国見町に来ていただく誘致企業に提供する支援策

の内容は考えているのかお伺いします。 

   次に、大型事業がやや多いように見受けられますが、大型事業全体の総投資規模の

上限はどのように管理しているのかお伺いします。 

   また、町民の不安を担保するためルールをつくるなど、総額が当初想定を超過した

場合の見直しはどうするのかお伺いします。 

   本日確認してきたのは、町民が安心してこの事業を見守ることができる枠組みがし

っかり整っているかどうか、総額は幾らなのか、将来負担はどういった水準なのか、

想定を超えた場合どこで立ち止まるのか。大型事業は始めることよりも信頼の下で完

遂することのほうが難しいと思います。町の未来に責任を持つということは、町民の

安心に責任を持つということであると思います。我々議会もまた、その責任を共有す

る立場であります。町が掲げた施策が、町民の信頼の下で着実に前進することを強く

期待し、質問を終わります。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） １０番小林聖治議員のご質問にお答えします。 

   初めに、ＪＲ藤田駅前ロータリー整備についてです。 

   まず、実施設計の完了につきましては、現在、関係機関との協議や安全対策の検討

に時間を要しておりますが、できる限り早期に完了できるよう努めてまいります。 

   次に、現時点で想定している総事業費につきましては、令和６年度に実施いたしま

した基本設計業務において、大枠の事業費を２.７億円と見込んだところでございま

す。 

   次に、総事業費等の議会との共有につきましては、今後実施設計を取りまとめなが

ら、適切な時期に、計画図や事業費について議会にも説明させていただきたいと考え

ております。 

   次に、事業費総額が想定を超えた場合の対応につきましては、物価高騰の影響から、

基本設計時の事業費を超えることも想定されております。そうした場合、実施設計の

成果を精査するとともに、財源の確保、スケジュールの調整などを検討しながら進め

てまいります。 

   続きまして、多目的施設整備についてです。 

   まず、多目的施設の整備に向けた検討委員会の設置につきましては、検討委員会の

設置時期でございますが、現在のところ夏頃を見込んでおります。 

   次に、多目的施設の総事業費についてでございますが、設置規模が未定であります

ので、総事業費をお示しする段階では、今のところございません。 

   次に、他の大型事業との優先順位につきましては、令和８年度以降、認定こども園

の整備、まちの駅、藤田駅前ロータリー整備、子育て支援住宅の整備などの大型公共
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事業が控えているため、多額の財政出動が必要となります。国見町の持続的な維持発

展に向けた規律ある財政運営を念頭に置きながら、大型公共事業の整備時期を分散さ

せ、平準化させる必要があります。多目的施設については、公約として打ち出しても

いますので、優先順位は上位になりますが、実施時期については認定こども園整備に

要する事業費が判明以降に、町の財政状況を詳細に検討しながら、慎重に判断してま

いります。 

   次に、企業誘致促進計画の策定時期につきまして、企業誘致推進計画は町の企業誘

致に係る基本的な考え方をまとめるものであります。計画の策定に合わせて、補助や

優遇措置に関して、その基本的考え方を検討し、令和８年度中の策定を目指してまい

りたいと考えております。 

   次に、具体的な交渉段階にある案件の存在につきましては、現在、交渉段階にある

案件はありませんが、速やかな計画の策定によって、誘致を推進してまいりたいと考

えております。 

   次に、誘致企業に提供する支援策の内容についてですが、現時点では補助金の交付

や利子補給金の補助、税制面での優遇などが考えられますが、今後、支援策について

は詳細を検討してまいりたいと考えております。 

   次に、大型事業全体の総投資規模の上限の管理につきましては、私が公約として掲

げました認定こども園、多目的施設、子育て支援住宅、まちの駅の整備、現在事業が

進んでおります藤田駅前ロータリー、これら事業を強力に推進、加速させてまいりま

す。 

   一方で、これらの大型事業は相当の規模になることが見込まれます。そのため、来

年度より各施設の整備に向けた策定委員会等を立ち上げまして、全体像の把握と、進

め方の調整を進めてまいりたいと考えております。 

   いずれにしましても、財政の健全性を保ちつつ、確保しつつ、交付金の活用、事業

の優先順位づけ、負担の平準化を図り、将来の負担管理に努めてまいりたいと考えて

おります。 

   次に、総額が当初想定を超過した場合の見直しにつきましては、まずは全体事業費

の把握に努めるとともに、規律ある財政運営を図ってまいりたいと考えております。 

   以上、施政方針に対する答弁を申し上げました。 

議長（山崎健吉君） これをもって、施政方針に対する質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（山崎健吉君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

   なお、本日午前１１時より、議案調査会を委員会室で開催しますので、ご参集くだ

さい。 

   また、９日から１３日まで午前１０時より議案調査会を委員会室で開催しますので、

ご参集願います。 

   １６日は、午前１０時より本会議を開きますので、ご参集願います。 
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   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでした。 

（午前１０時５０分） 



 
 
 

第  ５  日 
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◇開議の宣告 

議長（山崎健吉君） おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会

議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２６号 令和８年度国見町一般会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第１、議案第２６号「令和８年度国見町一般会計予算」につい

ての件を議題といたします。 

   本案件について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 議案第２６号、令和８年度国見町一般会計予算についてご説明

申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２６号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。 

   本議案に限り、歳入と歳出を区分し、歳入については全般に、歳出については款の

順序に従って、最後に全体的な質疑を行います。 

   なお、質疑にあたっては、議席番号及び質疑事項のページ、答弁者を告げて１件ず

つ質疑されますようお願いいたします。 

   それでは、初めに歳入についての質疑を行います。 

   質疑ありませんか。 

   １０番小林聖治君。 

１０番（小林聖治君） 新年度予算では、町税が１０億円を超える水準となっております。

近年では、高い水準であると認識しておりますが、そこで町税が１０億円を超えた主

因は何なのか。税目別にどのように分析しているのか、お伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 税務課長。 

税務課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   町税が１０億円を超えているということでございますが、主なる要因といたしまし

ては、個人町民税におきまして納税義務者が増加したことにより、個人町民税が約

４４９４万円、増加をしているところでございます。税目ごとで言えば、固定資産税

におきましては、課税標準額の上昇、新築家屋の増加により、約６００万円ほど増加

していると、ほかでは、軽自動車税におきましては、種別割におきまして、自動車が

普通自動車から軽自動車を求められる方が多くなっている状況に鑑みまして、積算を

増やしているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（山崎健吉君） 小林聖治君。 

１０番（小林聖治君） これは、人口が減少している中です。個人町民税が増加している

のはどのような理由なのか、お伺いします。 

議長（山崎健吉君） 税務課長。 

税務課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   人口減少下において、納税義務者が増加しているという状況でございますが、近年

の経済状況によりまして、それぞれの名目賃金の上昇などにより、給与所得の増加が

影響しているものと考えております。本日、確定申告の最終日でございますが、確定

申告終了後、様々、調査、検討をする必要があろうかと思いますが、そのような状況

が現在続いているということでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 小林聖治君。 

１０番（小林聖治君） 今年度のような税収増を町のほうは今度どのように見込んでいる

のか、もし見込んでいるとしたらどのような根拠を持っているのか、お伺いいたしま

す。分かりますか、大丈夫ですか。 

議長（山崎健吉君） 税務課長。 

税務課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   本年度の積算は、近年の経済状況に基づいて積算したものでございまして、今後の

状況でございますが、確かに議員おっしゃるとおり、人口減少の中、納税義務者が増

加しているというのはトレンドに反しているのではないかということでございますが、

その辺の部分については、今後とも精査が必要であって、中長期的には慎重な積算が

必要になるだろうと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） なければ、歳入の質問を終わります。 

   続いて、歳出についての質疑を行います。 

   初めに、１款議会費、２款総務費についての質疑を行います。 

   ３５ページから６０ページです。 

   質疑ありませんか。 

   ８番宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） ５１ページ、総務費、総務管理費、情報管理費について、全般的に

お伺いしたいと思います。 

   情報管理、デジタル化の推進ということで、これは、もう避けられないと思います。

昨年度は、基幹系システムを整備したということなんですけれども、今後、ランニン

グコスト等、相当毎年かかってくると、当町にも、全体的にも費用がかかっていると、

これはもう毎年かかるということで、この辺の整理等をちょっとお伺いしたいと思う

んですけれども、まず、仕事の効率化、どのように効率的になっていくのか、それと
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重複するシステム、使用頻度が低いシステム等は廃棄というか、やめるという決断も

私は必要だろうと思います。それと、コントロールタワー、これは、企画調整課がき

ちっと各課のシステムを理解して効率的な運営をしていただきたいと思います。 

   それと、これは提言なんですけれども、庁内で見直すというのは皆さん現場なので、

具体的に見直すというのはちょっと無理ではないかなと思いますんで、これは今年に

限らず来年度以降も続きますんで、これに精通した、福島県内にはあるかどうか分か

んないですけれども、コンサルタントを入れまして、この辺の整備等をきちっとやっ

ていただいて、町民の方は、このデジタル化を享受するような形、または見るような

形を示していただきたいと思います。この辺について、これについてお伺いしたいと

思います。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 宍戸議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書の５１ページ、９目の情報管理費のところに様々な予算を計上してございま

す。令和７年度につきましては、システム標準化のため大きな予算がかかりましたが、

令和８年度につきましては、移行作業が終わりましたので、令和８年度以降、ガバメ

ントクラウドの使用料等々がかかってくることにはなりますが、引き続き、ＤＸ、情

報関係を推進していくことによって、宍戸議員ご提案のとおり、効率化に努めてまい

りたいと思いますが、その一方で、効率化するものの情報管理費の予算が、毎年うな

ぎ登りで上がっていくことは決して望ましい形ではないと思いますので、あまり利用

されていないシステムについては改善をする等々の見直しも行いながら、引き続き情

報、ＤＸの推進と効率化、この両面について推進をしてまいりたいと考えてございま

す。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） 先ほどもう一つなのですけれども、これは庁内で見直すといっても、

現場現場で大変な、各セクションありますので、この辺は、やはり専門家、コンサル

タントとか、今年は無理としましても、将来的にはそういうところから当町のシステ

ムが効率よく運営しているのかどうか、やっぱり見ていただく必要も生じてくるんで

はないかなと思います。その辺、もし考えありましたらお聞かせお願いしたいなと思

います。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 宍戸議員のご質問にお答えします。 

   答弁が漏れてしまいまして申し訳ございません。ご提案のあったアドバイザーの関

係なんですが、今年度につきましては、ＤＸ推進基本方針を町で策定を進めていま、

先日議会にもご報告、ご説明をさせていただきましたが、その計画につきましては、

アドバイザーの方に入っていただいて進めてきました。県のアドバイザーなどを有効

活用しながら町でもＤＸの推進を進めていきたいと思います。あわせて、アドバイザ

ーをお願いするのと一緒に我々職員側もＤＸについての理解を深めながら、職員のス
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キルアップについても同時並行で進めてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかに質疑ありませんか。 

   １２番渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） ページ数は５２ページ、３ページなんですけれども、大丈夫です

か。 

議長（山崎健吉君） いいです。 

１２番（渡辺勝弘君） では、企画調整課長にお尋ねいたします。 

   ５２ページで、１款総務管理費、２つの歴史的建造物の街なみ環境調査事業という

ことで６００万円の予算を計上しておりますけれども、まず、その中身についてをお

尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   予算書の５３ページになります。 

   委託料の中で、歴史的建造物・街なみ環境調査事業として６００万円、予算計上を

してございます。こちらにつきましては、歴史的風致維持向上計画を策定している市

町村に対して、令和８年度から新たな補助事業が創設されたことで、国見町でも新年

度から取り組んでまいりたいとするものでございます。内容につきましては、歴史的

建造物の街なみ環境調査事業になります。具体的には、奥山家住宅や旧八木屋呉服店

の石蔵などの歴史的建造物を核とした旧藤田宿のエリアデザインを描くことで、町な

かのにぎわい創出につなげていきたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） そうしますと、それのエリアデザインを作りたいということなん

ですけれども、あくまでも今、出ていました八木屋さんの蔵とか、いろんな建造物を

まず見てみると、そういうことを見ているということに委託料を払うということなの

か、あくまでもそれを基にしてエリアデザインをつくるための委託料と、そこまでを

含んだ委託料と考えてよろしいのか、ちょっとお尋ねしたいなと。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   今回の６００万円の中身につきましては、藤田宿内にある歴史的建造物の調査プラ

ス町なか全体の歴史的財産を核としたにぎわい創出に向けて、どういったまちづくり

ができるかという部分について、パース図を含めた絵を描いていただくところまでが

含まれています。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 今、課長から答弁いただいたように、いろんなものを考えていく

ということになると、私どもに来ていただいている協力隊の方がいろいろ町を回って



 

‐109‐ 

 

いろいろな場所を見て活動をしていることは、私も知っているわけなんです。そうす

ると、そのような方々は結局、町をどういうふうに見ているのかというのは、随分分

かっているので、そういう方も一緒に混ぜてコラボして、その情報を一人一人ばらば

らに持つのではなくて、協力隊の方々と一緒に一つの、先ほどのコラボというか、そ

ういうものをやっていくべきではないかなと思っているんですけれども、その辺はど

のように考えているのかお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   今回のエリアデザインの関係につきましては、渡辺議員おっしゃるとおり地域おこ

し協力隊の中にはまちづくりに興味があって、そういった分野にタッチしたいとの希

望を持っている方も新年度、４月１日から採用を予定してございますので、そういっ

た方々も含めて地域おこし協力隊と連携できる部分は多々あるかと思いますので、そ

の部分については、十分連携を進めてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかに質疑ありませんか。 

   ６番蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 議長、何件まで続けて大丈夫ですか。 

議長（山崎健吉君） ３件ずつお願いします。 

６番（蒲倉 孝君） ではまず、１つ目、２款１項８目、予算書４６ページ、個別資料の

２０ページの地域おこし協力隊活動事業７４１７万３０００円でありますが、令和

６年度、３９６８万７０００円、令和７年度、５７３９万６０００円、当初が

７４００万円、様々な活動を行っていると思いますけれども、数字とか行動、活動が

見えてこないんですが、具体的にご説明をお願いできますか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えいたします。 

   個別の主要施策の概要の２０ページになります。 

   地域おこし協力隊の活動事業についてです。 

   新年度においては、総事業費を７４１７万３０００円で計上してございます。まず、

新年度については、協力隊員の人数を企画調整課では１２人分で予算を計上してござ

います。新年度の初日、４月１日には今の予定では１０人体制で、５人が継続で新規

が５人になります。さらには、年度途中での採用予定を２人とし、計１２人分の予算

を計上してございます。この１２人のうち継続は５人となり３人が関係人口創出部門

活動してございます。残りの２人については、地域ブランド産品開発部門でそれぞれ

活動してございます。 

   地域おこし協力隊につきましては、それぞれのスキルを生かした形で国見町内で

様々な活動を行っているものの、確かに蒲倉議員おっしゃるとおり、まだまだ町民へ

の浸透が進んでいない側面もあろうかと思いますので、新年度以降につきましては、

議会にも活動内容を随時共有しながら、新しい方も含めた１０人が国見町内で自分の
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スキルを生かした活動ができるようにバックアップをしっかり取っていきたいと考え

てございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ありがとうございました。 

   議案調査会でご説明いただいたときに、３月２２日でしたっけ、２２日に活動報告

会を実施するとも伺っているので、ぜひ確認したいと思います。 

   次の質問です。 

   次が、２款１項８目１８節、予算書５０ページ、主要施策の１７ページ、まちづく

り推進事業、この中に、まちづくり協議会補助金１３６１万円とあります。この内訳、

詳細についてご説明いただけますか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えいたします。 

   予算書の５０ページになります。 

   補助金の中で、まちづくり推進協議会事業として１３６１万円、予算を計上してご

ざいます。こちらの内訳になりますが、合計で７事業分になります。まず、１つ目が

夏祭り事業に６０万円、２つ目が義経まつり事業に９００万円、３つ目があつかし山

ビッグツリー事業に３２５万円、４つ目がＣＭ大賞に２０万円、５つ目が小坂まちづ

くりの会の取組に対して２０万円、さらに６つ目として大木戸歴史むらづくりの会の

取組に対して２０万円、最後にフォトコンテストとして１５万円になります。さらに

は、事務費としての１万円がございますので、７つ足しますと１３６１万円になりま

す。 

   なお、予算上は今の内訳になりますが、最終的な内訳につきましては、４月下旬に

開催予定のまちづくり推進協議会に議案として事業計画を提出し決定いただく流れに

なってございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 詳細をありがとうございました。 

   では、４月末に確定した段階でもう一度、ご説明いただけますでしょうか。 

   もう一つ質問をします。 

   同じ２款１項８目１８節の予算書５０ページの中に、主要施策で言うと１８ページ、

移住定住推進事業、この中に移住支援４６０万円、住宅取得７５０万円、空き家改修

で１８０万円というふうに計上されておりますが、どのように支援を行うのかお伺い

します。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書の５０ページになります。 

   ５０ページの補助金の中で、まず、３つ目になります。空き家改修等支援事業補助
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金として１８０万円を計上してございますが、こちらについては、空き家を取得した

方が改修する場合の補助金になります。 

   その下に、住宅取得支援事業補助金として７５０万円を計上してございますが、こ

ちらにつきましては、住宅を取得した場合に、その方に対して一定の要件に応じて補

助金を交付する中身になってございます。 

   さらに１つ飛んで移住支援金給付事業補助金として４６０万円を計上してございま

すが、こちらにつきましては、東京などを含めた首都圏から国見に移住した場合に、

条件が一部厳しい部分もありますが、一定の条件を満たした方に対して、国・県の補

助に町でも上乗せをして給付金を支給しているものが、大きな移住・定住対策の補助

になります。 

   その他にもお試し滞在や、交通費の支給等々の補助金もございますが、大きなとこ

ろについては以上となります。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） その支援を受ける方、どのように支援行うのか、どのように告知を

していくのか再度お伺いします。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えをいたします。 

   まず、対象になる方が、いわゆる国見以外に住んでいる方が国見に移住定住した場

合になりますが、まず、周知の方法については、町のホームページ等での周知になる

のが１点になります。 

   それから、あくまで補助金になりますので、本人からの申請後に交付決定になりま

すので、まず、対象者の方々が町のホームページを見て確認していただいて、問合せ

が町側にありますので、その問合せ、相談に乗りながら申請の手続を支援する流れに

なってございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ホームページだけですとなかなか難しいかなと、特に移住定住の県

外の方というと、やはりほかの告知方法も今後検討してください。よろしくお願いし

ます。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   ５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書の４８ページの移住定住の関係です。 

   ５００万円、移住定住の委託料としてコーディネーター、それから、お試し住宅と

一括して提案されているんですけれども、ちょっと内訳、まず、聞かせてください、

内訳。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書の４８ページの委託料になります。 
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   移住・定住対策事業として５００万円を計上してございます。中身としましては、

今、お話がありました移住コーディネーターの配置とお試し住宅の２本立てになって

ございます。大変申し訳ございませんが、まだ、内訳や明細はございません。この

２つに取り組む形で総額として５００万円の予算をお願いしているところです。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 議案調査会でも説明があったわけですが、どうもイメージが沸かな

いんです。そこで、このコーディネーターについてお聞きしますが、これはどういう

方をコーディネーターとして委嘱と、委託する予定なのか、その根拠も併せてお聞か

せください。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えします。 

   まず、移住コーディネーターについては、今、現時点で想定している方につきまし

ては、地域おこし協力隊を卒業、卒隊したＯＢ、ＯＧの方にお願いを想定してござい

ます。中身としましては、やはり３年間、国見町内で活動して、実際その方が国見に

移住定住することになりますので、やっぱり実体験をお話しながら、いろいろ移住定

住を考えている方の相談に乗るためには、そういった相談に乗る側が実際体験という

んですか、経験をしている方のほうが望ましいのではないかということで、現時点で

想定しているのは協力隊のＯＢ、ＯＧの方を想定してございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 言っていることは分かるんですけれども、実際に移住定住をされる

方は当然、土地込みだよね。建物だけ貸してくださいという人も中にはいるかもしれ

ませんが、その土地をどういう形で、いわゆる名変できるか、名義変更、売っていた

だけるかということも含めて将来的にずっと国見に住むと、こういう将来展望を持っ

てきているはずなんですよ。地域おこし協力隊員が、果たしてその土地、建物がどう

いう経過をたどってここにあるかというのは分からないわけなんだよね。やっぱり地

主さんにとっては知らない人に売りたくないとかいろいろあるわけですよ、近所の人

に売りたいとか、だからそういう意味では、表面的な情報は分かりますよ、３年も住

めば、それは分かりますよ。ただ、もっと深い情報は多分、分からないと思うんです。 

   そこで、不動産屋さん、あるいは地域のそういう、古くから住んでいる方々の情報

ネットワーク、ここまである程度しっかり整備しないとなかなか実際に移住する条件

が整わないんではないかと思うんですが、その点について現段階の考えを聞かせてく

ださい。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   今、お話のとおりだと思います。地域おこし協力隊のＯＢ、ＯＧの方が移住定住を

考えている人の相談に１００％受け答えができるかどうかは、やはりまだまだ難しい
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部分があろうかと思います。 

   現時点で想定していますのは、地域おこし協力隊のＯＢ、ＯＧが全てを対応するの

ではなく、または、まずは窓口としてお話を聞いて、その中でちょっと不明な点等を、

今、お話があった特に土地とか建物の部分ですとか、そういったものがあれば、まず

は、コーディネーターから町に情報をしっかりいただいて、町で、例えば今年度、宅

建協会と協定を結んで空き家対策などもこれから積極的に取組をしていく予定になっ

てございますので、宅建協会につなぐとか、紹介をするとか、そういった形で相談に

来られた方に、できる限り受け答えできる方をきちんとこちらのほうでも準備すると

いうか、つなぐところを大事に進めていきたいなと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 議案調査会でお聞きしませんでしたが、お試し住宅、これは委託料

ですよね。ということは、どなたにこれはお支払いするんですか。借りる住宅の地主

さんというか、所有者に委託料を払うのか、それともコーディネーターに住宅の、ち

ょっと意味がよく分からないので、ちょっとそこをもう一回説明していただけますか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えします。 

   今回、当初予算でコーディネーターとお試し住宅として５００万円、委託料で計上

してございます。正直なところ言いますと、お試し住宅については、まだ具体的にど

この家にするのかについては、これからになります。その住宅を町が取得するのか、

それとも借りるのか、その部分についてもまだ未定になりますので、当初予算上は大

変申し訳ありませんが、委託料で計上させていただきました。年度をスタートしてか

ら、しっかり準備を進めながらどういった形のお試し住宅が国見町にとって一番ベス

トなのか、その手法について、これからしっかり検討していきたいと考えてございま

す。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   ６番蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 確認を含めて、あと３つあるんですけれども、よろしいですか、続

けて。 

議長（山崎健吉君） はい、どうぞ。 

６番（蒲倉 孝君） まず、１つ確認なんですけれども、２款１項９目、予算書５１ペー

ジ、主要施策の２３ページ、先ほど宍戸議員がご質問していましたデジテル変革（Ｄ

Ｘ）推進事業６８１９万２０００円、繰り返すようですけれども、今年度、令和７年

度、２億円もかけてシステム構築したと思うんですが、ガバメントクラウド管理運用

などで毎年６７００万円の費用がかかるように計上されているんですが、この前の調

査会でご説明がありましたけれども、国が支援を検討中とも伺ったんですが、その辺、

ご確認したいんですが。 



 

‐114‐ 

 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書５１ページ、１２節の委託料にガバメントクラウド管理運用業務として

２９２０万９０００円、さらには、予算書の５２ページになりますが、一番上の使用

料及び賃借料で、ガバメントクラウド利用料として３１００万円、この２つの合計で

６０２０万９０００円の予算を新年度では計上してございます。先ほど、蒲倉議員か

らお話あったとおり、令和７年度に標準準拠システムへの移行として約１億

８０００万円ほどの費用がかかってございますが、こちらについては、１０分の

１０の国の補助を受けながら今年度、順調におおむねの業務が今、標準化に移行完了

した形になります。令和８年度からは、構築したシステムの運用経費がかかりますの

で、先ほど言った６０２０万９０００円を新年度ではお願いしてございます。 

   実質的な運用初年度になりますので、この金額も正直コンクリートではなく、まだ

まだ動く余地がありますので、まずは、契約時に精査をしながらしっかり契約を進め

ること、それから今、お話があったとおり、現在、このガバメントクラウドの管理運

用経費が当初の想定よりも多くかかることが全国の市町村から声が上がっていること

もあって、国でもその一部に対しての財政支援を検討中との情報も入ってきています

ので、今後注視をしていきたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ありがとうございます。 

   出てきましたらご報告ください。 

   次も確認になりますが、２款１項１０目、予算書５３ページ、主要施策の２４ペー

ジ、歴史まちづくり事業、先ほど渡辺議員が質問をされていた内容を確認したい点が

１つございます。 

   令和７年度は３１３万８０００円、当初予算で委託料を８８５万５０００円、これ

は新しい事業を行うのかなというふうにも思いますが、先ほども説明ありました歴史

的・街なみというお話があったんですけれども、今回の会議で私、一般質問をしてい

るとおり、これはまちの駅とのつながりはどのようになるんですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 蒲倉議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書５３ページの委託料で、歴史的建造物・街なみ環境調査事業として６００万

円を新規事業として計上してございます。先ほどお話ししたとおり、内容としまして

は、藤田宿地内にある歴史的建造物を活かした町なかのにぎわい創出事業を検討して

いく中身になります。町で今、進めていますまちの駅整備と一定程度リンクする部分

は当然出てくると思ってございますので、その部分につきましては、関係各課と連携

をしっかり取りながら、連携できるところは、しっかり連携して進めていければと考

えてございます。 

   以上、答弁とします。 
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議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ぜひ、まちの駅、進めていっていただきたいと思います。 

   次の質問が、２款４項１目１２節の１２４万円と１４節の６８万５０００円、予算

書で言いますと５８ページ、主要施策で１４ページの選挙管理委員会事務事業、合計

で１９２万５０００円、これは何が増加したのかご説明ください。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 蒲倉議員のご質問にお答えいたします。 

   この２款４項１目の選挙管理費の増についてのお質しでございますが、この増につ

きましては、令和７年度におきまして、基幹システム標準化がございました。それに

伴い新たな選挙投票のシステムを導入したところでございます。そのため、新年度、

令和８年度におきまして、そのシステムの電算処理等の委託料、また、システム借上

料を計上させていただいたところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書の４７、４８ページに地域おこし協力隊のインターンの予算

が報償費７２万円、それから、委託料１００万円で１７２万円ついています。これも

議案調査会で聞けばよかったんですが、ちょっと漏れてしまいましたので、ここで聞

きます。企画調整課のインターン、来年度予算、インターンではなくて来年度の予算

の内訳は、まちづくり、建築、それから、広報、食農活動、それから、食育と、こう

いう分野になっているわけですよ、１０名は、１２名かな、１０名か。このインター

ン６名はどこに入ってくるんですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書の４８ページ、１２節の委託料の中段で、地域おこし協力隊インターン業務

として１００万円を計上してございますが、こちらにつきましては、令和８年度の途

中から令和９年度にかけて新たに地域おこし協力隊として、着任したい方が着任前に

国見町にお試しで来て、どんな活動、自分がしたい活動が国見町でできるかどうかを、

一度事前に来てお試しするのがインターン制度になりますので、あくまで令和８年度

の途中、あるいは令和９年４月１日から採用の方が事前に国見に来る方として、６人

を見込んでいます。 

   先ほど佐藤議員がお話をされた新たな部門で５人の方が４月１日から正式に着任予

定です。その方は１０人体制のうちの５人が新規で来られますので、その５人の分野

を先ほどお話しいただいたということで、インターンとは別という形になります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ですから、そのインターンはどういう分野を想定しているんですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 
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企画調整課長（佐藤智昭君） 失礼しました。インターン６人分については、どういった

部門で来るかはまだ全く白紙の状態になります。基本的にはフリーミッション部門と

いう形で募集をして、その方が国見町で何をやりたいかになってきますので、インタ

ーンの中身は、まだ未定になります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） そうすると、インターンは募集するわけでしょう、どっちにしたっ

て。それは、全く分野を示さないで受け入れると、こういうことですか。そうすれば、

例えば農業部門とか、あるいは商工部門とか、そういう方についても当然受入れにな

れば予算措置はここでいいということ。あくまでお試しだから、それは企画でそこの

ところについてを采配していくという理解でよろしいんですか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えします。 

   現時点で、６人の方のインターンを想定した予算を計上してございます。この６人

については、あくまで企画調整課の部門としての６人で想定していましたが、制度上

は、総務省で１本になっていますので、今、お話があった農業部門などの方でインタ

ーンをしたい方がいれば、それは町として拒むものではないと考えてございます。当

初予算上は、あくまで企画の部門のフリーミッションとして６人分を、予算計上して

ございますが、必要に応じて希望があれば農業部門の方を、ここで受け入れることは

可能と思っています。せっかく国見に来たい方がいれば、そこは、門戸を広げて受入

れはしたいと考えてございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   １３番松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 予算書の４８ページ、１２節委託料、一番最後のところで地域プ

ロモーション事業１０７３万１０００円とありますが、この内容を伺います。また、

どこに委託をするのか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 松浦常雄議員のご質問にお答えをいたします。 

   予算書４８ページの一番下に、委託料として地域プロモーション事業１０７３万

１０００円の予算を計上してございます。こちらにつきましては、国の再生加速化交

付金を活用して実質１０分の１０で、国見町の魅力発信を町外で実施する事業で、具

体的には仙台圏と関東圏で国見町のＰＲを展開する予算を計上してございます。なお、

委託先については、これから検討する形になります。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） 松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） これは、令和８年度だけではなくて毎年やっていることかと思う

んですけれども、効果のほどはなかなか見えてこないんですが、どのような効果が今
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まであったんでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 松浦常雄議員のご質問にお答えします。 

   こちらの魅力発信事業につきましては、令和７年度の６月補正予算で仙台圏のＰＲ

を予算計上して、令和７年度、実施してございます。令和８年度につきましては、仙

台圏プラス関東圏、現段階では鎌倉、義経つながりで鎌倉周辺でやれればと考えてご

ざいますが、まだ実質、令和８年度が２年目になりますが、１年目、仙台圏で行った

ＰＲ事業につきましては、その後、道の駅への来訪があるなど、少なからず効果はあ

ったものと思ってございます。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に３款民生費についての質疑を行います。 

   ページ数は、６１から７５ページです。 

   質疑ありませんか。 

   １２番渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） これは教育総務課だと思うんですけれども、民生費の中で、３款

民生費の報酬費９６２万２０００円、会計年度任用職員ということで計上しておりま

す。そして、これはももたん広場のことかと思うんですけれども、約１１００万円ぐ

らいの県からの補助金を頂いて運営しているということですけれども、運営費イコー

ル県から来るお金が職員の人件費となっているんですけれども、そういう形でずっと

なっているのか、その点についてお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   ７３ページ、３款２項児童福祉費、３目の児童健全育成費の中身ということでよか

ったですか。 

１２番（渡辺勝弘君） はい。 

教育施設課長（佐藤智宏君） こちらにつきましては、子どもクラブ、ももたん広場、幼

稚園の預かり保育の人件費等が入っております。子どもクラブ、ももたん広場とも

国・県の補助金により運営をしているものでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 主要施策の１３１ページにはあるんですけれども、ももたん広場

の運営ということで、これは前というか、今の課長ではないんですけれども、ちょっ

と前の課長にもお願いしていたというか、答弁をいただいたんですけれども、この運

営は、やはり今後どうするのか、やはり予算の１９００万円ぐらいの中で１１００万

円が県からの補助金を頂いている、残りの今回は６２０万円ほど自カというか一般財

源を使っていると。 
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   このようなやり方をしていたのでは、はっきり言って県からの補助金がなくなれば、

この施設をやめなくちゃいけないのかなというように考えているのかということを前

には言っていたんですけれども、そして、もし継続するのであれば、ある程度、受益

者負担というか、維持管理をするために幾らからでも利用者に負担をいただいたほう

がいいのではないかと言っていたんですけれども、その辺については、県の補助が終

わった時点で考えるということで理解してよろしいですか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   こちらはももたん広場に係る補助金ということで、復興関係の補助金を充当してい

るということでございます。令和８年度につきましては、事前の書類の手続等も進め

ておりますので、補助金は交付される見通しでございます。今後については、施設の

更新の時期等もありますので、その辺も見据えまして検討していくということになる

かと思っております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） では、町長にお尋ねいたします。 

   今、課長が答弁されましたように、来年度につきましては、県からの補助があると

いうことはお聞きしました。令和９年度以降になりましたら、この予算がもらえるか

どうかというのは非常に難しいかなと思っております。この施設を利用している方は

大変喜ばしいと、ましてや町外の方が利用している方も多いということを聞いており

ます。となれば、町の一般財源を負担してもこれを持続させることを町としては考え

ているのか、その辺を町長の考えをお聞きしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えいたします。 

   ももたん広場の運営につきましては、補助金やふるさと振興基金を財源として運営

しております。令和８年度の補助金については予算計上しており、新年度で交付を受

ける予定でございます。令和９年度以降の補助金の有無については、先ほど課長から

ご説明したとおり見通しはついていませんけれども、町内会から多くの子育て世帯の

利用があること、交流人口の創出の重要性に鑑みて、現時点においては、財源を何と

か確保しまして継続していくことが妥当だと考えております。その中で、一般財源を

入れるのかどうかにつきましても、検討をしてまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   ５番佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書６６から７ページ、障がい者福祉、保健福祉課のほうのご努

力で、私がしつこく聞き要望をしてまいりましたヘルプマーク、そちらこちらで見か

けるようになりました。感謝申し上げます。そこで、昨年の９月の決算議会で聞いた

以降、どういう推移になっているかお知らせいただきたいんですが、できれば前年の
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３月に議会で報告された数字との比較も併せてお答えください。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） ５番佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   昨年３月末から３月２日現在までですが、ヘルプマークは、２１、増加しました。

内訳は、身体が１０、内部疾患が３、視覚が１、精神４、難病２、その他が１となっ

ています。合計で２１です。９月議会以降は、身体が８、内部が２、精神が３、難病

１、その他１の１３の増になります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

５番（佐藤 孝君） 総数はいくらですか。 

福祉課長（黒田典子君） 総数は、８６になります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） そうすると、昨年の３月の議会の答弁は６５で２１増えて８６と、

こういうことですよね。そのときのやり取り、それから、昨年の９月決算議会のやり

取りでも、お分かりだと思いますけれども、町とすれば当然広報紙での周知、それか

ら、高齢者が集まる様々な集い、集会等でヘルプマークの広報を行ってきたと、行っ

ていると、こういう理解をしておりますが、問題なのは、そこにとどまらず、健常者

も高齢者には何というのかな、やっぱり体に不調を来している方が数多くおりますか

ら、若い方々、あるいは現役世代、はっきり言えば、現役世代の場合は健康な方がほ

とんどですから、あまりそういうものに触れることは、よほど公共交通機関を利用さ

れている方は別にして、ヘルプマークに触れることあまりないと思うんですよ。 

   今後、いわゆる健常者に対するヘルプマークの意義なり、目的なり、それらを周知

する、知らしめる方法、現時点でありますか、考えていること。これまでのこと以外

に。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   健常者の方は、福祉課で実施しておりますサロンや、事業等に参加する方は少ない

状況です。ヘルプマークを普及させる方法として、健常者の方は買物等に行かれます

ので、町内の事業所にご協力いただきたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今、課長おっしゃったようなことと、それから、継続してカラーで

ぜひ、カラーになっているのかな今、広報活動をお願いしたいと思います。 

   それでもう一点、敬老会について聞きます。 

   これは予算書でいくと、６４ページ、敬老祝金、報償費で２５９万円の予算がつい

ております。これは、定例の議員懇談会なり、先般の議案調査会でも説明がありまし

たが、町全体での敬老会は予定をしていないと、ただ各地区、各町内会等で主体的に

運営、実施すればお金をつけますと、こういう説明だったんですが、想定される地区、
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町内会等の敬老会、把握していますか、今。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   現段階で、敬老会を実施したいというお話をいただいているのは、地区での敬老会

となりますが、大枝地区、その他は板橋南町内会からお話は伺っています。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） そうしますと、２５９万円の予算の範囲内で、それらを予定されて

いる、今後、増えるかもしれませんが、そこに負担を、支出をすると、こういうこと

ですか。それは、別に予算つけるということ。 

議長（山崎健吉君） 福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） お答えいたします。 

   敬老事業ということで、高齢者の集い等を行うところについては、その地区に住ん

でいらっしゃる７５歳以上の方に対して、１人幾らということで補助金を考えていま

す。また、敬老会、集いを行わないところについては、同等の金額で記念品等を考え

ております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） もう何回も言っていますから、あまり言いたくないんですけれども、

ぜひ戦後復興の、戦後日本の復興を支えてきたのが今の７５歳以上の方々ですから、

ここをやっぱり尊崇の念を持つというか、感謝する気持ちはやっぱり町の姿勢として

示すべきだ、私はいろんな方々と話をすると、やっぱり敬老会やってほしいという声、

結構聞くんですよ。今年は、こういう方針でいっていますから、これ以上言いません

が、令和９年度以降については、やはりもう一回、検討をしていただかないと、多く

の声ありますから、そのことを訴えておきたいと思うんです、この答弁要りません。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） なければ、次の４款に入る前にちょっと休憩したいと思います。 

   休憩時間は１１時１５分までとします。 

（午前１１時０６分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 会議を再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 引き続き質疑を行います。 
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   次に、４款衛生費について質疑を行います。 

   ページは、７６ページから８２ページです。 

   質疑ありませんか。 

   ８番宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） 予算書７９ページの節で言いますと１２節委託料、オンライン診療

１４万３０００円ということで、オンライン診療については、多分、前から話題にな

ったということで、オンライン診療も只見型とか、その地域に応じたオンライン診療

があるということで、議案調査会の中で私は認識しております。まず、お聞きしたい

のは、１４３万円の中身、これはオンライン診療、診療する側は必ず診療費を患者が

払うということで、この１４３万円の中身、それといつから当町ではオンライン診療

ができるのか。それとどのような利用者を想定しているのか。例えば議案調査会の中

で、福島市ではもうオンライン診療やっているということで、福島市みたいな形のオ

ンライン診療を想定しているのか。福島市は夜間診療時は、現在多分、福島市医師会

で運営されております。 

   私、思うに救急車を呼ぶに足らない、または休日が重なるとかという形で、オンラ

イン診療という利用の仕方が多いのかなと思います。ただ、福島市は、結構スマホの

普及が進んでいまして、この辺も福島市はスムーズに入っていけたのかなとは思いま

す。その辺を、お聞きしたいなと思います。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 宍戸議員のご質問にお答えいたします。 

   予算書７９ページ、予防費の委託料１４３万円、オンライン診療になります。まず、

オンライン診療につきましては、休日や夜間における一次救急の医療体制の確保に加

えまして、武田胃腸科内科の閉院により、平日においても一次救急の医療体制を補完

する必要があるということから、対応策の一つとしまして新たに取り組むものでござ

います。オンライン診療につきましては、スマートフォン、それからパソコンなどを

通じて医師の診察を受けることができます。必要に応じて処方、それから医療機関の

受診案内を受けることができるものでございます。 

   特に、夜間や休日における初期相談、軽症時の対応などにおいて有効な手段と考え

ております。 

   なお、オンライン診療は地域の医療機関を代替するものではなく、あくまで既存の

地域医療を補完する仕組みとして活用するものでございます。また、現在実施を検討

しているものにつきましては、地域の医療機関がオンライン診療を行うものではなく

て、民間のオンライン診療サービス事業者に委託をして、全国の医師ネットワークを

活用した診療体制を提供いただくものでございます。 

   新年度、令和８年度につきましては、まずは３か月の試行として実施をいたします。

利用状況や運用上の課題などを検証した上で、翌年度以降の本格実施について判断を

してまいりたいと考えておるところでございます。この試行実施に係る経費として、

１４３万円をお願いしておるところでございます。実施時期につきましては、関係機
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関との調整も必要でございます。また、軽症患者の初期対応というところで、時期と

してはインフルエンザの一番、ちょうど流行時期というんですか、そういった時期、

１１月、１２月、１月、年末年始を挟んでそのぐらいがいいのかなということで、担

当のほうとしては検討をしておるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） この１４３万円、オンライン、これは準備費という形で理解してよ

ろしいんでしょうか。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えいたします。 

   委託料の１４３万円につきましては、事業の構築費と運営費について３か月分を見

込んでおるところでございます。町としましては、専用のアドレスを作成し一般の患

者さんよりも優先的に診察していただけるということになるところでございます。混

雑時期ですと、一般には２時間待ち、３時間待ちというような場合もあるそうですけ

れども、委託契約をすることによりまして、そうした混雑している場合においても、

１５分から３０分程度で診察していただけるということです。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   ６番蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 同じ４款１項２目１２節なんですが、委託料６７６４万９０００円、

予算書７９ページ、主要施策の概要でいきますと５６ページ、健康増進事業、この中

にふくしま健民アプリ、健が健康の健のほうです、ふくしま健民アプリポイント事業

４５万２０００円という計上がございます。このポイント事業について、ご説明くだ

さい。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 蒲倉議員のご質問にお答えいたします。 

   同じく、予算書７９ページ、委託料の健民アプリ、４５万２０００円という内容で

ございます。健民アプリにつきましては、福島県で運営しますふくしま健民アプリと

いいます。健康づくりにつながる生活習慣の定着を目的として、いつでもどこでも気

軽に参加でき、継続して利用できるアプリケーションとなります。主な内容としまし

ては、毎日の歩数がポイント化されるほか、日々の健康チェックなどを行うことがで

きます。令和８年度には、アプリがリニューアルされまして、自治体ごとに健康に関

するミッションを設定し、その達成に応じてポイントが付与される仕組みが導入され

る予定でございます。アプリを活用して、町民の健康づくりへの参加を促す仕組みと

なっておるところです。なお、たまったポイントにつきましては、デジタルギフトな

どと交換できるというところでございます。 

   委託料の４５万２０００円につきましては、まずはアプリの基本使用料、それから、

ポイントの商品代として交換手数料も含めて計上しております。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 課長、すみません、今、ちょっと聞き取れなかったので、ポイント

交換は何ができるんですか、もう一度。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えいたします。 

   例えば、総合健診を受けると何ポイントとか、がん検診を受けると何ポイントとか、

それは自治体ごとに設定することになりますので、今、私が申し上げたのは、例えば

の話で、これから実施に向けては……検討してまいります。 

６番（蒲倉 孝君） そのポイントを何に使えるのか。 

ほけん課長（大勝晴美君） たまったポイントにつきましては、県のほうで準備しており

ますデジタルギフト、例えばアマゾンギフト券とかそういったデジタルギフトと交換

ができるというような予定となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 画期的なのでしょうけれども、年配の方、このアプリ使ってデジタ

ルギフトに交換しましょうと、誰が使うんですか、誰か教えるんですか、これ。町の

ほうで、このアプリの使い方とか、ポイントの集め方、教えてくれるんですか。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） お答えいたします。 

   高齢の方につきましては、町ほけん課のほうで使い方、使用については、説明をし

ていきたいというふうに考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ぜひ教えてあげてください。今、こんなこと言うとおかしいんでし

ょうけれども、今のこのアプリって使えないと言うと怒られちゃいますけれども、携

帯に入っているヘルスケアアプリとほぼ変わらないので、そのバージョンアップに期

待したいと思いますけれども、ただ本当に若い方ではないと、あれを使うというのは

なかなか難しいかな、それに４０万円も経費かける必要があるのかなとクエスチョン

に思ったので質問しました。 

   以上です。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に５款労働費について質疑を行います。 

   ページは、８２ページから８３ページです。 

   質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に６款農林水産業費についての質疑を行います。 
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   ページは、８３ページから９４ページです。 

   質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ８５ページとか、９８ページとか、ちりばめられているんですけれ

ども、ＰＲ事業の関係なんです。これは、先ほど企画調整課でも具体的には議案調査

会でも説明ありましたが、鎌倉、神奈川県を中心にＰＲ事業をしたいと、もちろん産

業振興課と企画調整課でちょっと趣旨は違いますから、当然予算づけも違ってくるの

は分かります。ただ我々からすると、先ほど、これでいくと、名古屋、北関東を中心

に予算書の８５ページでは重点的にＰＲ事業をしたいと。 

   先ほどの企画のほうは、繰り返しますが、鎌倉、神奈川県を中心にＰＲしたいとい

う説明があったんです。一般論でいくと、同じ役所でこれだけ小さい町で、はっきり

言えば隣同士の課で、何でその重点地区が違うのかというのがちょっと私、分からな

いんです。いろいろ理由があるんでしょうけれども。効率的に広報、ＰＲするならば、

お互いに乗かってやったほうがいいような私、気がするんです、そういう横の連係と

いうのはないんですかね。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 佐藤議員のご質問にお答えをいたします。 

   ６款の農林水産費でございますが、まず、８５ページのＰＲ事業ということで、賄

材料費や旅費の関係を計上させていただいております。また、主な主要施策の７６ペ

ージでもＰＲ事業ということで、４５５万１０００円を計上させていただいておりま

す。また、９７ページにおいても、ＰＲ事業ということで委託料の部分でございます

が、観光費ということでＰＲ事業を計上しております。１５０万円です。 

   産業振興課所管のＰＲ事業につきましては、基本的に農産物のＰＲを実施したいと

考えております。主にＰＲ事業を予定しているのが、名古屋と北関東方面を重点的に

しております。その理由は、名古屋方面につきましては、農産物のＰＲ事業を兼ねて、

いわゆる企業誘致のかけ橋となることも考えているというところでございます。また、

北関東においては、道の駅国見あつかしの郷等々の需要で見込めるということで、こ

ちらから関係する道の駅に対してＰＲをかけていきたいと考えております。 

   なお、企画調整課とは連携して進めていきたいと考えております。お互いに不足し

ている部分を補うような形で、ＰＲ事業を進めていければなと考えていたところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ９５ページに企業誘致の計画策定業務、これは一番下から２行目で

すね。企業誘致に関係する基本的な計画を策定をするという予算、７１５万円ついて

います。これも何度か議論していますからしつこく言いませんが、様々な手法がある

と思うんです。私が言いたいのは調整区域の話です、市街化区域ではなくて、調整区
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域の話をします。これは…… 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君、９４ページまでということで…… 

５番（佐藤 孝君） そこまでいっていないか、まだ…… 

議長（山崎健吉君） ９５ページは次の商工費で質疑…… 

５番（佐藤 孝君） ごめんなさい。 

議長（山崎健吉君） よろしくお願いします。 

   松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 大枝湛水防除事業、個別の施策では７９ページ、予算書では

９１ページにあります。１０節の需用費、修繕料が１５５０万円とありますが、この

個別の施策では一番下のところですね。令和８年度から６年間かけて、大規模に修繕

することになっていますが、その内容について伺います。どういうものを交換すると

か、いろいろあると思うんですけれども。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 松浦議員のご質問にお答えをいたします。 

   主要施策の７９ページ、大枝湛水防除施設事業の概要でございます。予算書でいい

ますと、９２ページの１８節の負担金補助及び交付金の県営土地改良事業負担金でご

ざいます。こちらにつきましては、大枝湛水防除のいわゆる排水施設の改修に係るも

のでございます。令和８年度から約６年をかけて改修を行うものでございます。現在、

大枝湛水防除につきましては４台の排水ポンプ機がございまして、うち２台が設置か

ら４０年以上たっている状況でございます。また、そのほかの２台につきましても設

置から３０年以上たっている状況でございます。 

   今回の事業において、４台のうち２台を総入替えします。新しいほうの２台のポン

プについては全面改修ということになりますが、中身についてはほとんど変えるとい

う形になっております。また、外に防じん機、ございます。排水口のごみを取る機械

がございますけれども、そちらについても改修を行うということで、実質全面的な改

修及び新設というような工事の内容になっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） 先ほど、佐藤議員が話されかけたと思うんですけれども、私も企業

誘致の件で予算書の９５ページの１２節委託料…… 

議長（山崎健吉君） 宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） はい。 

議長（山崎健吉君） 今、これは終わってから次、なりますんで。 

８番（宍戸武志君） まだか。 

議長（山崎健吉君） まだ…… 

８番（宍戸武志君） いや、すみません。 

議長（山崎健吉君） まだ、終わっていません。 
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８番（宍戸武志君） 申し訳ない。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に７款の商工費について質疑を行います。 

   ９４ページから９８ページです。 

   質疑ありませんか。 

   宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） 再度、予算書の９５ページの１２節委託料、アドバイザー委託

６０万円、このうち３０万円が企業誘致に関するアドバイザーと、それと計画策定業

務７１５万円、これは企業誘致計画策定という形で国見町の全体を見通した中での企

業誘致、土地等を含めてやっていくということで、私は今までもこの企業誘致という

形でやってはどうかと問いかけたんですけれども、回答は土地ない、金ない、人がい

ないと、それと長期計画の中で、企業誘致の項目見たんですけれども、２０３０年ま

で５件という形なんですけれども、中身は新産業創出と起業者支援ということで、ア

パートの一室で起業したと、それも１件として数えるということで、私と若干、企業

誘致の考え方が違っていたのかなと。 

   今回、初めて具体的に予算がついたということで、この辺、もし分かる範囲で、令

和８年度はここまでやりたいということ、ありましたら課長共々、ご尽力された町長

にお伺いしたいなと思います。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 宍戸議員のご質問にお答えいたします。 

   予算書のページ数でいいますと、９５ページの商工費でございます。 

   委託料の部分で、アドバイザーと計画策定業務として予算を計上させていただいた

ところです。こちらは企業誘致に関係するもので、町として企業誘致を行っていくと

いうことです。基本的な方針、いわゆる戦略的なものをまとめることを想定していた

ところです。町が企業誘致をする際にどういった部分が不足していたのか、また、状

況、それらを整理しまして、町の企業誘致の方針を最初定めるということを想定して

おります。 

   その後、どの程度できるか難しい部分はございますが、空き地や町有地の活用、誘

致の優遇措置、そういったもの、また、候補地、そういったものもある程度見込めれ

ばと想定していますが、中身については非常にボリュームが出てくると考えていたと

ころです。年内にできるかどうかも含めながら検討をさせていただければなと思いま

す。今、決まっているのは、企業誘致に係る町の基本的な考え方を定めていければと

いうことで考えていたところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 宍戸武志君。 

８番（宍戸武志君） 町長にも一言、お願いしたいなと思います。 

議長（山崎健吉君） 町長。 
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町長（村上利通君） お答えいたします。 

   企業誘致については、私も再三にわたってお話をしてきましたけれども、国見町の

状況としまして、誘致するための土地が不足しているといいますか、そういった状況

だと思いますので、国見町の状況をまずは調査しまして、企業誘致に臨めるようなデ

ータを集めて企業に具体的に提示できるような中身を示していくために現況調査、そ

して、戦略の策定、先ほど課長が申し上げたとおりの内容で基本方針という形でまと

めることを、まずはやっていきたいと思っております。いずれにしましても、交通の

要衝にある国見町を企業さんに使っていただくために、どのような方策を立てたらい

いのかを示して企業誘致を進めたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今、町長から踏み込んだ回答ありましたから、今さら私、申し上げ

るつもりもないんですけれども、先ほどの話は、調整区域の話を私、したかったんで

す。市街化区域の場合は面積決まっていますから、その土地を再利用するということ

に尽きますので、基本的な土地政策の転換は必要ないと思っているんです。道路をど

う切るかなんて若干ありますけれども、枝葉の議論は。ただ、調整区域に工場誘致、

企業を誘致するための面積をどう確保するか、これはもう何十年もそれぞれ皆さん苦

労をしているわけですよ。繰り返しますが、地区計画か国見町だったら、農村工業導

入促進法か地域未来都市促進法ぐらいしかないんだよね、今は。それを、どう網かぶ

せて障害を取り除いていくかと、こうなるわけです。 

   これは、都市政策の大きな転換ですから、まして道路も切んなくちゃならない、鉄

道の関係もある、それらを含めると、相当やっぱり大規模な議論になってくるはずな

んです。スケジュール、教えてください。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   佐藤議員お質しとおり、いわゆる今あるマスタープランや県北の土地の利用計画

等々があります。その中で、国見町として企業誘致できる、ＰＲできる土地を確保し

ていきながら企業誘致を進めるということになりますと、議員お質しの中にありまし

たいわゆる地区計画や未来都市関係、そういうものを利用していくしか今のところは

考えられないかなと想定しているところでございます。よって、この開発の仕方等に

ついては、関係課と連携しながら進めることになりますが、まずは町として企業誘致

を進めるにあたって、基本的な考え方を整理するのが最初かなと考えております。 

   その後、具体的な施策については、１年でやれる範囲で可能な部分を考えていると

ころでございますが、期間的にちょっと厳しいのかなと想定しています。今年度につ

きましては、できる範囲でやれればと思っていまして、次年度以降、引き続き必要な

部分については考えていければなと思っております。前半は、とにかく基本的な方針

を考えるということで、有識者の意見等を聞きながらまとめていければなと考えてい
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たところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 具体的に最終年度が決まっていないという話ですけれども、今、こ

こに農業委員会の会長さんいらっしゃいますが、農サイド、いわゆる農振農用地、赤

地ね、そこまで含めて議論しちゃうと、これは相当時間かかると思うんです。だから、

前提条件として、農水省で赤地でかぶっているところは基本的に除外をするとか、白

地とあるいは市街化区域の接点とか、そういう形で議論、私は、これはあくまでそう

いうことをやれと言っているんではないですよ。そういう限定した話ではないと、な

かなかこれは前に進まないんではないかと思うんです。その整理については、どう考

えていますか。国見全部ということなのか、考えていることは。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   町のマスタープランの関係で、農業振興地域や都市整備区域等に区分けされている

ような今、状況になっておりますが、いわゆる農業振興地域に対する開発というもの

は今のところ想定はしていないと考えています。今、いわゆる市街化区域の中で、町

有地とか空き地、また、企業が持っている空き地もございます。そういったものを利

活用できないのかというものを検討するほうが先かなと考えていたところございます。

何はともあれ、最初は基本方針を決めて、いわゆる市街化区域の中にある土地の利活

用を推進していくという考えで臨みたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 今の話、余計分からなくなっちゃったんですけれども、市街化区域

の土地を何、どうするの、だって決まっているでしょう、工業用地だ何とかと。大体

そもそも土地ないんだから、ないのでまとまった土地がないから調整区域でどうしよ

うという議論でしょう。今の課長の答弁は、まず、市街化区域の中の土地をどうこう

という話になったから、ちょっと私とすれば混乱しているんですけれども、もう一回

整理してください。 

議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） お答えいたします。 

   都市計画等の線引きを基本的に変えるということは、想定しないと考えております。

市街化区域の中にも町有地もございます。また、企業が持っている利活用されていな

い土地もございます。そういうものを調査するといいますか、今後、土地活用をどう

するのかということで、これは結果的に難しい話になるかもしれませんけれども、そ

ういったことを最初調査しなければいけないと考えていたところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 
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議長（山崎健吉君） なければ、次に８款土木費について質疑を行います。 

   ページは、９８ページから１０６ページです。 

   質疑ありませんか。 

   蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ８款ですよね。 

議長（山崎健吉君） はい、８款。 

６番（蒲倉 孝君） ８款４項３目、予算書でいきますと１０５ページ、主要施策が

１０１ページ、都市再生整備計画推進事業、中身は藤田駅前ロータリー整備工事にな

っていると思いますが、議案調査会でもお話しさせていただきましたけれども、今回

の広報くにみ３月号、２ページ、３ページのトップ記事に（案）が入っていなく、い

かにも計画が決定したような掲載でしたが、説明会の中では随時皆様からいただいた

ご意見を検討をしながら進めますという答弁でございました。今後のこの計画につい

て、随時説明をしながら事業を行っていくのか、あのレイアウトで確定ということな

のか、お聞かせください。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   今回、広報紙に掲載をいたしました内容は、１月に住民説明会を開催いたしまして、

その中でお示ししたパース図や平面図となります。その中で、安全対策などにつきま

しては様々なご意見を承りました。ただ、この形状につきましては、おおむねのご理

解はいただいたものと認識しているところでございます。ただ、その住民説明会にご

参加いただいた方は６０名弱でありましたので、町の計画について、より多くの方に

知っていただきたく今回掲載をしたところでございます。 

   また、広報の中には住民説明会で出されましたご意見なども添えながら、そして、

この計画については変更になる場合がありますと、明記をさせていただいておりまし

た。ただ、タイトルの部分に（案）などと表記する工夫も必要だったと考えていると

ころでございます。 

   いずれにいたしましても、今の形が最終形ではなく、その細部にわたっての安全対

策であったり、先日の一般質問でご提案、ご提起をいただきました内容についても、

現在検討を進めているところでございます。そうした中で、最終的な案が決まれば、

工事に入る前に議会や町民の方にもご報告させていただければと思います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） ありがとうございます。 

   ぜひ、歩行者の安全をまず、先に考えていただきたいんです。いろんな意見出てく

るんですよね。ここ止めちゃ駄目だとか、一番安全なのは、あそこまるっきりロータ

リーにするのが一番安全なんですから。ただ、そうはいってもなかなか難しいでしょ

うから、随時ご説明しながら進めてください。よろしくお願いします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 
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（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、９款消防費についての質疑を行います。 

   ページは、１０７ページから１１１ページです。 

   質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 議案調査会でも何点か質問をいたしましたし、先般の条例の関係で

もやり取りさせていただきました。消防団の関係です。消防団、定数２６６で現員が

２００名。６６名が今、充足していないと、７５％と伺っておりました。この期間団

員が確保されれば当然充足されるということになるんでしょうが、充足率を上げる一

つの方法、あるいは消防団機能を高める目的としたこの団員制度、一般団員と機能別

団員、割合はどのようになりますか、想定では。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   ３月５日の議案で消防団条例について承認いただき、その後、消防団と協議してお

りますので、その内容についてお答えいたします。 

   ３月８日の消防団の幹部会議で今ほどお質しのあった割合について、協議をしたと

ころです。 

   基本団員と機能別団員の割合ですが、隣、近隣の市で、約２割程度の機能別団員と

なっており、国見町においても、約２割程度を機能別団員とすることで決定したとこ

ろでございます。現在、消防団員、基本団員、２００名ですので、約２割ということ

になりますと、５０名程度といったことで、今後加入推進に向け進めていきたいと考

えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） ２割だから五十数名になるんですけれども、令和８年度目標が

４０名、調査会での答弁は団員経験５年以上、２４０名いるというお話を受けており

ます。この中に、いわゆる常備消防ＯＢ、何名かいらっしゃるんだよね、私の家の周

りにも何名かいらっしゃるんですけれども、この元常備消防の団員というか、何とい

うか、伊達消防本部の元職員、これも想定の範囲内、機能別団員の対象ですか。 

議長（山崎健吉君） 住民防災課長。 

住民防災課長（榊 英則君） お答えいたします。 

   退職された常備消防団員ですけれども、機能別の消防団員、退団された消防団員で

７５歳までといったことで、これまでご説明をさせていただきました。機能別消防団

員に加入できるかどうかといったことのご質問ですけれども、国見町の消防団員より

も知識、経験も豊富といった部分もございますので、今回、５年以上の機能別消防団

員の任務としては、災害、火災の現場対応としてございますので、常備消防を経験さ

れた方については、今後、団長を含めた幹部会議でどういった協力を求めるのか協議

していきたいと考えております。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に、１０款教育費について質疑を行います。 

   ページは、１１１ページから１４４ページです。 

   質疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 藤田保育所保育料の無償化という事業が令和８年度に予定されて

おります。ちょっと予算書で見たんですが、該当箇所見つけられなかったので、個別

のシートは１２３ページ、これによりますと、地方債９５０万円ということで事業費

として計上されております。普通、運営費とかになれば、財源は普通一般会計からと

いうことが普通だと思うんですが、これが地方債ということになっておりまして、こ

の地方債の中身についてまずお聞きしたいと思います。これは、教育総務課長に議案

調査会で財源について言ったら、財源については総務課所管だということなので、ま

ず、総務課でしょうから答弁をよろしくお願いします。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 

   この保育料の完全無償化ということでございます。 

   まず、この保育料の無償化、無料化の財源につきましては、過疎債を活用したいと

考えているところでございます。また、この過疎債につきまして、過疎債のソフト事

業となりますことから、償還期間につきましては１２年を想定しているところでござ

います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 過疎債で償還期間１２年ということですが、当然のことながら、

無償化が始まれば、これは来年度以降も令和９年度以降も継続していくことになるか

と思いますが、令和９年度以降の財源についてはどのような考えでいらっしゃいます

か。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   現時点におきましては、令和９年度以降も継続する場合におきましても、財源につ

きましては、過疎債、または基金等を財源としたいと考えているところでございます。

この場合、そのときの財政状況にもよりますけれども、一般財源で充当することも想

定されるところでございますが、いずれにしましても、財政負担の少ない有利な方法

を選択してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   宍戸武志君。 
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８番（宍戸武志君） 私のほうから、１２４ページの教育費、幼稚園費という形で報酬と

人件費についてお伺いしたいと思います。 

   私もちょっと勉強不足だったんですけれども、先般、那須烏山市に行政調査を行っ

たんですけれども、その中で幼稚園、保育園、資格者等の配置が結構厳しいみたいな

形で、なかなかちょっと私分からないんですけれども、ああ、そうかなと思ったんで

す。やはり、義務教育と違いまして、先生方の人件費は市の負担という形になってい

るということをお聞きしました。その中で、課長が、次長、市長ですか、説明なさっ

たところではやはり人件費が毎年増えているという報告がございました。 

   小さな子どもさん、手のかけようによっては人件費等がどんどん膨らむ、ただし、

少子化という形も見据えて人件費増と少子化の間ということと、もう一つは、今度、

認定こども園、その中で民間委託もする市町村もあると聞いております。裏返せば、

この人件費、管理等が結構大変になるということで、この辺は民間に委託して管理は

当町でという形も選択しているんではないかなと思います。この辺について、将来的

な人件費の推移等についてお伺いしたいなと思います。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） 宍戸議員のご質問にお答えいたします。 

   人件費については増加しております。子どもの数も減少をしております。ただ、配

慮とか支援の必要な子どもが増加はしております。現場とも、今後相談しまして必要

な定数については、今後検討していきたいと考えおります。また、認定こども園の民

間委託につきましては、今後、令和８年度から検討委員会を立ち上げますので、その

中で議論をしていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   以上、答弁といたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） ここで一旦休憩いたしまして、再会は１３時からということでお願

いしたいと思います。引き続き、教育費からやりますのでよろしくお願いします。 

（午後０時０４分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 会議を再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（山崎健吉君） 引き続き、教育費について質疑を行います。質疑ありませんか。 

   蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 議長、また３つあるんですけれども、続けて大丈夫ですか。 

議長（山崎健吉君） はい。３つまででお願いします。 

６番（蒲倉 孝君） まず１つ目が、１０款１項２目、予算書で１１２ページ、主要施策、

同じ１１２ページ、教育委員会事務事業の中で、認定こども園についてお聞きしたい
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と思うんですが、この検討委員の方は決定しておりますでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   現時点で委員の方につきましては決定しておりません。これから調整してまいりた

いと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 分かりました。決定した際は報告していただけますでしょうか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   決定しましたら、ご報告のほうさせていただければと思っております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 別な質問で、計画策定業務委託に１０００万円計上しておりますが、

これは誰に委託するか決まっておりますか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   こちら１０００万円につきましては、検討委員会の議論を裏支えするような形で、

各種試算だったりとか計画の取りまとめ、もしくは事業費の試算などの委託を想定し

ております。こちらの委託先につきましては、契約ですのでこれから検討したいと思

っておりますが、特に建設、建築の部分で知見を持った方にお願いしたいと思ってお

りまして、そういった支援ができるような仕組みもあるようですから、そういったも

のを活用しながら進めてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 建設関係にたけた方も分かるんですけれども、やはりこの認定こど

も園を実際に建築したところ、関わった業者、関わった教育関係の方々、そういった

方々をこの検討委員にして、業者もそういうふうに決めていくわけではないんですか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   教育施設、保育施設につきましては、特殊な建物ということでございますので、知

見を有する業者、団体の活用も考えていきたいということで検討しております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） では同様に、決定した際は報告いただけますか。 

議長（山崎健吉君） 教育施設課長。 

教育施設課長（佐藤智宏君） お答えいたします。 

   契約した段階でご報告させていただきたいと考えてございます。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 別な質問です。 

   １０款１項４目１４節、予算書は１１６ページで主要施策が１１４ページ、ＩＣＴ

推進事業、ここに工事請負費１９８２万円とございます。確認ですけれども、これは

ネットワーク強靭化事業工事、Ｗｉ-Ｆｉの環境強化、中学校だと思うんですけれど

も、これで間違いないですか。 

議長（山崎健吉君） 教育総務課長。 

教育総務課長（宍戸浩寿君） 蒲倉議員のご質問にお答えいたします。 

   １４節の工事請負費１９８２万円の工事請負費でございますが、ネットワークの強

靭化事業でございまして、学校の無線環境の工事でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 蒲倉 孝君。 

６番（蒲倉 孝君） 分かりました。 

   別な質問です。 

   １０款６項２目１４節の５５１０万円と１７節の５４万円、予算書では１４２ペー

ジ、主要施策でいきますと１３９ページの体育施設事業、この１４節と１７節の詳細、

内訳をご説明ください。 

議長（山崎健吉君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（小野笑子君） 蒲倉 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   １０款６項２目１４節、工事請負費、こちらの内訳については、５５１０万円のう

ち、施設改修工事の４９５０万円は、柏葉体育館の照明ＬＥＤ化改修工事及びグリー

ンアリーナ９２３のロビー等照明ＬＥＤ化改修工事となっております。 

   施設修繕工事の１１０万円は、軽微な修繕の工事費用となっております。 

   施設整備等の４５０万円の費用は、上野台運動公園の案内板の新規設置工事となり

ます。 

   また、１７節の備品購入費５４万円は、体育施設にて使用する卓球台２台の購入の

費用となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書の１４１ページに体育施設関連の予算がございます。体育施

設の老朽化、経年劣化によって大分傷めつけられて、ほとんど稼働していないものも

ありますが、再編見直しの議論、途中だと思います。現状の報告と令和８年度、新年

度の目標、どの辺までたどり着きたいのか、お願いします。 

議長（山崎健吉君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（小野笑子君） ５番佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   現在、体育施設につきましては、老朽化した施設が多々ございます。こちらの改修
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等につきましては、現在、議論を進めているところですが、まだ現状においては方向

性が定まっていない状況となっております。今後、継続して社会体育施設の在り方に

ついて検討して進めていきたいと考えているところです。様々な方々からのご意見を

伺いまして、方向性の検討を進めていきたいと考えております。 

   また一方では、社会体育施設の利用している方々が安心して安全に利用できるよう

に、設備や機器の修繕等も含めまして適切な管理をしていかなければなりません。管

理、改修等と在り方の検討を並行して行いながら進めていきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 前の前の町長、太田さん、その時にプールが全く稼働していなかっ

たものですから、多分１０年以上たっていると思うんです。プール、閉鎖というか稼

働しなくなって。そのときも見積り取って修繕するかしないか考えてちょうだいとい

う話しをしたときに、見積り取るだけで相当の金額がかかるという理由で、結果的に

修繕するかしないかの前提条件としての、その見積りも取らなかったんだよね。その

後、大きな地震が２つあって、結局、観月台の体育館もつぶれちゃった、ほかの施設

も、先ほど私が言ったように老朽化して、どうしていいか非常に悩ましい状況になっ

ていると。 

   その議論は今やっているのは、多分利用団体、利用者の聞き取りだと思うんですけ

れども、これから様々な段階を踏んで、最終的に成案をつくっていくと。だから、い

つまでも話を聞くということにならないと思うんです。だから、やっぱりしっかりと

ロードマップをつくって、この次は社会教育委員の会議とか何とかという、ちょっと

正式名称忘れましたが、その辺のスケジュール、これいつまでもやっているわけにい

かないわけですよ。なぜかというと、観月台体育館の跡地をではどうするかという大

問題があるわけよね。これと絡んでいるわけですよ。町長は公約に、多目的施設を造

りたいと言っているわけですから、ぜひ出口のところをお示しいただきたいんです。

教育長、どうですか。 

議長（山崎健吉君） 教育長。 

教育長（石幡良子君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   議員お質しのとおり、社会体育施設の在り方については、早急に検討を進める必要

があると認識しておりますので、今後、議論を重ねてまいります。そこで次年度、各

社会教育施設利用者や体育協会のご意見、また社会体育・社会教育に携わる方のご意

見、さらには専門家、専門的な知識を有する方などのご意見等を伺い、議論を重ね、

国見町の未来に必要とされる社会体育施設はどうあるべきなのかしっかり検討し、教

育委員会として、社会教育施設の在り方の方向性を決めていきたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） その大体の流れはそういうことになるんでしょうけれども、第６次

の総計、後半分、２分の１の分がこの前の議会本会議で決まりました。教育ビジョン
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２０２１の今年度分についてももうほぼ確定して４月１日から実施をすると。そちら

の関係もありますが、繰り返しますけれども、観月台公園の跡地と駅前、観月台公園、

商店街、道の駅と、この循環をどうするかという問題、それに今議論しています体育

施設、これ非常に密接な関係ありますから、方向性を早く出して、あと最終的に財政

の問題とか様々出てきますので、ぜひスピードアップをしていただきたい。お願いし

たい。もう一回お願いします。 

議長（山崎健吉君） 教育長。 

教育長（石幡良子君） 議員お質しのとおり、スピード感も大事だと思いますので、しっ

かり次年度から検討を進めまして、方向性をまず示せるようにしていきたいと思いま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、次に１１款災害復旧費から１４款予備費についての質疑

を行います。ページは１４４ページから１４６ページです。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） なければ、最後に歳入歳出全体的に質疑に入りたいと思います。質

疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

１１番（佐藤定男君） 財政調整基金についてお尋ねいたします。 

   財政調整基金が幾らあればいいかということは、いろんな考え方がありますけれど

も、一般的に標準財政規模の１０％から１５％と言われております。そういたします

と、国見町は金額にして４億から５億円が必要ではないかと言われております。 

   令和８年度の財調の金額については、４億円を取り崩して、令和８年度末は４億

７０００万円の見込みとなっております。そこで、今後、健全な町の財政を運営する

ために、財政調整基金は幾らあればいいのか、町の基本的な考えをお伺いいたします。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 

   お質しの財政調整基金につき、どのぐらいの額が妥当かというご質問でございます

が、町としましては、現在、明確なラインは定めておりませんが、令和８年度当初に

おきましては、議員お質しのとおり、令和７年度当初予算より１億円増の４億円を繰

入れすることで収支を合わせて予算編成を行っているところでございます。 

   令和７年度におきましては、最終的に取崩しを回避できる見込みでございますが、

令和８年度以降につきましては不透明な状況でございます。そのため、今後の予算編

成につきましても厳しくなるということも想定すれば、基準財政規模、現状の２０％

程度であれば、現状で言いますと８億６０００万円程度を維持、キープしていきたい

と考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   渡辺勝弘議員。 

１２番（渡辺勝弘君） 町の当初予算のということで６６億５０００万円ということもあ

りますけれども、これの自主財源は約３２％を占めておりますね。その中で町税、先

ほど町税のほうも来年度は上がるというような予想でやっていると思いますけれども、

そうすると６８％が依存財源ということになると思います。 

   そうした場合に、来年度の予算では、金額的に増えているという部分からすると、

自主財源で上がっているわけではなく、依存財源が増えていると考えられると思うん

ですけれども、そうした場合に町債が９％、つまり、地方創生とか過疎計画に基づく

ものを使いながら、新規事業を行った結果だと思うんですけれども、このような結果

で来年度以降も、この金額をいただきながら町を運営していくのか、今後の考え方を

ちょっとお伺いしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） 渡辺勝弘議員のご質問にお答えいたします。 

   ただいまのお質しですけれども、町債についてでよろしいでしょうか。町債につき

ましては、今後新規事業等々、これから大型事業等々がございます。町債につきまし

てはこれから増えるという状況も想定されるところでございますが、財政的には町債、

あとは有利な起債を模索して、またなおかつ国の補助というものを総合的に取り入れ

ながら、財政の健全化を図ってまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） 渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 今、総務課長から、収入の件に対していただきましたので、そう

いう感じでいくんだなと思います。では、歳出においては、人件費が約２６％を占め

ていますよね。 

   そうしますと、それを見ますと、令和４年度をピークにだんだん人件費が減ってき

たにもかかわらず、去年から来年度はまず３億円ほど経費が上がると。当然、任期付

職員の給料も上がったという部分があるかなとは思いますけれども、当然、職員の人

数というか、経費を節約するためには、当然その部分をどのように考えているのか。

やはり、人件費というものが最大のネックと言うわけではないですけれども、相当そ

こにかかる部分があると思いますので、その辺で、やはり残業、超勤という部分も含

めて、どのように考えていくのか、その辺についてお尋ねしたいと思います。 

議長（山崎健吉君） 総務課長。 

総務課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   近年の人件費の増という要因でございますが、一つには、やはり人事院勧告により

給与が上がっていること、また、必要な事業に必要な、適切な人の配置をした結果だ

と考えているところでございます。 

   これから、この人件費の抑制というのは避けて通れないと考えておりますが、今後

の事業展開、事業規模等々を総合的に検討しながら、人件費の抑制についてさらに検
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討したいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書７９ページ、衛生費のオンライン診療です。先ほど、宍戸議

員が質問していますから、かぶらないようにお聞きをいたします。 

   当初、これを聞いたときに、公立藤田総合病院か県立医大で受け付けてこの事業が

始まるのかなと思ったら、東京の民間会社だと。現状、福島市を参考にしながら事業

を進めるという説明もありました。令和８年度については、試験的に３か月間やると

いうことなのでしょうけれども、中期的に、３年後、５年後にどういう姿を目指して

いるのか。いや、そうではなくて、これがうまくいけば、それを１年間実証実験をす

ると、令和９年度に。そういうイメージなのかね。 

   または、私が考えていたのは公立藤田総合病院でオンライン診療をしてというイメ

ージだったんですよ。そういう将来展望ないんですか。そのことだけ教えていただき

たい。 

議長（山崎健吉君） ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   オンライン診療につきましては、今後、医療分野のＤＸの進展などによりまして、

地域医療を補完する手段として活用の場が広がっていく可能性があるものと認識して

おるところでございます。 

   一方で、医療機関と連携してオンライン診療を実施する場合には、十分な調整が必

要となります。現時点において、藤田病院とオンライン診療を実施する具体的な計画

はありませんが、地域医療体制全体のことの関係に配慮しながら、今後の連携の在り

方については研究してまいりたいと考えておるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 予算書１０１ページです。町内会要望で、主に建設課、それから産

業振興課で予算配分がされています。簡易な道水路の修繕であるとか舗装であるとか

ですね。 

   そこで、これも前に私、本会議でやり取りしておりますけれども、２年前の令和

７年、あれ今何年だっけ、令和６年だね、すると。令和６年の９月議会で、今ある、

今も優先順位、事業の優先順位を決めるマニュアルがあるんですけれども、その当時

はないというやり取りをさせていただきました。それを読むと、非常に細かいんです

よ。これ、多分機能しないなと、使えないなというイメージ私持っていました。その

ときに、実は当時の町長から、見直しをしろという私の要求に対して見直しをしたい

と、もっと分かりやすいマニュアル、自主基準をつくると、こういうことだったんで

すよ。 

   町長選挙があって、町長が変わったりして、具体的には令和７年度４月以降に進む
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のかなと思っていたんですが、どうもそれも進んでいる気配がないと。現状を教えて

ください。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   町内会要望事項の優先順位を決定する手法といたしまして、今ほど少し話にもあっ

た、細部にわたって評価をし、点数化するといった手法もある中で、事務の煩雑化の

面も考慮しつつ、何か簡便な方法はないものかと検討を進めてまいりましたが、成案

には至ってございません。 

   議員お質しのとおり、町内会要望事項の優先順位を決定する上では、客観性や公平

性の担保が大変重要と考えてございます。そうしたことから、できる限り早い段階で

方法を決定いたしまして、運用できるようにしてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 救急車問題で事業を実施した後のいわゆる事業の透明性・公平性

等々について、非常に疑念があったわけですよ。そういう意味ではしっかりとした基

準をつくって、事業終了後も全く問題ないですよと、公平・公正に進めましたと、こ

の担保が欲しいわけです。 

   そこで、令和８年度の町内会要望については、予算これ出ていますけれども、実施

が多分年度途中、当然６月か７月に町内会要望をまとめて、それ以降に実施をすると、

こういうことになると思うんですね。年度途中に、今課長おっしゃった簡易な優先順

位決定マニュアルをつくっても、実際にそれ適用するとなったら、年度途中でやった

ものとこれからやるものと根拠が違いますでは困るわけで。その辺の具体的な事業展

開、昨年度の積み残し分もありますから、どういうイメージ持てばいいですか、私は。 

議長（山崎健吉君） 建設課長。 

建設課長（中條伸喜君） お答えいたします。 

   町内会要望事項に係る、特に建設課所管の道水路の修繕工事につきましては、お質

しのとおり前年度対処できなかった部分もございます。これについては、特に必要性

が高い箇所につきましては、新年度予算におきまして４月以降に順次実施をしていき

たいと考えてございます。 

   また、令和８年度の町内会要望につきましては、今後集約をし、町の方針を定めま

して、その後、各地区にご説明に上がる予定です。具体的には、令和８年度の９月補

正にて事業費の確保をさせていただき、それ以降に順次工事に着手してまいりたいと

考えてございます。 

   ただ、町内会要望のうち危険性・必要性が高いものについては、即時実行したいと

考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 産業振興課の対応も教えてください。 
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議長（山崎健吉君） 産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   基本的には、今の建設課長答弁のとおりで、その流れになるのかなと思いますが、

町内会要望の中身を見る限りでは、産業振興課所管としては鳥獣対策が多い案件にな

っておりますので、その部分は随時対応したいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（山崎健吉君） 佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 私の質問の前提、ちょっとあいまいでしたので、改めて申し上げま

すが、町内会要望の道水路の改修、それで町長にお尋ねします。今、建設課長が答弁

されたように、前年度、前々年度の繰り越し事業については、着々とその緊急性・危

険度を見極めながら進めると。これは当然４月１日以降の予算で対応すると。 

   ただ、私が申し上げているのは、６月の町内会要望以降のことをどうするんだとい

う、私質問なのですけれども、今の課長答弁だと９月以降、９月議会以降ですから

１０月ですね。１０月からこの予算が発動すると。そうすると、それまで間に合えば

よろしいんでしょうけれども、マニュアルが。間に合わない可能性もあるわけですよ

ね。ですから、町長として今年の事業分から始めるつもりなのか、それとも今年度は

これまでのやり方を踏襲をして、令和９年度以降、ですから令和８年度にこのマニュ

アルをつくると、これどちらですか。 

議長（山崎健吉君） 町長。 

町長（村上利通君） お答えします。 

   できるだけ早い段階でその手法を検討しまして、令和９年度の町内会要望に運用を

していきたいと考えております。 

   以上答弁とします。 

議長（山崎健吉君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これで本案の質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２６号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２６号は原案のとおりに可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２７号 令和８年度国見町大木戸財産区特別会計予算 
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議長（山崎健吉君） 日程第２、議案第２７号「令和８年度国見町大木戸財産区特別会計

予算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 議案第２７号、令和８年度国見町大木戸財産区特別会計予

算についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２７号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２８号 令和８年度国見町入山財産区特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第３、議案第２８号「令和８年度国見町入山財産区特別会計予

算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 議案第２８号、令和８年度国見町入山財産区特別会計予算

についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２８号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 
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（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２９号 令和８年度国見町石母田財産区特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第４、議案第２９号「令和８年度国見町石母田財産区特別会計

予算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   産業振興課長。 

産業振興課長（大勝宏二君） 議案第２９号、令和８年度国見町石母田財産区特別会計予

算についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第２９号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２９号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３０号 令和８年度国見町後期高齢者医療特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第５、議案第３０号「令和８年度国見町後期高齢者医療特別会

計予算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 議案第３０号、令和８年度国見町後期高齢者医療特別会計予

算について説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３０号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 
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   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３０号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３１号 令和８年度国見町国民健康保険特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第６、議案第３１号「令和８年度国見町国民健康保険特別会計

予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   ほけん課長。 

ほけん課長（大勝晴美君） 議案第３１号、令和８年度国見町国民健康保険特別会計予算

について説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３１号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３１号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３２号 令和８年度国見町介護保険特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第７、議案第３２号「令和８年度国見町介護保険特別会計予算」

の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   福祉課長。 

福祉課長（黒田典子君） 議案第３２号、令和８年度国見町介護保険特別会計予算につい
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てご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３２号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３２号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３３号 令和８年度国見町土地開発事業特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第８、議案第３３号「令和８年度国見町土地開発事業特別会計

予算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   企画調整課長。 

企画調整課長（佐藤智昭君） 議案第３３号、令和８年度国見町土地開発事業特別会計予

算についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３３号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３３号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） ここで一旦休憩といたします。 

   ２時１０分まで休憩といたします。 

（午後１時５９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 会議を再開いたします。 

（午後２時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３４号 令和８年度国見町渇水対策施設特別会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第９、議案第３４号「令和８年度国見町渇水対策施設特別会計

予算」の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第３４号、令和８年度国見町渇水対策施設特別会計予

算について説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３４号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３４号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３５号 令和８年度国見町水道事業会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第１０、議案第３５号「令和８年度国見町水道事業会計予算」

の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第３５号、令和８年度国見町水道事業会計予算につい

てご説明いたします。 
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（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３５号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３５号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３６号 令和８年度国見町下水道事業会計予算 

議長（山崎健吉君） 日程第１１、議案第３６号「令和８年度国見町下水道事業会計予算」

の件を議題とします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（佐藤温史君） 議案第３６号、令和８年度国見町下水道事業会計予算につ

いて説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（山崎健吉君） 議案第３６号の説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３６号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員長報告（請願第３号、陳情第９号） 
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議長（山崎健吉君） 日程第１２、「常任委員長報告」を行います。 

   産業建設常任委員会に付託されました請願第３号の審査結果について、産業建設常

任委員長より報告を求めます。 

   渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） 産業建設常任委員会に付託されました請願第３号の審査結果をご

報告いたします。 

   産業建設常任委員会は、去る３月２日午前１０時２０分より、役場３階会議室にお

いて開会いたしました。 

   委員会には、委員全員と、職務のため石澤局長補佐が出席しております。 

   請願第３号でありますが、本件は福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意

見書の提出の請願であります。 

   ２０２５年春闘では、過去最高水準の賃上げが実現したものの、物価高によって実

質賃金は低下し、賃金引上げの効果は見られず、さらにイラン戦争により、個人消費

の持ち直しには至ってはおりません。 

   多くの人が生活向上を実感し、将来への希望と安心感を持ててこそ、賃金・経済・

物価を安定させるべく、中・長期的を見据えた人への投資が不可欠であります。人へ

の投資を一層積極的に進めるべきであり、国内投資促進と原材料の関連から販売まで

の一連のサプライチェーン全体に視野を入れた産業基盤の強化、日本全体の生産性を

引き上げ、交易条件・国際収支を改善し、持続的な生活向上に努めなければならない

ことが最大の課題であります。 

   人手不足を補うために賃金の引上げを中心とした総合条件改善が、県外人口流出の

抑制となることが、最低賃金の引上げと早期発効に取り組むことは重大な政策の一つ

と考えます。 

   以上の請願趣旨を踏まえた委員会での議論は、急激な物価高騰で生活が最大に被害

を直面している現状では理解できるが、都内での賃金現状と福島県賃金とはまだ格差

があるのは仕方がないのではないかとか、あるいは、賃金を支払う事業者は原材料の

高騰により販売価格に反映できずに賃金を上げることができない状況にもあるのでは

ないかということの意見がありましたが、若年層の労働力の県外流出の歯止めをかけ

る上でも賛成すべきと、全会一致で採決いたしました。 

   各議員におかれましては、本委員会の決定にご理解をいただき、速やかなるご決定

をされることをお願いして、委員長報告といたします。 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから請願第３号の採決を行います。 
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   この採決は起立によって行います。 

   この請願に対する委員長の報告は採択です。 

   この請願は委員長報告のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、請願第３号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

   次に、総務文教常任委員会に付託されました陳情第９号の審査結果について、総務

文教常任委員長より報告を求めます。 

   佐藤 孝君。 

５番（佐藤 孝君） 去る３月２日、１１時１５分より、３階委員会室において総務文教

常任委員会を開会をし、陳情第９号「補聴器の購入費助成を求める陳情」について審

査をいたしました。その結果を報告いたします。 

   なお、本委員会には、説明のため黒田福祉課長、職務のため実沢議会事務局長が同

席をしております。 

   この陳情は、聴力低下により日常生活に不便を生じている高齢者に対して、補聴器

購入費の一部助成を求めるものです。加齢により細胞の劣化は、脳・神経・血管・

目・耳・骨・関節・筋肉等の機能の衰えに加え、心臓や腎臓など臓器の機能低下を引

き起こし、これらは好むと好まざるとに関わらず、誰しもが通らなければならないも

のです。とりわけ、視力や聴力の低下は中年期前から現れ、本陳情にある加齢性難聴

は多くの方々にある疾病の一つであります。 

   加齢性難聴は補聴器などの使用により、聞き返すという心理的負担を軽減させ、会

話を通じたコミュニケーションの質の向上につながり、高齢者の社会的孤立や認知機

能の減少に効果があるとも言われています。しかし、集音器と異なり、補聴器は高額

で、生活の主たる収入源を年金とする高齢者にとっては極めて大きな負担となります。 

   これらの状況や客観的事実を踏まえた委員会での議論は、身体障害者認定に至らな

い中程度難聴者に対する助成制度は、高齢者の経済的・心理的負担を軽減させ、老後

の安心を担保する施策であるとの認識で一致したところであります。したがって、委

員総意で採択すべきと決しました。 

   この際、申し上げます。国見町では、平成７年４月１日告示第２７号により、国見

町中等度難聴者補聴器購入費助成事業実施要項が既に制定をされております。詳しい

内容は申し上げませんが、この要項では、本陳情が求める高齢者にとどまらず、満

１８歳以上の身体障害者手帳を交付されていない４０デシベルから７０デシベルの方

を対象にした補聴器購入助成を、既に施行していることを申し添えます。 

   また、委員会での議論過程で、町の補聴器購入助成制度の拡充を求める意見が出さ

れましたが、町の助成制度に関する論議は別途、委員会で行うことも併せて確認をい

たしました。 

   以上、各議員におかれては、本委員会決定にご理解をいただき、速やかなる採択を

お願いし、陳情第９号の委員長報告を終わります。 
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議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 討論なしと認めます。 

   これから陳情第９号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

   この陳情は委員長報告のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、陳情第９号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（山崎健吉君） 議案の追加がありますので、暫時休議いたします。 

（午後２時３９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（山崎健吉君） 再開いたします。 

（午後２時４３分） 

◇          ◇          ◇ 

◇追加議案の議決 

議長（山崎健吉君） ただいま配付いたしました追加日程表のとおり３件の追加がありま

すので、これを本日の日程に追加し、直ちに議題としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 異議なしと認めます。 

   したがって、この３件は直ちに議題とすることに決しました。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 同意第１号を朗読） 

議長（山崎健吉君） 町長より提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

町長（村上利通君） 同意第１号「国見町石母田財産区管理委員の選任につき同意を求め

ることについて」。 

   任期満了に伴う人事案件について、速やかな議決を賜りますようお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

◇          ◇          ◇ 
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◇同意第１号 国見町石母田財産区管理委員の選任につき同意を求めることに 

       ついて 

議長（山崎健吉君） 日程第１３、同意第１号「国見町石母田財産区管理委員の選任につ

き同意を求めることについて」の件を議題とします。 

   宍戸浩寿君の退席を求めます。 

（教育次長兼教育総務課長宍戸浩寿君 退場） 

議長（山崎健吉君） 書記に議案を朗読させます。朗読。 

（書記 同意第１号を朗読） 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから同意第１号の採決を行います。 

   この採決は起立によって行います。 

   本案はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、同意第１号は原案に同意することに決まりました。 

   宍戸浩寿君の退席を解きます。 

（教育次長兼教育総務課長宍戸浩寿君 入場） 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 

議長（山崎健吉君） 日程第１４、発議第１号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を

求める意見書」の件を議題とします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 

（書記 発議第１号を朗読） 

議長（山崎健吉君） 提出者より説明を求めます。 

   １２番渡辺勝弘君。 

１２番（渡辺勝弘君） ただいま書記が朗読したとおりであります。 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、発議第１号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇発議第２号 町長の専決処分についての一部改正について 

議長（山崎健吉君） 日程第１５、発議第２号「町長の専決処分についての一部改正につ

いて」の件を議題とします。 

   書記に議案を朗読させます。なお、改正事項本文は省略します。朗読。 

（書記 発議第２号を朗読） 

議長（山崎健吉君） 提出者より説明を求めます。 

   １３番松浦常雄君。 

１３番（松浦常雄君） 提案理由は、ただいま書記が朗読したとおりであります。速やか

なるご議決をお願いいたします。 

議長（山崎健吉君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（山崎健吉君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、発議第２号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（山崎健吉君） 起立全員です。 

   したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議員の派遣について 

議長（山崎健吉君） 日程第１６、「議員の派遣について」の件を議題といたします。 

   おはかりします。 

   本件は、お手許に配付したとおり派遣することにいたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（山崎健吉君） 異議なしと認めます。 

   よって、本件はお手許に配付したとおり派遣することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長挨拶 

議長（山崎健吉君） 以上で、本定例会に付議された議案の審議は全部終了しました。 

   町長より挨拶があります。 

   町長。 

町長（村上利通君） 令和８年第３回国見町議会定例会３月会議の散会にあたり、一言ご

挨拶を申し上げます。 

   提案した議案は、格別のご理解により、原案のとおりご議決を賜りましたことに対

しまして、厚く御礼を申し上げます。議案審議の過程で賜りましたご意見等につきま

しては、これからの町政運営に反映させてまいりたいと存じます。町民の生活、福祉

向上ため、議員各位の特段のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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   結びに、春の暖かさが増す中、議員の皆様方におかれましては、健康に留意され、

ご活躍されますようにご祈念申し上げまして、散会の挨拶とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

◇          ◇          ◇ 

◇閉議及び散会の宣告 

議長（山崎健吉君） これをもって本日の会議を閉じます。 

   令和８年第３回国見町議会定例会３月会議を散会とし、次期会議の再開まで休会と

します。 

   長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後２時５７分） 
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   会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

    令和８年３月１６日 

 

        国見町議会 議  長  山 崎 健 吉 

 

 

          同   署名議員  佐 藤   孝 

 

 

          同   署名議員  蒲 倉   孝 


